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魔女達の思惑　一月三十一日（日）







　真ま希きが吉きつ祥しよう春はる風かぜ市にやってきてから数すうヶか月げつの時間が流れていた。

　その間、彼かの女じよはあるマンションの一室を寝ね泊とまりに使っていた。その部屋に住むようになって数ヶ月の時間が過ぎていたが、部屋にはあまり生活感が感じられない。家具は殆ほとんどないし、年とし頃ごろの女の子らしい雑貨類も見当たらない。あるのはシンプルな机と椅い子す、そして寝ねる為ためのベッドぐらい。そこはまるで牢ろう獄ごくか何かのように、殺風景な空間だった。季節が冬である事も手伝って、その寒々しさは際きわ立だっていた。

「来なさいっ、ナイトウォーカー！」

　そんな寂さびしい部屋に、真希の鋭するどい声が響ひびく。すると彼女が前に伸のばした右手の先で、青い光が走った。そしてその直後、同じ場所である異変が始まった。

　照明は切られたままなので、この部屋は暗い。だが彼女の右手の先で、それよりもなお暗い、濃こい藍あい色いろのもやが漂ただよい始めた。もやは数秒と経たたないうちに、まるでアンテナを伸ばすかのように、するすると横に伸びていった。そしてその長さが一メートルを越こえた頃ころ、もやはその暗い藍色の色合いを残したまま、一本の杖つえへと変化した。

　この杖には『ナイトウォーカー』という名前が与あたえられている。この杖には魔法の威い力りよくを高める力があり、魔法使いである真希には必ひつ須すの道具だった。そして真希は宙に浮ういている杖を掴つかみ取とると、そのまま大きく頭上へ掲かかげた。

「マギコミュニケーションジェム、アクティベート。オープンチャンネル」

　真希が呟つぶやいたのは、部屋に設置された魔法の道具を起動する為のキーワードだった。この部屋には幾いくつか魔法の道具が備え付けられているが、今真希が起動したのは遠えん隔かく地ちにいる仲間達たちと連れん絡らくを取る為のものだった。

　真希の声に応こたえて、部屋の壁かべに嵌はめこまれた宝石が光り始める。光っている宝石は全部で六つ。赤、橙だいだい、黄、緑、青、紫むらさきの六色だ。それらは真希を中心として、周囲を取り囲むように配置されていた。宝石達は真希の杖と同じように、暗い光を放っている。そしてその光は次し第だいに勢いを強め、やがて人の形に集束していった。宝石はそれぞれの色と同じ色の服を着た少女を一人ずつ映し出していた。この宝石達は立体映像を作り出し、面と向かって話が出来るという、便利な魔法の道具なのだった。

『あら、真希。それが新しい杖？』

　映像が安定するかしないかのうちに、赤い服の少女が真希に話しかける。すると真希は頭上に掲げていた杖を下ろし、赤い服の少女に頷うなずいた。

「そうよ。意外と手間取ってしまったけど、ようやく完成したわ」

　真希はゆりかとの戦いで、以前使っていた魔法の杖を失っていた。この『ナイトウォーカー』はその後に作り出した新しい杖なのだ。

『ネイビーちゃん、もっと可愛かわいい杖にすればいいのに』

　真希を『ネイビーちゃん』と呼んだのは、オレンジ色の服を着た少女だった。彼女は真希や赤い服の少女とは違ちがって、天てん真しん爛らん漫まんな笑え顔がおを振ふり撒まいていた。

「杖は戦いの道具よ。華か美びな装そう飾しよくは必要ないわ」

　真希は少し不ふ機き嫌げんそうに眉まゆを寄せる。真希はオレンジの少女に『ネイビーちゃん』と呼ばれる事が不快なのだ。

『杖は地味、部屋は殺風景、お化け粧しようもなし。ネイビーちゃんって、絶対に若さを無む駄だに浪費していると思うなぁ………そうだっ！』

　オレンジの少女はパッと笑顔を作ると、懐ふところから何か小さなものを取り出した。

『ネイビーちゃん、これ使いなよっ！　このあいだ、一つ余計に買っちゃったの。だから誰だれかにあげようと思ってたんだ！』

　オレンジの少女は、その何かを真希に向かって放ほうり投なげた。するとその何かは、宝石を通とおり抜ぬけて真希の方へ飛んで来る。この通信用の宝石は、小さなものなら実物を送り届ける力があるのだ。そして真希は飛んで来たものを空中で掴み取った。

「マニキュア？」

『違うよぉ、ネイビーちゃん。見た目は似てるけど、それはリキッドタイプの口紅。女の子なんだから、もっとそういう事にアンテナ伸ばしてないとさぁ………』

　オレンジの少女はやれやれとばかりに溜ため息いきをつく。真希がこういう方面に無む頓とん着ちやくなのに呆あきれたのだ。

『ともかく、ネイビーちゃんはそれを使ってちょっとは可愛くしなよ。素材は良いんだから、きっと可愛くしたら男の子達が放っておかないよ？』

「大きなお世話よっ！　化粧ぐらいで態度が変わる男なんて願い下げだわっ！」

　真希は腹立たしそうにそう言うと、手にしていた口紅を投げ捨ててしまった。

　―――見かけの誤ご魔ま化かしがなんだっていうのよ！

　真希は嘘うそや裏切りが嫌きらいだ。だから化粧やファッションも敬遠しがちになる。真希にはそれらが、自分をよりよく見せかけようという都合の良い嘘に思えるのだ。

『あらら』

　カランッ、カララララッ

　オレンジの少女は床ゆかを転がっていく口紅を目で追いながら苦く笑しようする。

『ネイビーちゃんも筋金入りだねぇ………』

「そんな事はどうだって良いでしょう？　私はこんな事を話す為に連絡した訳じゃないわっ！」

　真希は苛いら立だたしそうにオレンジの少女から目を背そむける。

　真希がオレンジの少女を嫌うのは『ネイビーちゃん』という呼び方だけが問題という訳ではない。オレンジの少女はいつも可愛らしいファッションと化粧で身を飾かざっているから、真希には受け入れられないのだ。

『落ち着いて、ネイビー。それでは報告も出来ないでしょう？』

「分かってるわ、パープル」

　紫むらさき色いろの少女に諭さとされ、真希は目を閉じて深呼吸を繰くり返かえす。そして再び目を開けた時には、真希は普ふ段だんの調子を取り戻もどしていた。

「今日連絡したのは、話したい事が三つあるからよ」

『一つ目は杖が完成した事ね？』

「ええ。この通り無事に完成したから、ようやく活動再開できるわ」

　真希がゆりかとの戦いで杖を失ったのは、十一月の末の事だ。杖の新造にはそこからまる二ヶか月げつかかった。その間は杖にかかりきりで、他ほかの事をしている暇ひまがなかった。だが杖が完成した今、真希は本来の任務に戻ろうとしていた。

『二つ目は？』

「どちらかというと、ここからが本題よ」

　真希は真しん剣けんな表情を作って頷いた。

「問題のあの部屋―――ころな荘そう一〇六号室の魔ま力りよくが、大おお幅はばに増えたようなの」

『増えた、ですって？』

　紫色の少女の表情が僅わずかに鋭くなる。付き合いの長い真希なので、その僅かな変化で彼女がどう感じているのかを理解していた。

「ええ。この杖が完成した段階で、パッシブの分ぶん析せき魔ま法ほうで確かめたわ。ゆらぎがあって正確な所は分からないけれど、最低でも三割は増えている筈はずよ」

　杖が完成したのは昨日の事だ。その時点で真希は、魔法を使って一〇六号室の魔力の量を調べた。するとこれまでよりも部屋を包つつんでいる魔力が大きくなっていたのだ。

「正確な分ぶん析せきは少し待ってちょうだい。レインボーゆりかや里さと見み孝こう太た郎ろうに気付かれないように調べるのは難しいのよ」

　正確な分析をするには、一〇六号室の傍そばで強力な魔法を使わなければならない。そうなると当然、ゆりかや孝太郎が気付く可能性が高い。真希はそう考えて、ゆりかや孝太郎が大きな隙すきを作るのを待つつもりだった。

『ネイビー、魔力が増大した理由は分かっているのかしら？』

「それらしい事はあったわ」

　真希は慎しん重ちように言葉を選びながら話し続ける。真希自身、まだはっきりと原因を確信している訳ではないのだ。

「一月の後半に、彼かれらは学校で演劇をやっていたんだけど、それに前後して大規模な戦せん闘とうがあったようなの。私はそこに居合わせなかったけれど、それでもレインボーゆりかの振るう魔力は感じたわ」

『大規模な戦闘………』

　真希は杖を失っていたので、魔力を感知する力も幾らか弱まっている。その彼女が遠くにいても感知できたという事は、相当大きな戦いだったという事になる。

「その数日後に杖が完成して、改めて一〇六号室の魔力を調べた時には、もう魔力の増大は起こっていた。とすると―――」

『確かにその戦闘が怪あやしいわね。その時の交戦相手が魔力が増大する原因を作ったか、それとも魔力を増大させないと勝てない相手だったか………という事になりそうね』

「私もそう考えているわ、パープル」

　真希の知る限り、真希が杖を失っている間にゆりかが戦ったのは二回だけだ。海岸沿いのテーマパークで一度、そして演劇の時に一度だ。だから一〇六号室の変化の原因はそのどちらかである可能性が高いが、時期的に見て真希は演劇の方を怪しんでいた。

「とはいえあの部屋には複数の勢力が出入りしているから、一いち概がいにその事件が原因と断言する事は出来ない。もう少し調査が必要になるわね」

『外国人が二人、黒くろ髪かみの女が一人、確か以前そう言っていたわね？』

「ええ。そっちが原因である可能性もあると思うの」

　真希は紫色の少女に頷き返す。するとこれまで黙だまって聞いていた赤とオレンジの少女が口を挟はさんだ。

『真希、格かく闘とうの達人の話はどうなったのよ？』

『そうそう。幽ゆう霊れいもいたって話じゃない？』

「そっちの可能性は低いと思うわ」

　しかし真希は二人に向かって首を横に振った。

「格かく闘とう家かと幽霊が魔力の増大を引き起こしたとは考えにくいわ。マナフィストやリッチならともかく、二人とも普ふ通つうの格闘家と幽霊なのよ」

　真希の見た所、一〇六号室に出入りしている格闘家と幽霊からは魔力を感じない。両者が魔力増大の引き金であると考えるのは難しかった。

『ネイビー、誰が原因であるにしろ、早さつ急きゆうに調べておく必要があるわね』

「三つ目の話っていうのがそれよ。杖は完成したし、調べておくべき事も出来た。私にもっと突っ込んだ調査をさせて欲ほしいの」

　彼かの女じよ達たち七人の悪の魔法少女―――ダークネスレインボゥの総そう攻こう撃げきは近い。一〇六号室を占せん拠きよし、魔ま力りよく溜だまりを我わが物とする為の戦いは、もう目前に迫せまっている。

　これまでも真希は怪しまれない範はん囲いで調査を続けてきた。しかし魔力溜まりの力の増大を受けて、真希はもっと大きく踏ふみ込んだ調査をするつもりになっていた。真希の危険は高まるが、大事な戦いが控ひかえている今、不確定要素は可能な限り取り除いておきたかったのだ。レインボーナナとの戦いの時のように、失敗する訳にはいかないから。

『私は賛成。ごく一部をコントロールしてもインフェルノファイア十発分。それが最低で三割増しっていうなら、正面から激げき突とつする力押おしは嫌いやよ』

「あら、戦いこそ全すべてっていうあなたにしては珍めずらしいじゃない」

　真希は笑う。赤い服の少女は、戦いに人生の喜びを見み出いだしている。にもかかわらず、消極的な調査に賛成しているのがおかしかったのだ。

『私が戦いたいのは人間。あくまで人間同士の力比べがしたいのよ。強力な力を振るうのは魅み力りよく的てきだけど、敵だけが使っている状じよう況きようは嬉うれしくないわね』

　お互たがいが魔力溜まりを使って戦うか、逆にお互いが魔力溜まりが使えないか。赤い服の少女が求めている戦いは、そのどちらかなのだ。

「あなたにはついていけないわ」

『お互いにね』

　口ではついていけないと言いつつも、真希と赤い服の少女は笑い合った。

『あたしも賛成。敵と味方で人数が同じぐらいだし、魔力溜まりの事もあるから、隙を突つかないと勝ち目なさそーだもん』

　赤い少女だけでなく、オレンジの少女も真希の案に同意する。すると残る魔法少女達も次々と賛成していった。

「パープル、あなたは？」

　真希を囲む六人のうち、意見を口にしていないのは紫の少女だけだった。一ひと際きわ大人の雰ふん囲い気きを漂わせる彼女は、無言で真希を見つめていた。

『………ネイビー、あなたの本音は調査ではないでしょう？』

「え？」

　紫の少女の言葉に驚おどろいた真希は表情を歪ゆがめた。そして真希が答えられないでいるうちに、紫の少女は真希の隠かくされた本音を暴ばく露ろした。

『大おお掛がかりな調査をすれば、あの男と戦えるからでしょう？』

　あの男。一〇六号室の現在の居住者で、名前は里見孝太郎。

　一見普通の少年だが、何度となく真希を手玉にとった知性派。しかも一〇六号室にある魔力を操あやつり、真希を退けるほどの強力な魔法使いでもあった。

　紫の少女には真希が偵てい察さつや調査よりも、その過程で孝太郎との戦いが起こる事を期待しているように見えていたのだ。

「そうよ、その通りよ！」

　真希は頷く。内に抱かかえた強い感情を、あっさりと認めてしまった。

　これは真希が嘘や誤魔化しが嫌いだからという事もあるのだが、ダークネスレインボゥという組織自体の性質による部分が大きい。魔力を自由に使って、自らの望みを叶かなえる。それが彼女らのルールであり、同時に目的でもあるのだ。

「調査が出来て、あの男と戦えるなら、こんなに嬉しい事はないわ！」

『真希、結局人の事は言えないじゃない』

　赤の少女が笑う。真希は赤の少女が戦いばかりを望んでいると笑ったが、その真希が結局戦いを望んでいるのがおかしくてならなかった。

『私には安易に賛成できないわ。貴女あなたの魔法は直接的な戦闘向きではないのだから』

「直接戦う事ばかりが戦いではないわ。少しは信用して欲しいものね」

『それなら構わないけれど………』

　紫の少女は心配そうにしながらも、そこで折れた。詳しよう細さいな調査が必要なのは事実。そして真希が正面から戦いを仕し掛かけるつもりがないと分かれば、あとは真希の裁量に任せるべきだ。魔力を自由に使って、自らの望みを叶える。それがダークネスレインボゥ。真希が孝太郎と戦いたいという願望も、許されるべきだった。

『真希、戦うなら勝ってきなさいよ？』

『ネイビーちゃん、しっかりね』

「ありがとうみんな。次の連絡では、吉きつ報ぽうを届けられるようにするわ」

　真希はその言葉を最後に、宝石による通信を打ち切った。すると部屋の中から次々と六人の少女の映像が消えていく。

「ふふ、ふふふふふっ」

　そして静けさと暗くら闇やみが戻った部屋に、真希の低い笑い声が響き渡わたった。

「やっとよ、やっとこの時が来たわ………」

　罠わなでも、脅きよう迫はくでも、直接戦うのでも構わない。真希は孝太郎に敗北を味わわせてやりたかった。これまで真希が孝太郎にされたように。

「この私はそうそう何度も騙だまされないわよ、里見孝太郎………」

　冷静な表情の裏で、真希の情熱が激しく燃え上がる。杖を作る事しか出来なかった二ヶ月の間、孝太郎に対する感情だけが胸の奥おくでくすぶり続けていた。その感情を遂ついに解放する時がやってきたのだ。

「今度は私の番。このダークネイビーを騙した事を、すぐに後こう悔かいさせてやるから」

　真希にとっては直接的な戦いよりも、騙された事に対する屈くつ辱じよく感が強かった。嘘や誤魔化しは真希が最も嫌うもの。だから今の真希には、孝太郎を完かん膚ぷなきまでに叩たたきのめし、自分に隷れい従じゆうさせる事しか頭になかった。

　そして真希は空っぽの左手を強く握にぎりしめる。それはまるで孝太郎を握り潰つぶさんとするかのようだった。







青騎士の高校生活　二月一日（月）







　吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校では一年生の三学期に研修旅行というものがある。これは三年生の修学旅行に匹ひつ敵てきする、旅行系の一大イベントだ。

　今年の行き先はスキー場。ウィンタースポーツの人気に多少の陰かげりが出始めた昨今、団体の予約が取り易やすかったらしい。日程は二月の三日から五日までの二泊はく三日。今日はもう二月一日なので、出発は目前に迫っていた。

「ティアミリスさんって、スキーはできるの？」

「いや。わらわもルースも初体験じゃ」

「わたくし達の国ではスキーはあまり人気のスポーツではありませんでしたから」

「倉くら野のさんは？」

「子供の頃ころにやった事があります。そうだティアミリスさん、教えて差し上げましょうか？」

「スキーかぁ………そういうのって、マッケンジー君が得意そうよね」

「出来ますけど」

「やっぱりねぇ………女の子ひっかけるには必ひつ須すのスキルだもんね～」

「笠かさ置ぎさんっ、それは言いがかりですっ！」

「でもでもぉ、マッケンジーさんがスポーツできるのはぁ、大体がモテたいからだって里さと見みさんが言ってましたけどぉ？」

「コウッ!!　お前裏でみんなに何を教えてやがるっ!?」

　出発が明後日という事もあって、孝こう太た郎ろう達たち一年Ａ組はすっかりお祭りムード。今は研修旅行についてのホームルームをやっている最中なのだが、クラスの殆ほとんどが教師の言葉を聞いていないという状況だった。

『孝太郎、孝太郎、メガネ君が呼んでるけど』

　早さ苗なえは孝太郎の背中にしがみついたまま、耳元に囁ささやきかける。

「………」

　しかし孝太郎からの返事はない。孝太郎は自分の机に肘ひじをつき、黙って窓の外を眺ながめていた。

『孝太郎ってば』

「ん？」

　早苗が三度目に名前を口にした時、ようやく孝太郎が早苗の呼よび掛かけに気付く。

「どうした早苗？」

『どうしたじゃないよぉ。メガネ君が呼んでたんだよ？』

「そうだったのか」

　孝太郎は首を巡めぐらせて賢けん治じの方を向く。しかしこの時にはもう賢治の視線は孝太郎から外れており、近くにいるクラスメイトに大きな身ぶり手ぶりで何かを力説している最中だった。それを見た孝太郎は、再び窓の外に目を向ける。

『どうしたの孝太郎、ボーっとして』

「ちょっと、考え事をな」

　孝太郎は再び黙って窓の外を眺め始める。

　孝太郎の考え事。

　それは数日前にクランと交かわした会話についてだった。










　一月二十四日。

　演劇の公演が終わった直後、孝太郎は誰だれもいない春風高校の屋上にクランを呼び出した。孝太郎にはクランに話しておきたい事があったのだ。

「それで、話ってなんですの？」

　沈しずんでいく夕ゆう陽ひの光を浴びて、クランの長い髪かみが輝かがやく。孝太郎の着ている鎧よろいのブルーと対照的に、髪を輝かせる夕陽の色は鮮あざやかなオレンジだった。

「お前に二つ、頼たのみたい事があるんだ」

　孝太郎は大おお真ま面じ目めに切り出した。

「頼み？」

　それまで薄うすく笑えみを浮うかべていたクラン。孝太郎の様子を見て、その表情がやや真面目なものへ変わった。

「ああ。もちろんタダで、とは言わない。俺おれに出来る事だったら、なんでもやるよ」

「今いま更さら水くさいですわよ、ベルトリオン」

「そうか？　つい一時間ほど前までは敵同士だっただろう？」

「そうでしたわね」

　そこで孝太郎とクランは笑い合う。地球の時間では、つい一時間前まではお互いを倒たおそうと躍やつ起きになっていた。それが何の因果か、今はこうして友好的に話し合っている。二人ともとても奇き妙みような気分だった。

「お話しなさいな。内容によっては、殺すのを待って差し上げますわ」

　クランは笑顔のまま軽く目を細めた。口では物ぶつ騒そうな事を言っているが、それが冗じよう談だんなのは孝太郎にも分かっている。それだけの時間を積み重ねた二人なのだ。

「分かった。じゃあ最初の頼みなんだが………過去の世界であった事を全部秘密にして欲しいんだ」

「過去の世界であった事って、どの過去の事を言っていますの？　二千年前？　二十年前？　十年前？」

「全部だ」

　孝太郎は大真面目な顔で、じっとクランの瞳ひとみを覗のぞき込む。これはどうしてもクランに聞き入れて欲しい頼み事ごとだった。

「何な故ぜですの？」

「理由は………そうだな、理由は大きく二つある」

　孝太郎は少し考え込んで話をまとめると、クランに説明を始めた。

「一つ目は、ティアの夢を壊こわしたくないから、だ。あいつの青騎き士し好きは知っているだろう？」

「ええ、よく存じておりますわ」

「青騎士はあいつの心の支えだ。その伝説を俺おれ達たちが掻かき乱みだしてきたと知ったら………あいつはきっと悲しむだろう。それを避さけたい」

　ティアは青騎士の伝説を心の支えにして、立派な皇族になろうとしている。そして難しい立場にある母親の支えになろうとしている。

　にもかかわらず、孝太郎達は青騎士の伝説を乱してしまった。だから孝太郎はその事をティアには秘密にしておきたかった。ティアの信じている伝説のままにしておきたかったのだ。ティアが真実を知れば、彼かの女じよの心の支えを崩くずしてしまうかもしれないから。

　―――それは、どうでしょうね………。

　クランは言葉に出ださず、胸の内で孝太郎に反論する。

　そして彼女は孝太郎の腰こしのあたりに視線を落とした。孝太郎の腰には二本の剣けんが下がっている。皇家の至宝シグナルティン。そしてティアが孝太郎に与あたえた、宝ほう剣けんサグラティンだった。

　―――わたくしは案外、喜ぶと思うのですけれど………。

　クランは夕陽を浴びて金色に輝くサグラティンを見つめる。彼女にはそこにサグラティンが下がっている事自体が、ティアがどう反応するかを示しているように思えた。とはいえ秘密にする方がリスクが低いのは間ま違ちがいないので、クランも孝太郎の意見に反対という訳ではなかった。

　そんなクランの気持ちを知らずに、孝太郎は話し続ける。

「そしてもう一つの理由は、青騎士と同じだ」

　シャキッ

　孝太郎はもう一本の剣、シグナルティンを鞘さやごと腰から外して手に取った。

「俺の存在とこの剣は、フォルトーゼの政情を不安定にする。伝説で青騎士が姿を消した理由と同じだ。秘密にしておいた方がいい。………お前の為ためにもな」

　青騎士が姿を消したのは、救国の英えい雄ゆうがフォルトーゼの政治のバランスを崩してしまうのを恐おそれたからだとされている。

　だとしたら伝説に関かかわっている孝太郎と、青騎士伝説の象しよう徴ちようとも言うべきシグナルティンの存在が明るみに出れば、現代においても同じ問題を引き起こしかねない。孝太郎はそれを避けたいと考えていたのだ。

「あら、わたくしの事を心配して下さいますの？」

「………妙みような気分だよ、実際さ」

　孝太郎は苦く笑しようする。気持ちはクランも同じで、二人はここでもう一度笑い合った。

「二十年前と十年前に関しても、事情は似たようなものだ。だから全部秘密にしたい」

「事情は分かりましてよ。わたくしも秘密にした方が良いと思いますわ」

　クランは孝太郎の頼みに応じる事にした。孝太郎も言っているが、クラン自身もフォルトーゼ皇家に連なる者。皇家を揺ゆるがすような情報は秘密にしておきたかった。

「助かるよ、クラン」

「わたくしも自分を危険に晒さらしたくはありませんわ。それで、もう一つの頼みはなんですの？」

「ああ、もう一つのは今のに関係する話さ」

　孝太郎はそう言いながら、身にまとっている青い鎧の胸の部分を叩いた。

「こいつの記録を消して欲しいんだよ。そうしておかないと、ティア達たちにバレちまうからな」

「そうですわね。すぐに消して差し上げますわ」

　クランは孝太郎の前に進み出ると、右みぎ腕うでに触ふれて鎧のシステムを呼び出した。クランはデータバンクを操作して中身を消してしまうつもりだったが、いざ削さく除じよの命令を入力する時になって彼女は手を止めた。

　―――ただ消してしまっていいものか………万が一のトラブルに備えて、バックアップは取っておくべきかもしれませんわね………。

　クランは自分の腕うで輪わを起動すると、孝太郎の鎧のシステムとリンクさせた。そして鎧に記録されたデータを自身の腕輪にコピーしつつ、コピーが済んだデータを順番に削除していった。

「………ねぇ、ベルトリオン」

　コピーと消去にはしばらく時間がかかる。腕輪に命令を与え終わって手て持もち無ぶ沙さ汰たになったクランは孝太郎に話しかけた。

「そのベルトリオンはよせって。折せつ角かくデータを消しても、お前がそうやって呼んでいたらバレちまうだろう？」

「そうでしたわね。コータローと呼んでよろしくて？」

「ああ、それで構わんぞ」

　孝太郎が頷うなずくと、クランは屋上の手すりを背にして孝太郎と向かい合った。

「コータロー、教えて欲しい事があるんですけれど」

「いいぞ。お前には頼み事を聞いて貰もらったから、何でも答えてやる」

「だったらお聞きしますけど………」

　クランはその言葉を口にしながら、軽く首を傾かしげて目を細める。

「好きだったのでしょう？　アライアさんの事が………」

　それは孝太郎がこれまでに見たクランの笑顔の中で、一番穏おだやかな笑顔だった。その笑顔を見ていると、孝太郎は不思議と素す直なおな気持ちになれた。

「どうだろうなぁ………誰よりも力になってやりたかったのは確かだけど」

　孝太郎はその気持ちに逆らわず、素直にクランの質問に答えた。同じ秘密を共有している仲間意識もあって、孝太郎はクランに隠し事をしようとは思っていなかった。

「あのまま残ってもよかったんですのに」

「アライア陛下が好きなのは俺じゃない。青騎士だよ」

　孝太郎は屋上の手すりに歩み寄ると小さく苦笑する。

　孝太郎は今も自分が本物の青騎士を邪じや魔ましてしまったと思っている。だから仮にアライアが孝太郎を好きになったとしても、それは自分ではなく本物の青騎士に向けられるべき感情なのだと考えていた。

「………それこそ、どうでしょうね………」

　だがクランは違ちがう。明確な証しよう拠こがある訳ではないので孝太郎には話していないものの、クランは孝太郎こそが青騎士本人だと考えている。そうでなければつじつまが合わない事が多いのだ。それにあの伝説の白銀の姫ひめが、上辺の演技だけで騙されたとも思えない。だからクランは、アライアが孝太郎に向けた感情は、全すべて本物だと考えていた。

「もしお前の言う通りでも………あの人が本当に俺の事を好きになってくれたんだとしても………俺にもあの人にも、なすべき事があったんだ。結果は同じだったさ」

　孝太郎は屋上の手すりに寄りかかると空を見上げる。

　その脳のう裏りに浮かぶのは、二千年前のフォルトーゼでの日々。そしてその最後に訪おとずれた別れ。孝太郎にとっては、忘れようにも忘れられない想おもい出でだった。

「たかだか学生生活の為に、あっさり地位や名めい誉よを捨てるとは………」

「これでもやる事は多いんだぞ」

　呆あきれたような口ぶりのクラン。しかしこの時の彼女の表情は、先さき程ほどまでと少しも変わらない笑顔のままだった。

「それに誓ちかいもあった訳だしな」

「………誓いがあったならば、帰ってくる他ほかはありませんわね？」

　クランも孝太郎と同じように手すりに寄りかかり、並んで空を見上げる。

「青騎士ってのは、そういうもんだろう？」

「そうですわね………本当に、その通りですわ………」

　クランはここで初めて呆れたような表情をする。

　―――ここまで青騎士を体現しているというのに、その自覚がないなんて………。まったくこの男は………。

　そしてすぐにクランは笑い始める。

「ふふふふっ、あはははははっ！」

「なんだよクラン、いきなり笑いだして」

「いえ、なんでも。ただおかしくて仕方ありませんの。くくっ、あははははははっ！」

「………クラン？」

「あははははははっ！　ああ、おかしいっ！」

　孝太郎はこれまで、クランを何度も陰いん険けんで執しゆう念ねん深ぶかいとからかってきた。しかしこの時のクランは、そういったものを全く感じさせない、明るい笑みを振ふり撒まいていた。










　クランの笑い声が収まった頃には、データのコピーと削除は終わっていた。クランはその結果を腕輪で確かく認にんすると、小さく頷いた。

「無事に済みましたわ」

「ありがとう、クラン」

　孝太郎の用件は全て終わった。これで孝太郎は元の生活に戻もどる事が出来る。クランと過去へ行く前と寸分違わぬ、元の生活に。

　―――帰って来たんだな、俺は………。

　今になってようやく、孝太郎は帰って来たのだという実感が湧わき始めていた。

「どういたしまして」

　クランは腕輪のはまった右腕を下ろすと、孝太郎を見上げた。

「ところでコータロー。こちらからも一つ頼み―――というより、提案があるのですけれど」

　クランはそれまでの笑顔を引っ込め、真しん剣けんな表情で孝太郎を見つめていた。

「なんだ？」

「あなた、わたくしに仕えませんこと？」

「なっ、なにぃっ!?」

　孝太郎はぎょっとして目を丸くする。かつては敵同士だった孝太郎とクラン。そのクランが口にするには、衝しよう撃げき的てきな言葉だった。

「おっ、おまえっ、本気で言ってるのかぁっ!?」

「本気ですわ」

　孝太郎には到とう底てい本気だとは思えない言葉だったのだが、クランは大真面目だった。彼女はその真剣な表情を崩さず、大きく頷く。

「馬ば鹿かを言うな!!　そんな事をしたら、ティアの試練が達成できなくなっちまうだろうっ!?」

　孝太郎にはクランに仕える気はなかった。クランが敵だったから、という理由は今の孝太郎にはない。単純にティアの試練が達成できなくなるからだ。それだけは出来ない相談だった。

「お待ちになって下さいまし。わたくしに仕えるのは、ティアミリスさんの試練が済んでからで構いませんわ」

「へっ!?」

　クランの口からは更さらに意味の分からない言葉が飛び出してくる。

　元々クランはティアの試練を邪魔する為に地球にやってきた。だからこそ孝太郎とも戦った。その彼女が、ティアが試練を達成する事を望むような言葉を口にした。

　孝太郎には理解できない状じよう況きようだった。

「それでもしあなたがわたくしに仕えてくれるなら、わたくしは皇位継けい承しよう権けんを放ほう棄きしても構いませんわ。そうすればティアミリスさんが皇こう帝ていになる可能性は高まりましてよ」

「ちょ、ちょっと待て、クランッ!!　お前っ、自分が何を言っているのか分かっているのかっ!?」

　あまつさえ、クランは自身の皇位継承権の放棄を口にする。孝太郎の混乱はいよいよ最高潮だった。

「分かっていないのはあなたですわよ、コータロー」

　クランは小さく溜ため息いきをつくと、孝太郎が手にしている剣にそっと指を這はわせた。

「あなたはこの剣の価値をまるで理解していないのですわ」

「こいつの価値、だって？」

　シャキ

　孝太郎は剣を鞘ごと持ち上げ、自分の身体の正面に持って来る。聖せい剣けんシグナルティン。アライアが与えてくれた剣だった。

「皇家の至宝、歴史の遺産、王権の剣シグナルティン。それを自由自在に操あやつれる人間が、皇家にとってどれだけの意味を持っているか………」

　クランのその言葉で、孝太郎にも彼女が言わんとしている事が分かった。

　クランは孝太郎を家臣とする事で、シグナルティンをフォルトーゼ皇家に取とり戻そうと考えていたのだ。

「もちろん、わたくしにとっても意味はありますわ」

　そう言ってクランは自分の胸に手を当てる。

「………つまり、皇族としてはこの剣を手の届く場所に置いておきたい。そしてクラン、お前自身としては、この剣と俺を研究したい。そういう事か？」

「概おおむねそんな所ですわね。その為になら、わたくし一人の皇位継承権など安いもの」

　クランは胸に手を当てたまま、にっこりと微ほほ笑えむ。

「御ご理り解かいいただけまして？」

「ああ」

　孝太郎にもクランの言っている事の意味は分かる。

　皇家の宝を手元に戻したいのはもちろん、クランのような科学者なら剣の研究がしたいだろう。その為にクランは孝太郎に家臣になるように要求していたのだ。

　それは孝太郎でも分かる、とても筋の通った内容だった。

「お前の立場なら、この剣を手元に置いておきたいってのは、もっともだと思うぞ」

「そういった事情ですから、真剣に検討して頂けると助かりますわ」

　―――もっとも、それだけが理由ではないのですけれどね………。

　クランが孝太郎を家臣にしようとしたのはそれだけが理由ではなかった。実は彼女にはもう一つ、別の狙ねらいがあったのだ。

　―――皇帝になった皇族は星の数ほどあれど、青騎士を家臣にできた皇族は一人しかいない。その一人にしても、数すうヶか月げつというごく短い期間でしかない。わたくしがコータローを家臣にできれば、本当の意味で青騎士を従えた唯ゆい一いつ無む二にの存在となれる！　その為になら、皇位継承権などティアミリスさんにくれてやりますわ！

　クランが孝太郎を欲ほしがるもう一つの理由は、青騎士の主人という究極のステータスを求めているからだった。青騎士を本当の意味で家臣にする事は、白銀の姫でも成し得なかった、フォルトーゼ皇家究極の夢。それを成し得るのは、今のところ孝太郎と秘密を共有しているクラン一人だけなのだった。

「お答えはいずれ、別の機会にお聞かせ願いますわ。それまで、よぉく考えて下さいまし」

「………ああ」

　だが、クランは気付いていない。

　その存在を公表できない青騎士を召めし抱かかえても、クランの自己満足にしかならない。にもかかわらず、それで構わないと考えているクラン自身の気持ち。その真の意味に、クランはまだ気付いていないのだった。










「マッケンジー君ってさ、やっぱり女の子が全てな訳？」

「そんな何もかも女の子のためだなんて事はありませんよ」

「でもでもぉ、里見さんはそう言ってましたよ？」

「あいつは俺が困るのを見て喜んでるんですよ！」

　時間が経たち、孝太郎が窓の外を見るのを止めても、教室は相変わらず騒そう々ぞうしいままだった。おかげでホームルームは殆ど進んでいなかった。

　―――クランの奴やつ………厄やつ介かいな宿題を置いていきやがって………。

　孝太郎は自分の右手首にはまっている腕輪を見ながら小さく溜め息をつく。その腕輪はクランから貰ったものだった。

　孝太郎はシグナルティンをクランに預けてきた。あの剣はフォルトーゼの歴史上最高の宝なので、そこらに放ほうり出しておく訳にはいかない。しかしティアに渡わたすとややこしい事になる。だからクランに預けてきた。クランは事情を知っている上に剣の研究をしたがっているので、ちょうどよかったのだ。

　その代わりに貰ったのがこの腕輪だ。普ふ段だん、剣はクランが研究しているが、緊きん急きゆう時にはこの腕輪を使って呼び出す事が出来る。クランらしからぬ細やかな気き遣づかいだった。

　―――ルースさんよりは、打算が混じっていて分かりやすい言い分だけどな………。

　孝太郎が家臣になれと言われたのは、これが初めてではない。

　ティアには最初からそれを求められていたし、最近はルースにも試練の結果を問わずティアに仕えて欲しいと求められた。その理由には大きな違いがあり、しかも多くの人間の利害が絡からみ合っている。状境は複雑だった。

　―――ティアに試練を達成させる所までは問題ない。問題はその先だ。地球に残るか、そのままティアに仕えるか、それともクランに―――

　そうして孝太郎が再び考え込もうとした時だった。

『孝太郎』

　孝太郎の目の前に早苗の顔がにゅっと出てくる。

「おわっ!?」

　驚おどろいた孝太郎は僅わずかに仰のけ反ぞり、考え事を中断した。

「ど、どうした？」

『この頃ごろなんか変だよ。暇ひまさえあればおでこにこーんな深いしわを作っちゃってさぁ』

　早苗は言いながら両手で自分のおでこにしわを作る。

『どしたの？　はーどぼいるど系男子に転向するの？』

「いや、そういう訳じゃないんだが」

　孝太郎はそこで、自分が早苗を心配させていたのだという事に気付いた。

　―――早苗はこういう事に特に敏びん感かんだからな………。

　早苗はいつも孝太郎の傍そばにいる上、霊れい波はを経由してある程度感情を読む事が出来る。だから孝太郎が深く悩なやんでいると早苗に心配させてしまう。それは孝太郎にとってあまり好ましい事ではなかった。

　―――すぐに決める必要はないんだし、今はみんなとスキーを楽しむか………。

　結論はすぐには出そうもないし、出す必要もない。キリハの抱えている問題が解決するまでは、安易にティアの試練を達成させる事は出来ないのだ。それに地球に戻ってきたばかりなので、今は久しぶりの生活を満まん喫きつするのも悪くないだろう。

　そう決めた孝太郎は、気持ちを切きり替かえて頭の中から悩み事を追い出し、早苗に笑いかけた。

「ただホレ、スキーに行くとなるとお金がかかるなーって思ってさ」

『なぁんだ………心配して損しちゃったぁ』

　すると早苗はすぐに笑顔に戻り、いつものように孝太郎の背中にしがみついた。

『お金ならキリハに借りれば良いじゃない』

「キリハさんに借りると、後が怖こわいんだよ」

『大だい丈じよう夫ぶだって。キリハは孝太郎の事が大好きだもん』

「そうかぁ？」

『あたしほどじゃないけどねっ』

「こら早苗、前が見えんぞ」

『あたしが見てあげるから良いのっ！』

　孝太郎と早苗の間に、いつもの空気が戻る。些さ細さいな事だが、これも孝太郎にとって満喫したい生活の一つだった。

「コウ、お前のせいで俺おれは散々だぞ！」

「お前の日ひ頃ごろの行いのせいだぞ、マッケンジー」

「里見君、本当の事を教えて！」

「大家さん、マッケンジーは酷ひどい奴なんです」

「さらっと出任せを言うな!!　全部お前の逆さか恨うらみだろうが!?」

　そうして孝太郎は、目の前に広がるいつも通りの生活に飛び込んでいった。










　二月に入ると季節はいよいよ冬本番とばかりに、冷え込みが厳しくなっていた。校舎の陰かげにある部室棟とうでは冷え込みは顕けん著ちよで、どの部も寒さに苦しめられる時期となっていた。中でも編み物研究会は部室棟の端はしにある事から、放課後に部室に入ると、部屋の中なのに吐はいた息が真っ白になる有様だった。

「うー、さむさむ」

　部室へ入るなり、孝太郎はストーブに近付いた。代々この部室で使われてきた古ぼけたストーブ。それこそがこの寒さに対する最後の砦とりでだった。

　バチンッ、バチンッ

　点火のボタンを何度か押おすと、ストーブに火が灯ともる。だがストーブ自体が冷え切っている事もあって、なかなか暖かくならない。孝太郎が暖かさを感じるようになるまで、数分の時間が必要だった。

「………やっと暖かくなってきた」

　ストーブの働きを確認した孝太郎は、いつも使っている椅い子すに腰こしを下ろした。孝太郎達たちはいつもストーブの傍に座すわって活動している。二人きりの活動なので、部屋全体を暖めるよりも、火の傍にいる方が安上がりなのだ。

　コンコン、ガチャッ

　そんな時、この部室のもう一人の利用者がドアを開けて入ってきた。

「ごめんなさい里見君、少し遅おそくなりました」

　入ってきたのは華きや奢しやで色白、長い黒くろ髪かみが特とく徴ちようの女の子。編み物研究会の現会長、桜庭さくらば晴はる海みだった。

「いえいえ、ちょうどストーブがあったまってきた所ですから」

「ありがとう、里見君」

　晴海は笑え顔がおでお礼を言うと、孝太郎の横の椅子に座る。ストーブの正面に座ろうとすると、自然とこうして肩かたを寄せ合うような格好になる。晴海にとっては、少し嬉うれしくなる状況だった。

「ところで桜庭先せん輩ぱい、今日はどうしたんですか？」

　孝太郎は自分の編み物の道具を用意しながら、晴海に笑いかける。孝太郎は少し遅おくれてきた晴海に怒おこっている訳ではない。しかしいつも几き帳ちよう面めんに時間を守る晴海なので、どうして遅れたのか興味があった。

「う」

　すると晴海の表情が固まる。そしてゆっくりとその顔が赤く染まっていく。それがストーブの熱のせいではない事は、孝太郎にも一いち目もく瞭りよう然ぜんだった。

「ははは、その様子だと面おも白しろそうな事があったみたいですね？」

「もうっ、さとみくんっ！」

　晴海の頬ほおがふにゅっと膨ふくれる。それは孝太郎にしか見せない特別な顔。いつも落ち着いた雰ふん囲い気きの彼女がそうしていると、孝太郎には見た目以上に可愛かわいらしく思えた。

「笑ったら失礼ですよ。相手の方は本気なんですから」

「じゃあ、何があったんですか？」

「ううっ」

　晴海の頬からゆっくりと空気が抜ぬけていく。それと一いつ緒しよに彼かの女じよは肩をすぼめ、顔を伏ふせた。

「じ、じつは………」

　晴海は自分の鞄かばんに手を突っ込むと、中から一通の手紙を取りだした。

　桜庭晴海様。

　手紙の宛あて名なには、丁てい寧ねいな文字でそう書かれていた。

「じつは、ラブレターを貰もらってしまって………」

　晴海は孝太郎に向かって手紙を差し出すと、孝太郎の視線から逃にげるように顔を背そむけた。

「ラブレターですか。今時古風ですね」

　手紙は和紙を使った高級品。宛名はペンによる手書きで、そう上う手まくはないが、丁寧に書かれていて好感が持てた。そういった事から、本気のラブレターであるらしい事が窺うかがわれた。

　―――なるほど、それで先輩は笑ったら失礼だって言ってたのか。

　孝太郎は晴海から手紙を受け取ると、慎しん重ちように中から便びん箋せんを取り出す。晴海の言うように、本気のラブレターならぞんざいに扱あつかう訳にはいかなかった。

「どれどれ………」

　孝太郎は便箋を開いて、その内容に目を通す。宛名だけでなく、便箋に書かれている文字も手書きで、同じくらい丁寧。その素す直なおで丁寧な文字は、書き手の気持ちを真まっ直すぐに表現していた。

「なるほど」

　孝太郎は途と中ちゆうまで読んだ所で便箋を畳たたんでしまう。この手紙は誰だれかが晴海に向けたもの。だから孝太郎には、状況の確認をする以上に内容に触ふれるのがためらわれたのだ。

「確かに、笑ってはいけない本気のラブレターですね」

　孝太郎は便箋を封ふう筒とうの中に戻すと、晴海に返した。

「はい………それで少し困っているんです」

　晴海は手紙を受け取ると、恥はずかしそうに頬を染め、上うわ目め遣づかいに孝太郎を見上げる。晴海は恥ずかしさでいっぱいだったが、孝太郎の反応が気になっていた。

「困る？　どうしてです？」

「こういう真ま面じ目めなお手紙を頂くと、傷付けないようにお断りする方法が、なかなか思いつかなくて………」

　晴海は助けを求めるかのように、じっと孝太郎を見つめている。どうしたらいいのか教えて欲しい。できれば少しばかり嫉しつ妬として欲しい。晴海の視線には、様々な思いが込められていた。

「やっぱり断っちゃうんですか？」

　孝太郎は口に手を当てて小さく笑う。

　実はこういった事は今日が初めてではなかった。演劇で舞ぶ台たいに上がるようになってから、晴海はしばしば男子生徒からの告白を受けるようになっていたのだ。

「だって………よく知らない方ですし………急に言われても困ります」

　だが晴海は告白される度たびに断っていた。舞台で度胸はついたものの、もともと晴海は人付き合いが苦手な方なので、突とつ然ぜん告白されると怖くなってしまうのだ。

「でも、今回は丁寧なお手紙で………その、相手の方の気持ちも分かるから、いつものように理由もなく断って良いものかと………」

　読書家の晴海なので、面と向かって好きだと言われるよりも、手紙を貰った方が気持ちを理解し易やすかった。それだけに今回の告白をどう断ればいいのか、分からなくなってしまっていた。

「そうなると………月並みですけど、実は好きな人がいるって言うのが良いんじゃないかと」

　孝太郎がすぐに思いつくのはそのぐらいだった。これ以外の妙みような嘘うそは、相手を傷付けるような気がするのだ。

「いくら桜庭先輩でも、これまでに好きになった人の一人や二人はいる訳でしょう？　この理由なら完全な嘘じゃないし、相手の人を傷付けずに済むんじゃないかと」

「そ、それはそうなんですけど………」

　孝太郎は名案だと思っていたのだが、それを聞いた晴海の顔はこれまで以上に赤くなった。晴海が好きなのは孝太郎なのだから。

「でも、もし………それは誰なんだって訊きかれてしまったら？」

「言えば良いじゃないですか」

　言えば、それで終わりになる。孝太郎の考えはシンプルだった。

「とっ、とんでもないっ！」

　すると晴海は両手をぱたぱたと動かしながら首を横に振った。

「それでその方とトラブルになってしまうと申し訳ないですっ！」

「大丈夫ですって。仮にも桜庭先輩が好きになった相手です。そんな事ぐらいで怒ったりしませんって」

　孝太郎は笑う。

　孝太郎には、晴海が余計な心配をしているようにしか見えなかった。奥おく手ての晴海が好きになったような相手なら、このぐらいで怒る筈はずがないのだ。

「そっ、そういうものですかねぇ？」

「相手の人が桜庭先輩の事をまるっきり知らないっていうならともかく、知ってる人ならそうだと思いますよ」

　知っている人ならきっと大丈夫。逆にこの程度で怒るようなら、晴海と恋こい人びとになっても上手くやっていける筈がない。だからどっちに転んでも晴海に失敗はない。孝太郎はそんな風に考えていた。

「それにチャンスじゃないですか」

　そして孝太郎は、むしろこちらを重要視していた。

「チャンス？」

　晴海は目を丸くする。

「その好きになった相手に、桜庭先輩の気持ちを伝えるチャンスですよ」

「そっ、それはまだっ、まだはやいですっ！　はやすぎますぅっ！」

　孝太郎がチャンスの意味を説明すると、晴海はこれまでにないような激しい勢いで首を横に振り始める。

「いい機会だと思うんですけどねぇ」

　孝太郎は必死に笑いを噛かみ殺ころしながら答える。晴海のいつになく動どう揺ようした姿は、孝太郎の目にはとても微笑ましく映っていた。

「それで駄だ目めだったら困るじゃありませんかっ！　今はまだ、その現実を突つき付つけられたくないっていうかっ！　心の準備が出来ていないっていうかっ！」
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「ぷくくくっ、こっ、困りましたねっ、くくっ、くくくくっ」

　遂ついに孝太郎の口から笑いが漏もれ出す。晴海が小鳥の雛ひなのように慌あわてている姿を見てしまうと、孝太郎には笑いをこらえる事が出来なかった。

「んもうっ、さとみくんっ！　笑わないでくださいっ、こっちは本気なんですからぁっ！」

　そしてその固く握にぎり締しめた両手の拳こぶし。殴なぐられても絶対に痛くなさそうなその拳が、孝太郎の気持ちを更さらにくすぐった。

「す、すみませっ、で、でも、おかしくって、ぷくっ、くくくくくっ、げほげほっ」

「むせるほど笑わなくても良いじゃありませんかぁっ！　もぉ～っ！」

「げほげほげほっ」

　孝太郎は一度大きくせき込み、ようやく笑いを噛み殺した。しかし少しでも気を抜けばまた笑い出してしまいそうだったので、怒って眉まゆを寄せる晴海から目を逸らした。

「………し、失礼しました」

「もぉ………さとみくんのばかぁ」

　晴海はそっぽを向いている孝太郎の後頭部に恨うらみがましい言葉を投げつける。

　―――私が好きなのは里見君なんだって知ったら、この人は一体どんな顔をするんだろう………。

　頬を膨らませていた晴海の中に、そんな気持ちが膨れ上あがる。そしてその気持ちが、晴海にある疑問を運んでくる。

　―――里見君は、私が誰を好きなのか、気にならないのかな………？

　こうして親身に相談に乗ってくれているにもかかわらず、孝太郎はその部分を気にする素そ振ぶりを見せない。晴海は孝太郎が自分を女の子として見てくれていないのではないかと、不安を感じ始めていた。

　―――ちょっと………訊いてみようかな………？

　そこで晴海は孝太郎に尋たずねてみる事にした。そして晴海は小さく深呼吸して気持ちを整えると、そっと孝太郎に呼よび掛かけた。

「あの、里見君………」

「はい？」

　孝太郎の視線が戻もどってくる。この時にはもう、孝太郎は笑っていなかった。少し時間が経っていた事と、晴海の声と表情が真剣だったからだった。

「例えばなんですけど………里見君がある女の子を好きになったとして………その子が里見君じゃなくて、別の男の子が好きだって分かったら、どうしますか？」

　晴海は孝太郎に直接、自分に興味がないかを尋ねる勇気はなかった。そこでこういう訊き方かたになった。孝太郎が晴海に興味がなさそうに見えても、好きでいてくれている可能性があるのかどうか。今の晴海には、それを確かめるので精せい一いつ杯ぱいだった。

　―――桜庭先輩は、そういう状じよう況きようだな………。

　誰かが晴海を好きになってラブレターを出した。だが晴海には他ほかに好きな男性がいる。その時、ラブレターを出した人が何を思うのか。孝太郎は素直に晴海がそれを知りたがっているのではないかと解かい釈しやくした。

「そうですね、俺だったら………」

　孝太郎はすぐに自分に当てはめて考える。するとその時、目の前の晴海にアライアの姿が重なって見えた。

　―――陛下………。

　その瞬しゆん間かん、孝太郎はそういう状況で自分がどうするのかを理解した。

「俺だったら、応おう援えんすると思います。その子の恋こいが実るように、応援したいです」

「良いんですか？　それで？」

　晴海は目を丸くする。それは晴海にとって予想外の答えだった。諦あきらめるとか、奪うばうとか、そういう答えが返ってくると思っていたのだ。

「里見君が本気で好きになった相手ですよ？」

「はい。やっぱり、その子には本当に好きな相手と結ばれて欲しいです」

　孝太郎は迷うことなくそう答えた。

　孝太郎がそう考えたのは、アライアを知っていたからだった。青騎き士しの事を愛しながらも、あくまで国民の為ために身を捧ささげた少女。その姿を間近で見ていたからこそ、そして青騎士との出会いを邪じや魔ましてしまったからこそ、孝太郎は思うのだ。

　自分が好きになった相手には、本当に好きな相手と結ばれて欲しい、と。

「あ、もちろんそれでその子が失しつ恋れんした場合には、これ幸いと告白するんじゃないかと思いますけど」

　本当に好きな相手が自分であれば理想だが、そんな偶ぐう然ぜんは滅めつ多たに起こらない。だから告白するなら、好きになった相手の恋の決着がついてから。それが孝太郎の考えだった。

「そうですか………」

　孝太郎の答えを聞き、晴海は心の中で胸を撫なで下おろした。

　―――よかった………私にもチャンスはあるんだ………。でも、今の里見君の話からすると、私が今日のような相談をしているうちは、里見君はそれを応援してくれてしまうのね………。

　晴海は孝太郎の答えに安あん堵どしつつも、現状のままではまずそうだという結論に至る。

「ありがとうございます、里見君」

「俺の考えが参考になるかどうかは分かりませんけど」

　孝太郎自身、自分の考えが特とく殊しゆなケースだと理解している。本物のお姫ひめ様さまの生き様を見て、そしてその恋の邪魔をした経験がある人間はそう多くはない筈なのだ。

「いいえ、とても参考になりました」

　しかし晴海はそれで満足だった。彼女が知りたいのは孝太郎の気持ちなのだ。晴海は孝太郎の目を見ながら礼を述べた。

　―――手紙をくれた方にはきちんとお断りしよう。それで今後はこういう事は自分だけで解決できるようになろう。その上で里見君に、私には里見君だけなんだって分かって貰おう。告白はそれがちゃんと伝わった時に………！

　自分が行くべき道を見み出いだした晴海は、いつもの笑顔を取り戻した。そして、いつもの調子で編み棒を動かし始める。

「そういえば里見君、もうすぐ研修旅行ですね？」

「ええ。スキーなんて久しぶりです」

　すぐに孝太郎もそれに倣ならう。そのまま二人は並んで編み棒を動かし続ける。

「里見君はやっぱりスキーも得意なんですか？」

「スキー自体の経験が少ないので、人並みです。そういう桜庭先輩はスキーって出来るんですか？」

「ふふ、実はスキーには自信があるんです」

　それはなんという事はない、普段通りの部活動だ。二人の間で、ゆっくりとした時間と、楽しげな会話だけが流れ続ける。

「意外です」

「そういういじわるなさとみくんはきらいです。罰ばつとしておみやげを所しよ望もうします」

「仰おおせのままに、マイプリンセス」

　冬が本格化し、いよいよ寒さを増した放課後の部室。しかしそこには、古ぼけたストーブの力以上に、暖かな空気が漂ただよっているのだった。
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「ただいまー………って、誰もいないのか」

　孝こう太た郎ろうが一〇六号室に帰り着くと、部屋には珍めずらしく誰の姿もなかった。買い物を始めとするそれぞれの事情で、まだ帰ってきていなかったのだ。おかげで孝太郎の帰宅の挨あい拶さつは無人の六畳間に吸い込まれて消えていった。

　孝太郎は玄げん関かんで靴くつを脱ぬぐと、台所を抜けて六畳間に入っていく。電気の消えたその部屋は暗く、ガランと静まり返っていた。

「珍しい事もあるもんだ」

　孝太郎は通学に使っている鞄を部屋の隅すみに投げ出すと、部屋の電気を点つけた。それで明るくなったが、相変わらず部屋は沈ちん黙もくしたまま。それが不思議と寂さびしく感じられる孝太郎だった。

「そうだ、良い機会だからやっちまおう」

　だが誰もいないからこそ出来る事もある。それを思い出した孝太郎は、クランに貰った腕うで輪わを口元に寄せた。

「『揺ゆり籠かご』、俺の私物を出してくれるか？」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎が腕輪に命令を伝えると、孝太郎の目の前に黒い円えん盤ばんが現れる。それはティアやクランが武器を呼び出すのに使っている、時空の穴だった。だがこの時、時空の穴から出てきたのは武器ではなかった。それは数十センチほどの大きさの、プラスチック製のコンテナだった。

「よぉし、片付けるかぁ」

　コンテナの中身は孝太郎の私物だった。それらはクランと一緒に行動していた時に手に入れたもので、侵略者の少女達たちには見せられないものが多く含ふくまれている。だからこそ、その整理が出来るのは、今のように誰もいない時に限られた。

「これはいるもの………こっちはいらないもの………」

　コンテナの中身は現地で使っていた衣類などなのだが、中にはナイフや砥と石いしといった変わり種も混じっている。私物といっても、実に様々な品物が詰つめ込まれていた。

　孝太郎は一度コンテナをひっくり返して全すべての品を取り出し、必要のないものだけをコンテナの中に戻していった。すると手元に置いておきたい物だけが畳の上に残る寸法だった。

　この作業が終わったら、孝太郎はこのコンテナをそのままクランの宇宙船にしまっておいて貰うつもりでいた。必要のないものは捨てる事も考えたのだが、入手方法の関係で二度と手に入らないものばかり。しかも愛着のある品が多いので、その踏ふん切ぎりがつかなかったのだ。

「ん？　こいつは………」

　そうしてしばらく作業を続けた時、不意に孝太郎の手が止まった。荷物の中に気になるものを見付けたのだ。

「これは………手元に置いておくか」

　それは変わったデザインの首くび飾かざりだった。宝石や獣けものの牙きばを綺き麗れいに磨みがいて作った飾りを、数色の糸で綺麗に編んだ紐ひもが吊つり下さげている。街ではあまり見かけないセンスの作りなので、孝太郎はそれを気に入っていた。

「こいつをなくしたら、怒られちまうからな」

　孝太郎は首飾りを手元に残すものの一つとして畳の上に戻した。すると同時にその首飾りをくれた人物の顔が脳のう裏りを過ぎる。

　―――そういえば………。

　そこで再び孝太郎の動きが止まる。この首飾りをくれた人物について、思い出した事があったのだ。

「………いや、いくらなんでもそんな偶然はないな。ありえん」

　しかしすぐに孝太郎は首を横に振ふって思い直すと、荷物の整理を再開した。










　コンテナはそう大きいものではなかったので、荷物の整理はほどなく完かん了りようした。

「『揺り籠』、コンテナを元の位置に戻してくれ」

『仰せのままに、マイロード』

　孝太郎が腕輪に命じると、プラスチック製のコンテナは再び黒い円盤を通ってクランの宇宙船に戻っていく。すると部屋には数点の品が残された。

　首飾りに限らず、残された品には孝太郎にとって想おもい出で深いものが多かった。シャルルお手製の階級章などがその最たる例だろう。全く使い道はないのだが、それは手元で大事にしまっておきたい品だった。逆に使う為のものは僅かだった。

「よし、こんな所かな」

　孝太郎はそれらを小さな紙かみ袋ぶくろに詰めると、押おし入いれの中にある物入れの奥おくにしまい込んだ。そこは編みかけのセーターがしまってあるのと同じ場所だった。

『たっだいま～～～！』

「ただいま帰りましたぁ～～」

　そんな時、玄関から元気な声が聞こえてくる。早さ苗なえとゆりかの声だった。

『テレビテレビ！　ラブラブハートが始まっちゃうよ！』

「ま、待って下さい、早苗ちゃんっ！　そんなに引っ張ったら―――」

　ドスン

　二人の声に続いて、何か大きなものが床ゆかにぶつかる音がする。その直後、早苗が六畳間に姿を現した。

『あっ、帰ってたんだ孝太郎！』

「お帰り、早苗」

『ただいまっ！　ほらほら孝太郎、ちゃんと買えたんだよ！』

　早苗は孝太郎を見付けて大きな笑顔を作ると、両手の指を動かして、霊れい能のう力りよくで孝太郎の目の前に小さな箱を浮うかべた。それは早苗がゆりかと一緒に買いに行っていた、アニメのグッズだった。

「よかったな、早苗」

『うんっ！』

　頷うなずくのが早いか、早苗はテレビに向かって飛んでいく。箱もそのすぐ後ろに浮かんでついていく。グッズを買ったアニメの放送時間が迫せまっていたのだ。

「あいたたたぁ………」

「お帰り、ゆりか」

　早苗を見守る孝太郎の前を、ゆりかがよろよろと歩いていく。ゆりかは何な故ぜか両手で頭を押さえており、半泣きだった。

「た、ただいまかえりましたぁ～～～」

「どうした、ゆりか？」

「いえ、べ、べつになんでもぉ」

『ゆりか、始まる始まる！』

「ふぁい」

　ゆりかは目め尻じりに涙なみだを浮かべつつ、テレビに近付いて早苗の隣となりに腰こしを下ろした。

　すると程ほどなくテレビからお馴な染じみの歌が流れ始める。それは早苗とゆりかが毎週欠かさず見ているアニメのオープニングテーマだった。










『次回、魔ま法ほう少女ラブラブハート！　「敵か!?　味方か!?　キラキラハート登場！」あなたのハートにっ、乙おと女めの愛の花束をっ!!』

　派手な次回予告を最後に、アニメの放送が終わる。するとそれまで微び動どうだにせずにテレビに見入っていた早苗とゆりかが動き始めた。

『ゆりかっ、誰なんだろうっ、キラキラハートって！』

「これまでチラチラ出てたあの人ですよねっ、きっと！」

『そうかも！』

「敵ですかねぇっ!?　味方ですかねぇっ!?」

『どっちだろうねっ!?』

　早苗とゆりかは放送が終わったばかりのアニメについて、興奮気味に意見を交かわしている。

　―――キラキラハートっていうくらいだから、ラブラブハートの味方なんだろうけど。まぁ、そこには気付かないフリをするのがこの手のアニメの醍だい醐ご味みか。

　孝太郎は二人の背後から、その微ほほ笑えましいやりとりを見守っていた。

『新しい魔法も出るのかな!?』

「きっと出ますね！　あの感じだと！」

　二人はアニメのキャラクターが魔法を使う仕草を繰くり返かえしながら、上じよう機き嫌げんでおしゃべりに興じている。今週の放送も彼かの女じよ達たちには大満足のようだった。

　―――魔法？　そうだそうだ、アレがあった！

　そんな二人の様子を見ていて、孝太郎はあるものの存在を思い出した。孝太郎は押し入れに近付くと、中から布にくるまれた長い棒を引っ張り出した。それはクランと一いつ緒しよだった時に手に入れたものの一つで、長過ぎてコンテナに入らなかったので、別にしておいたものだった。

「ゆりかゆりか、ちょっと」

　孝太郎は棒を手にしたまま、ゆりかを呼ぶ。

「は、はいっ!?」

　話をしている最中に呼ばれたので、ゆりかは少しびっくりしたようだった。しかしゆりかはすぐに部屋の中央にあるちゃぶ台にずるずると這はい寄よってきた。

「なんですかぁ？」

「実は、ゆりか。お前に謝あやまらなければいけない事があってだな」

　ゴトン

　孝太郎は布に包まれたままの長い棒をちゃぶ台の上に置き、正座して姿勢を正した。流石さすがに詫わびを入れる時にあぐらという訳にもいかなかった。

「今朝起こす時に使った熱湯の事ですかぁ？」

「いや」

「じゃあじゃあ、体育の時にボールを顔に当てた事ですかぁ？」

「それも違ちがう」

『わかった!!　ゆりかのたい焼きをこっそり食べた件じゃない!?』

「あれって里さと見みさんだったんですかぁっ!?」

「違う違う。早苗、ややこしくするな」

『そんな事言っても、食べてたじゃない』

「食べたんだけど、今話そうとしてるのはその事じゃないんだ」

「ふぇ～～～ん！　ひどいよぅ、ずるいよぅ！　楽しみにしてたのにぃっ！」

「分かった分かった！　今度買ってやるから、落ち着けって！」

「ほんとですかっぁっ!?」

　本気で泣ないていたゆりかだったが、たい焼きを買って貰もらえると分かるとあっという間に泣き止やんだ。

　―――ゆりか、お前、もうちょっとプライドをだな………。

　孝太郎は申し訳なく思いつつも、ゆりかの将来が不安で仕方がなかった。

「こしあん………つぶあん………クリーム………チョコレート………チーズ………」

『それで孝太郎、謝るって何を謝るの？』

　夢の世界に旅立ったゆりかに代わって、早苗が質問する。

「それなんだがな、実は―――」

「里見さぁんっ、買って貰えるたい焼きっていくつまでですかぁっ!?」

「話を聞けっ！」

　ゴンッ

「………ふぁい、ごめんなしゃい」

　ゆりかの意識が自分の方を向くのを待ってから、孝太郎はゆっくりと話し始めた。

「ゆりか、お前がこの話を持ち出だす度にアホだのなんだの言ってきた俺おれが、今いま更さら言うのもなんなんだがな………」

「はぁ………」

「喜べゆりか、魔法は実在するぞ」

「はっ？」

　孝太郎の言葉を耳にして、ゆりかの目が点になる。

「すぐに信じられないのは分かるんだが、俺はそれをこの目で見てきたんだ」

『うそぉっ!?　ほ、本当なの孝太郎っ!?』

　淡たん々たんと語る孝太郎に、興奮した早苗が飛び付くようにして更なる説明を求めた。

「ああ。詳しよう細さいは言えないんだがな、間ま違ちがいないぞ」

『へぇぇ～～～！　そうなんだぁっ！』

　孝太郎の答えに早苗が目を輝かがやかせる。早苗は魔法を信じていなかったが、魔法少女のアニメが好きなので、あった方が嬉うれしいと思っていた。そして言っているのがゆりかではなく孝太郎なので、全く疑わずに信じた。

「どっ、どぉしてきゅうに？」

　だが当のゆりかは、孝太郎のこの突とつ然ぜんの変説に戸と惑まどいを隠かくせない。目を点にしたまま、ぽかんと孝太郎を見つめていた。

「この間も言ったが、その辺は教えられん。話すと迷めい惑わくをかける人達が多いんだ」

　孝太郎はクランと一緒に姿を消していた時に起こった事は、侵略者の少女達にも話していなかった。彼女達に伝えたのは、トラブルがあってクランと協力せざるを得なかった事や、その兼かね合あいでクランと和解した事ぐらい。あの数分間に多くの時間が流れた事や、色々な事件に遭そう遇ぐうした事は全く話していなかった。

「その代わりと言っては何だが、ゆりか、お前に良い物を貰ってきてやったぞ」

「良い物？」

『いいなぁ、ゆりかだけおみやげがあって』

　ゴトン

　早苗の微び妙みような視線を浴びながら、孝太郎は長い棒状のものから布を剥はぎ取とる。布に包まれていたのは一本の杖つえだった。それはゆりかの杖とは違って、木製のパーツが多く、黒や茶色の落ち着いたデザインをしていた。

「こっ、これって!?」

　それを目にした途と端たん、ゆりかは絶句する。その杖は強力な魔法を帯びていた。これまでは一〇六号室の魔ま力りよくに紛まぎれていて分からなかったのだが、こうして直接目にすれば魔法使いのゆりかの目には明らかだった。

「そう、魔法の杖だ。こいつを持っているとだな、全く魔法の才能がない人間でも、自由に魔法を使えるようになるんだ。その分だけ威い力りよくは大したことないんだけどな」

『孝太郎っ、本物の魔法のステッキってことぉっ!?』

　ガサガサ

　早苗が今日買って貰ったばかりのアニメのグッズの箱を振る。その中身はアニメに登場する魔法のステッキのおもちゃだった。

「ああ。見てろよ」

　孝太郎は早苗に笑いかけると、杖を手に取った。そしてその先せん端たんを凝ぎよう視ししながら意識を集中する。

「炎ほのおよ出てこい！」

　ボフッ

　孝太郎が言葉を発した直後、その通りに杖の先端に小さな炎が灯ともる。それはまるで杖の形をしたろうそくであるかのようだった。

『わっ、本当に火が出た!?　すごいすごいっ!!』

「これってただの魔法の杖じゃない!?」

　早苗は孝太郎が命じた通りに火が出た事に単純に驚おどろいていたのだが、この時ゆりかは別の事に驚いていた。

　―――この杖、術式がフォルサリアのものじゃないっ!!　しかも杖の側が里見さんの考えを読んで、適した魔法を実行していますぅ!!

　孝太郎が使った魔法はゆりかが使える魔法とは違う種類のものだった。ゆりかが使えるのは、前任者であるレインボーナナから習ったもの。それはフォルサリアという魔法の国で一いつ般ぱん的てきな魔法だ。孝太郎が炎を出した際に杖から感じられたものは確かに魔法だったのだが、フォルサリアのそれとは違う仕組みで働いていた。

「さっ、里見さんっ、こんなもの一体どこで!?」

　孝太郎はどこかで魔法使いに出会っている。しかもそれはフォルサリアとは別の魔法使い。レインボゥハートでも、ダークネスレインボゥでもない、全く別の魔法使い。ゆりかにとっては気になる存在だった。

「済まんが教えてやれない。前にも言ったけど、下手に教えてしまうと沢たく山さんの人達に迷惑がかかるんだ。俺は世話になった人達やその関係者に迷惑をかけたくない。分かってくれ、ゆりか」

　だが孝太郎は頑がんとして教えようとしない。孝太郎の口調は穏おだやかだったが、それはきっぱりとした拒きよ絶ぜつだった。

「は、はぁい………」

　ゆりかは渋しぶ々しぶといった調子で引き下がった。孝太郎の強い意思を感じて、これ以上訊きいても無む駄だだと悟さとったのだ。

　―――危険はないみたいだしぃ、とりあえずはぁ、いいかぁ………。

　姿を消していた間に、孝太郎は魔法使いに出会って、助けて貰ったらしい事はゆりかにも想像がつく。そして迷惑をかけたくないという孝太郎の言葉からすると、その人物は悪い魔法使いではないように思える。フォルサリアの管かん轄かつ外の魔法使いで、しかも魔法を悪用していないなら、魔法少女としてのゆりかの出る幕はない。それに杖の持ち主は孝太郎なので、悪用する心配もなかった。

「ホレ、ゆりか」

　孝太郎は沈黙したままのゆりかに向かって杖を差し出した。

「里見さん？」

　ゆりかは差し出された杖を一いち瞥べつした後、孝太郎に怪け訝げんそうな眼まな差ざしを向ける。

「お前の為に貰ってきたって言っただろう？」

「これを、わたしに？」

「そういうことだ。ほら、貰っとけ、ゆりか」

　孝太郎は頷くと、戸惑うゆりかの手に杖を押し込んだ。ゆりかは孝太郎の意図が分からず、手の中の魔法の杖を見て孝太郎を見る、という動作を何度も繰り返した。

　孝太郎は魔法を信じた。にもかかわらず、既すでに強力な魔法を使えるゆりかに、魔法の杖を渡わたす意味が分からない。

　―――何か特殊な魔法でも使えるんでしょうかねぇ？

　ゆりかは杖を見ながら首を傾かしげた。

『やったじゃないっ、ゆりかぁっ!!』

　孝太郎の意図に先に気付いたのは早苗だった。早苗はアニメのグッズの箱をゆりかに見せながら、興奮気味にまくしたてる。箱には魔法のステッキを振るう魔法少女の姿が大きく描えがかれていた。

『これであんたもコスプレイヤー卒業だよっ!?　今から本物の魔法少女だよっ!?』

「はっ―――」

　そこでゆりかはようやく孝太郎の意図を悟った。

　孝太郎は言った。『お前の為に貰ってきた』と。孝太郎は『魔法が使えないコスプレイヤーのゆりか』の為に『誰だれでも魔法が使えるようになる杖』をお土産みやげに貰ってきた。それは決して『愛と勇気のプリンセス☆魔法少女レインボーゆりか』に『新しい魔法の杖』をプレゼントした訳ではないのだ。

『わっ、わっ！　ゆりかいいなぁ～～！　本物の魔法使いの仲間入りだねぇっ！』

「ずっと前から本物ですぅっ!!」

　すっかり羨せん望ぼうの眼差しの早苗。しかし当のゆりかは泣き出していた。

　―――さっ、さとみさんはっ、まほうはしんじたけどぉっ、わたしがまほうしょうじょだとはしんじてくれてないっ!!

　孝太郎が杖をくれた理由を悟ったゆりかは、泣かずにはいられなかった。魔法少女だとバレない方がいいのは重々承知の上なのだが、ゆりかにとってはここで孝太郎にバレて欲ほしかった。魔法少女だと分かって欲しかった。しかし現実は厳しい。孝太郎は魔法を信じたにもかかわらず、その頭の中では今でもゆりかはコスプレイヤーなのだった。

『良かったねぇ、ゆりかぁ………。本物の魔法が使えるコスプレイヤーかぁ………こんなに恵めぐまれたコスプレイヤーって、滅めつ多たにいないよ？』

「違いますぅっ、そうじゃないんですぅっ！」

「早苗、あんまりコスプレコスプレ言うなよ。折せつ角かく念願が叶かなったんだからさ」

『あっ、そっか。ゴメン、ゆりか。ちょっと無神経だったね』

「ゆりかはずっと前から魔法少女だった。そういう事にしようや、なっ？」

『孝太郎、男前だね？』

「やっと分かったか」

『んふふ、そんなの前から知ってるもん♪』

「………殴なぐってやりたい、里見さんをボコボコに殴ってやりたい………」

　ゆりかは涙に暮れながら、ぎゅっと杖を握にぎり締しめる。
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　遂ついに一〇六号室において魔法少女としての地位を確立した、我らが魔法少女レインボーゆりか。しかしこの日ゆりかが感じた屈くつ辱じよくは、これまでに感じてきたものを遥はるかに上回っていた。










　孝太郎が杖を持ち帰って来たのは、ゆりかの身を守る為だった。

　孝太郎は今もゆりかの事をコスプレ好きの、ただのクラスメイトだと思っている。ゆりか自身がそう思わせた。だから孝太郎にとって、ゆりかは侵略者の少女達の中で唯ゆい一いつの一いつ般ぱん人じんだった。

　その上、ゆりかは温おん厚こうで心優やさしく、争い事が苦手だ。同じ一般人でも、体育会系育ちで喧けん嘩かが得意な孝太郎とは違って、ゆりかには六畳間で起こるトラブルから身を守る手段がない。

　もし、ゆりかが地底やフォルトーゼのトラブルに巻き込まれたら？

　これまでは幸運（？）に恵まれてそういう事はなかったが、今後もそうとは限らない。以前からずっとそれが心配だった孝太郎は、ゆりかが危険な事から自分で身を守れるように、魔法の杖を貰ってきた。いうなれば護身用の道具なのだ。

「という訳でだな、そいつは使える魔法の種類こそ多いんだが、威力自体は大した事がない。あまりそいつを過信せずに、身を守る事だけを考えろ。いいな？」

　孝太郎がゆりかに渡した杖は、沢山の種類の魔法を自由に扱あつかえるように作られている。だからどんなトラブルにも対応できる力がある。一般人が護身用に使うには最適な品だ。だが多くの魔法を自由に扱える半面、威力は低めになっている。積極的な攻こう撃げきに使うには心こころ許もとない。こちらの意味においても、護身用に使うべき品だった。

「わかりましたぁ」

　ゆりかは素す直なおに孝太郎の言葉に頷いた。ゆりかはこの状じよう況きようを利用するつもりでいた。

　―――この杖を持っている限り、みんなの前で魔法を使っても大だい丈じよう夫ぶですぅ………。

　発想の転てん換かんというべきだろうか。ゆりかは今後、この杖を手に持ちながら、自分自身の魔法を使うつもりでいた。そうすれば六畳間の面々には、あくまで杖に込められた魔法を使っているように見える。それでいて実際にはゆりか自身の強力な魔法が利用できる。コスプレイヤーだと思わせたまま、自由に魔法を行使できるようになるので、ゆりかにとってこれほど便利なカモフラージュの道具もなかった。

「これ、魔法少女。よそ見しておらんで、しっかり押し付つけるのじゃ」

「はっ、はいぃぃっ！」

　ゆりかは手にしている魔法の杖を、ティアの肩かたにしっかりと押し付けた。

　ぶぅぅぅぅぅん

　杖は細かく振しん動どうしており、ティアの肩を丹たん念ねんに揉もみ解ほぐしていった。

「おお………これが魔法か………なかなか気持ちの良いものじゃ。ルース、あとでそなたもやって貰うがよい」

「よろしいですか、ユリカ様」

「あ、はい、もちろんですぅ～」

　ゆりかは笑え顔がおで頷く。だがその笑顔の裏で、ゆりかは何か釈しやく然ぜんとしない気分を味わっていた。

　―――でも違う………これは何かが違う………正体を隠したまま、みんなの前で魔法を使えるようになったのは良いんですけどぉ………これは何かが間違っていますぅっ！

　ティアの肩に押し当あてられた杖は『振動』の魔法によって細かく振動している。その振動を利用して、ゆりかはティアの肩揉みの真っ最中だった。

　―――これは魔法少女の仕事ではないんじゃっ!?

　さっきは『加熱』でアイロンがけをさせられた。その前は『超ちよう音おん波ぱ』でころな荘そうの前の道路にたむろしている猫ねこ達たちを追おい払はらいに行かされた。

　それはゆりかが夢想していたのとは違う状況だった。ゆりかが魔法を使えると分かれば、みんなが尊敬してくれると思っていたのだ。

　―――それになんだか、どんどん悪い方向に転がっているような気が………。

　ゆりかは次し第だいにコスプレイヤーのままでいた方が良かったのではないかという気がし始めていた。

　この杖のおかげで六畳間の面々に正体を隠したまま魔法が使えるようになったのは確かに便利だ。今後は堂々と彼かれらを援えん護ごできるだろう。だがフォルサリアの戒かい律りつでは、悪用に限らず、魔法の私的な利用は禁じられている。当然、肩揉みやアイロンは私的な利用にあたる。フォルサリアの魔法を使っている訳ではないので戒律のグレーゾーンなのだが、ゆりかには気になる部分だった。

『ねぇゆりか、あんたのこの古い方の杖、あたしが貰っても良い？』

「だっ、駄だ目め駄目っ!!　駄目ですぅっ!!」

　早苗が押し入れから引っ張り出してきた、ゆりかの杖『エンジェルハイロゥ』。早苗はそれを手にしてアニメ然としたポーズを取っていたのだが、それを見たゆりかは血相を変えて早苗から杖をもぎ取った。普ふ段だんは幽ゆう霊れいが怖こわくて早苗には逆らえないゆりかだったが、これだけは譲ゆずれなかった。

『あんたには孝太郎がくれた本物の魔法の杖があるんだから良いじゃない』

「こっちだって本物ですぅっ！」

『あたしだって魔法少女っぽくしたいのにぃっ！　ゆりかのケチィッ！』

「これは命の恩人のくれた大事なものなんですっ！　これだけは絶対に譲れませぇんっ!!」

　ゆりかは新しい杖を放ほうり出し、古い方の杖を抱だき抱かかえる。ゆりかは早苗から杖を隠すようにして抱き締め、両目いっぱいに涙を溜ためていた。

『もー』

　それを見た早苗は、頬ほおを膨ふくらませつつもあっさりとゆりかから杖を貰うのを諦あきらめ、ゆらゆらと孝太郎の方へ漂っていった。

『孝太郎、あたしにも何かちょうだい』

「悪あく霊りよう退散お守りならあるぞ」

『持ったら爆ばく発はつするお守りなんてやだぁっ！　もっとちゃんとしたのがいいっ！』

　早苗が離はなれていったのを見て、ゆりかはホッと溜め息いきをつく。

　―――どんな事があっても、この杖だけは………。

　ゆりかの杖、『エンジェルハイロゥ』は、ゆりかに魔法を教え、命を守り、そして親友でもあったナナの使っていたもの。ゆりかにとってはただの道具以上の存在であり、決して手放せないものだった。

「ちゃんとしたのってどんなんだ？」

『魔法少女な感じのやつ！　それが無理なら、ラブな感じのやつ！』

「ラブな感じってどんなんだ？」

『ホワイトデーに女の子に渡すようなやつ！』

「ホワイトデーなぁ………俺はバレンタインデーにチョコ貰ったためしがないから、その辺はさっぱり分からんぞ」

　孝太郎と早苗の呑のん気きなやりとりが続く。そんな二人をティアが見つめている。ゆりかが肩揉みを止めてしまったので、ティアはただ黙だまって二人を眺ながめていた。

　―――わらわが『何かちょうだい』と言ったら、コータローはわらわにも何かをくれるのじゃろうか………。

　孝太郎に素直に甘あまえている早苗。自分の感情を正しく理解したティアは、早苗の事を羨うらやましく思っていた。だがティアにはなかなか早苗のようにはできない。今いま更さら孝太郎に甘えて、変な女だと思われたくなかった。それに甘えて拒絶されるのも怖い。生来のプライドの高さと、内に秘ひめた臆おく病びようさのせいで、ティアは自分から孝太郎に働きかける事が出来ないでいた。

「殿でん下か………。よし………」

　そんな主人の姿に気付いたルースは、その願いを叶える為に行動を開始する。

　―――とりあえず近くに行って、話しかけるきっかけを御ご用よう意いして差し上げるのがよろしいでしょうかね………。

　すぐにルースは紅茶の用意を始める。そして人数分の紅茶が入った所で、ルースはティアを呼んだ。

「殿下、少し手伝って頂いてもよろしいでしょうか？」

「………あ、え………？」

　じっと孝太郎達たちを眺めていたティアは、ルースが何を言ったのかを聞きき漏もらした。そこでルースは同じ質問をもう一度繰くり返した。

「殿下、少し手伝って頂いてもよろしいでしょうか？」

「ああ、うん、分かった」

　ティアはもう一度だけ孝太郎達の方を見た後、ルースに近寄っていった。ルースはそんなティアを笑顔で迎むかえる。

「殿下、皆みな様さまに紅茶を淹いれましたので、殿下は御ご自じ身しんの分と、サトミ様の分をお持ち頂けますか？　他ほかの方の分はわたくしがお持ちしますので」

「コータローの………」

　ティアの目がルースの手元に落ちる。そこにはフォルトーゼ様式の繊せん細さいなティーカップと、無骨なデザインのマグカップが並んでいた。

「お願いしてもよろしいですか？」

　ルースは軽く目を細め、もう一度ティアに囁ささやきかける。

「あ………」

　それでルースの意図を悟ったティアは、軽く頬を赤らめた。そしてチラッと背後の孝太郎に視線を向ける。

「ああ………うん………そのぐらいなら、わらわが手伝おう………」

　再びルースの方に顔を向けた時、ティアの顔はすっかり真っ赤になっていた。

　―――お、落ち着け………たかだかお茶一つを運ぶ事で、何を動どう揺ようしておる………。

　ティアは高鳴る鼓こ動どうと落ち着かない気持ちを抑おさえ込みながら、両手に一つずつカップを持った。ティアのティーカップと、孝太郎のマグカップ。そこに注がれた紅茶は、ティアの動揺をそのまま反映して、表面を波立たせていた。

『そこで気の良い同居人は、毎日笑顔を見せてくれる美少女幽霊に感謝の気持ちを示すべきだと思うのですよ。早苗ちゃん、いつもありがとう、って！』

「なんのこっちゃ」

「コ、コータロー、紅茶が入ったぞ」

　ティアは裏返りかける声を抑え、お喋しやべりを続けている孝太郎に近付いていく。その間中、ティアは自分の行動がおかしくないかが気になって仕方がなかった。

「おう」

　孝太郎は早苗との話を続けながら、何気ない様子で自分のマグカップを受け取る。その時ほんの僅わずかに孝太郎とティアの手が触ふれ合った。

「ッ!?」

　ぱちゃっ

　孝太郎の手の感かん触しよくに大きく動揺したティアは、自分のティーカップを取り落としそうになる。ぎりぎりの所で落とさずには済んだが、紅茶の表面は激しく揺ゆれていた。そしてティアがその動揺から立ち直ろうかという、正にその時。

「おっ、美う味まい。ありがとうございます、殿下」

　紅茶を口にした孝太郎の大きな手が、ティアの頭の上に乗った。そして孝太郎はとても優しい手つきで、ティアの頭を撫なでた。

「………ふにゅうぅ～」

　不覚にも、ティアの口から奇き妙みような声が漏れる。それと同時にティアの手からティーカップが落ちた。

　パシャッ、トントントンッ

　ティアの手から落ちたティーカップは、中身を撒まき散ちらしながら畳の上を転がっていく。それを見て、孝太郎はようやく自分の失敗に気付いた。

　―――しまった、いつもの調子で………これはティアで、シャルル殿下じゃないんだぞ………？

　シャルルとは、孝太郎がクランと一いつ緒しよに行方ゆくえ不明になっていた時に出会った、ティアによく似た幼い少女だった。シャルルはしばしば姉の淹れたお茶を孝太郎に運んできてくれた。そういう時、孝太郎はいつも彼かの女じよの頭を撫でてやっていた。

　そういった事情があったので、早苗との会話に気を取られていた孝太郎は、紅茶を運んできたティアを、シャルルと混同してしまったのだ。

　―――こりゃあ、ティアを怒おこらせたか………？

　子供のように扱われれば、プライドの高いティアが怒らない筈はずがない。孝太郎はそう思っていたのだが、ティアの怒ど号ごうはいつまで待っても飛んで来なかった。

「おや？」

「………」

　ティアは元々大きな目を思い切り見開き、真ん丸にして孝太郎を凝視していた。表情は凍こおりついたかのように硬こう直ちよくし、その反面、顔は燃えるように赤く染まっている。それを見た孝太郎は、更さらに危機感を募つのらせた。

　―――まずい、これって本気で怒ってる顔か!?

　孝太郎にはティアの気持ちは知る由もない。まさかそうされてティアが喜ぶとは思わない。これまでがそうだったように、怒いかりに打うち震ふるえていると考えていた。

「………がんばれ殿下っ、もう少しっ！」

　ルースはそんな主君の姿を見ながら手てに汗あせ握にぎっていた。思わず自分のティーカップを持つ手に力が入り、カップを握り潰つぶしてしまいそうな勢いだった。

「ルース、もう少し直接的な方が良いのではないか？」

「はいっ？」

　コトン

　ルースの隣となりで黙って紅茶を飲んでいたキリハが、ティーカップをちゃぶ台の上に置く。そして代わりに畳の上に転がっていた何かを手に取った。

「それはゆりか様の―――」

「ふふ」

　キリハはやたらと楽しそうに目を細めると、その何かを両手で構える。それは孝太郎がゆりかのお土産にと持って帰ってきた、新しい魔法の杖だった。

「こういうのはどうだろう。『磁力』『磁力』『接着』」

　キリハは立て続けに三つの魔法を杖に命じた。

　この魔法の杖は使い手の思考を読んで適切な魔法を発動する。そのためゆりかが魔法を使う時のような長い呪じゆ文もんは必要としない。キリハが言葉に出してイメージを明確にしただけで、杖は彼女が望んだ魔法を発動させた。

　杖の先端から三つの光が発射された。最初の二つは赤い光。それらは孝太郎とティアに命中し、二人は赤い光に包まれた。すると二人の身体は磁力を発し始めた。

「なっ、なんだぁっ!?」

「うわっ、うわわわわわっ!?」

　突とつ然ぜん強力な磁力を帯びた孝太郎とティアの身体は、強い力で引き合って衝しよう突とつした。そして二人はもつれ合うようにして畳の上に倒たおれ込む。それと同時に赤い光が消失して磁力は消きえ失うせた。杖の仕様上、魔法一つに使える魔力は少ないので、強力な磁力は長続きしないのだ。

「いてててて………何が起こった？」

「こっ、これはっ!?」

　そして驚いた孝太郎がティアを背後から抱きあげるような格好で身体を起こした所へ、三つ目のオレンジ色の光が命中する。

「うわっ!?」

「きゃあっ!!」

　すると二人は再びバランスを崩くずし、その場に倒れた。オレンジ色の光の効果は、接せつ触しよくしている二つの物体を接着するというもの。おかげで二人の身体は、孝太郎がティアを抱き抱えた格好でくっついてしまっていた。

『だいじょぶ!?』

「なんだこれっ、身体がくっついて離れないぞ!?」

「にょわっ!?　コッ、コータロー、急に動くでないっ!!」

　二人はそれまでのやりとりを忘れて、畳の上でじたばたともがく。最初の磁力の魔法はすぐに消えたのだが、二番目の魔法はなかなか消えない。シンプルな魔法ゆえに、この魔法の効果は長かった。

「殿下っ、サトミ様っ！」

　ルースは慌あわてて二人に駆かけ寄より、助け起こそうとする。このためちゃぶ台にはキリハと二体の埴はに輪わだけが残った。キリハは畳の上でじたばたともがく孝太郎達を眺めながら、さも残念そうに肩を落とした。

「ふむ………思ったほど上う手まくいかなかった。魔法というのは力加減が難しいようだ」

　キリハは当初、孝太郎とティアの手がくっついて離れないぐらいの効果を期待していた。それでティアの後あと押おしをしてやりたかったのだ。しかし魔法の効果の調整に失敗し、結果は状況を混乱させただけだった。

『ホー、姐あねさん、得体の知れないものに頼たよるからそうなるホ』

『頼るならおいら達に頼るホ！』

「その方が良さそうだな」

　キリハは上品に微ほほ笑えむと、再びティーカップを手にして紅茶を口にする。ルースの淹れた紅茶はその笑顔によく似合う、上品な味だった。

「んっ!?　キリハさんっ、これはあんたの仕し業わざかっ!?」

　その笑顔と左手に握られたままの魔法の杖を見て、孝太郎はこのトラブルの原因がキリハである事に気が付いた。

「悪いな孝太郎。狙ねらい通りにいかなかった。我には魔法少女は向かないようだ」

　キリハはそう言いながら、バトントワリングの演技でもするかのように、杖を両手でくるくると回転させる。彼女の杖つえ捌さばきは巧たくみで、しばらく家具を避よけながら器用に杖を回転させた後、両手で杖を構えてピタリと静止した。口では向かないと言ったキリハだが、彼女がそうやって杖を構える姿は、ゆりかのコスプレ以上に魔法少女然としていた。

「すぐに魔法を解けっ！」

「いやだ」

　孝太郎の強きよう硬こうな要求にも、その堂々としたポーズと笑顔は崩れない。

「というよりも、解く方法を知らない」

「なにぃ!?」

　目もく論ろ見みは外れたが、この混乱はこの混乱で楽しいキリハだった。










　キリハの放った『接着』の魔法は、孝太郎の胸とティアの背中を隙すき間まなくくっつけた。また孝太郎の両りよう腕うではティアを抱き抱えた状態で、彼女の身体に固定されている。

　当初はティアの頭も孝太郎に貼はり付いた状態にあったが、今は剥はがれて自由に動かす事が出来る。時間の経過と共に魔法の効果が薄うすれ、上の方から少しずつ剥がれて来ているのだ。このペースなら、一、二時間も経たてば二人は自由になると思われた。

　それまでの時間を、孝太郎はティアを抱き抱えたまま過ごす事になった。孝太郎は六畳間の壁かべに寄りかかって座すわっている。するとティアは孝太郎の膝ひざに座り、胸に身体を預けるような格好になる。そうしているのが二人にとって一番楽な姿勢だった。

　―――ティアの奴やつ、こんなに小さかったのか………。

　図はからずもティアを抱き抱える事になった孝太郎。自分の両腕に収まっているティアの身体の意外な頼りなさに、孝太郎は戸と惑まどっていた。今日までに培つちかわれた孝太郎のイメージでは、ティアはもっと力強い少女だったのだ。

　―――シャルル殿下よりは大きいけど………同年代の女の子にしては、相当小さいんじゃ………？

　孝太郎のイメージに反し、ティアは小さい。クラスメイトの少女達たちと比べると、群を抜ぬいて小さいだろう。見た目通りの筈なのだが、孝太郎は自分のイメージと現実とのギャップに戸惑っていた。そしてその戸惑いが、孝太郎の腕うでに無意識で力を入れさせた。

「ふにゅうぅん」

　するとティアの口から奇妙な吐と息いきが漏れる。それは猫ねこや犬が人にすり寄る時のような、小さく甘い声だった。

「あ、悪い」

　それを聞いた孝太郎は慌てて腕の力を緩ゆるめる。孝太郎はティアの呼吸を妨さまたげたのではと思い、申し訳ない気分になった。

「よい。そ、そなたのせいではない」

「やっぱり無む理り矢や理り引ひっ剥ぱがそうか？」

　実は孝太郎とティアを結び付けている力は、孝太郎が本気で力を込めれば、剥がれなくもないくらいのものだった。しかし試ためしに剥がしてみた部分の肌はだが真っ赤になってしまったので、無理をしないでおこうという話になった。

　だがそれでも、ティアが辛つらいなら無理矢理にでも剥がしてしまった方が良い。孝太郎はそんな風に思っていた。

「こっ、このままでよい！　背中が全部真っ赤になるぐらいなら、このままでしばらく我が慢まんする！」

　ティアは慌てて孝太郎の提案を否定する。口では我慢するという表現を使っていたが、その実ティアはもうしばらくこのままでいたいと思っていた。
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「そうか？　だったらいいけど」

「うむ………」

　ティアは小さく頷うなずくと、手足の力を抜いて孝太郎に身体を預ける。

『キリハッ、この杖どうやって使うの!?　あたしもやってみたいっ!!』

「それはだな―――」

「だっ、だっ、駄目ですよぉっ！　魔法は安易に使っちゃ駄目なんですっ！」

『ケチィッ。杖をよこせって言ってるんじゃないんだから、ちょっとぐらい良いじゃないのぉっ』

「そういう問題じゃないんですぅっ！」

　六畳間は相変わらず騒そう々ぞうしい。しかし両目を閉じてしまえば、その音はティアには気にならなくなる。むしろ今のティアには子こ守もり唄うたのように感じられていた。

　―――なんじゃろうな、この感覚は………。

　孝太郎とくっついている部分がやたらと熱く感じられる。その感覚が心に届くと、胸があたたかくなる。しかしその反対に、胸の一番奥おくは静かに落ち着いている。深い安あん堵どと優しい平へい穏おんがそこにあった。

　心の深層と表層で、静と動が矛む盾じゆんなく同居している。それはティアが初めて感じる奇妙な感覚だった。強しいて言えば、幼い頃ころに両親に甘えていた時の感覚に似ている。だが同じではない。そして同じではない事に、ティアは喜びを見み出いだしていた。

　―――ずっと、このままなら良いのに………。

　自分の生まれや立場を理解した日から、長い間感じた事のなかった安心感。こうしているとそれを強く感じる。ここにいれば絶対に大丈夫だと信じる事が出来た。

　―――そして………。

　そして反対に、ティアは自分が感じているものを、孝太郎にも返してあげたいと思っていた。孝太郎の心の奥おく底そこには寂さびしさが隠かくれていると、ティアは気付いていたから。

「………寝ねたのか、ティア」

　そんな時、孝太郎がティアの耳元で囁く。ティアは目を閉じたまま、そっと首を横に振ふった。

「いいや。目を覚ました所じゃ」

　ティアの手が無意識のうちに孝太郎の手に重なった。数日前、ティアは目を覚ました。今の彼女は、自分が何を求めているのかを知っている。

「悪い、起こしちまったか」

「そういう意味ではないのじゃが………ふふふっ、まあ、いいじゃろ」

　ティアは笑う。その目は閉じられたままだったから、孝太郎には彼女がどんな意味で笑っているのかは分からなかった。

「お前、何かあったのか？」

　孝太郎に分かるのは、ティアの心境に何らかの変化があったらしいというくらいだった。

「いや。ただ、最近色々と思う所があってな」

「例えば？」

「そうじゃな………例えば………」

　ティアはそこで目を開く。すると自分の手が孝太郎の手に重なっているのが見えた。そして部屋の片かた隅すみから、ティアを見守っている忠臣の優しげな瞳ひとみも。

「例えば………苦労をかけっぱなしのルースに報むくいてやるにはどうしたらいいか、とかじゃな」

　ティアは、ルースにも今自分が感じているのと同じものを感じて欲しかった。ずっと二人で頑がん張ばってきたので、自分だけ良ければいいとは思わなかった。

「そういうのなら協力するぞ」

「本当か？」

「ああ。ルースさんには俺おれも世話になってるからな」

「ふふっ」

　ティアは笑う。

「どうした？」

「なんでもない。本当に協力して貰もらえるのじゃろうな？」

「当り前だろ」

「騎き士しに二言はないぞ？」

「ああ。騎士じゃないけどな」

「ふふふっ」

　ティアはもう一度笑う。

　もし、ティアの願う通りになったなら。求める未来を手に入れる事が出来たなら。その時は―――

「お前、本当にどうした？」

「教えてやらぬ。ふふふっ、絶対に教えぬ。教えてやるものか！　ふふふふふっ」

　こういうトラブルが起きなければ、そしてこういう風に背中を向けていなければ、決して言えなかった事、感じられなかった事。それらを胸にティアは笑い続ける。

「約束じゃからな!?」

　明日からは元のティアに戻もどるのだろう。孝太郎の顔を見れば意地を張り、しかし手が触れ合あえば顔を赤らめる、そんないつものティアに。

「後になって後こう悔かいしても、決して許さぬからな、サトミ・コータロー！」

「ルースさんへの恩返しぐらいで、そんな大おお袈げ裟さな」

「返事は!?」

「………仰おおせのままに、マイプリンセス」

　けれど今は違ちがう。

　ティアの笑顔は、輝かがやいていた。










　宇宙戦せん艦かん『青騎士』の艦かん内ない通路に、リズミカルな音が響ひびいていた。

　カッカッカッ、カッカッカッ

　それはルースの履はいている靴くつが『青騎士』の真っ白な床ゆかを叩たたく音だった。六畳間の住人達が寝ね静しずまった後、ルースは一人で『青騎士』にある格納庫の一つを目指していた。

「ふんふ～ん♪　ふ～ん♪」

　靴の刻むリズムにルースの鼻歌が混じり始める。彼女は不思議なくらい上じよう機き嫌げんで、その足取りはまるで踊おどっているかのようだった。

「ふふっ、ふふふふっ」

　時折、鼻歌が止まる。その時のルースは目を細め、口元に手を当てて嬉うれしそうに笑っている。彼女は普段あまり強い感情を表に出ださないので、こんな風にあからさまに上機嫌な姿は珍めずらしい事だった。

「よかったですねっ、殿下！」

　ルースが上機嫌なのは、しばらく前に見たティアと孝太郎の姿のせいだった。

　二人の姿を思い出す度に、ルースの頬は自然と緩み、足は勝手にステップを刻み始める。あれからもう何時間も過ぎているというのに、ルースは未いまだに感情を抑える事が出来ずにいた。

「ファインプレーですよ、キリハ様っ！　今度よくお礼を言っておかないと！」

　それもこれもキリハがかけた魔ま法ほうのおかげだった。当初は失敗に見えたが、結果的に大成功だった。だからルースはキリハに対して強く感謝していた。

「ふんふ～ん♪　ふふ～ん♪」

　とはいえ良い事ばかりではない。ルースは感情が昂たかぶり過ぎて、就しゆう寝しん時間を過ぎても眠ねむれなかった。そこで彼女は眠るのを諦め、手付かずの仕事を進める事に決めた。

「おっとぉっ、いけない、ここでしたっ♪」

　一度格納庫を通り過ぎたルースは、ダンスばりの綺き麗れいなターンを決めて戻ってくる。そして入り口にあるパネルをリズミカルに叩いてゲートを開けると、格納庫の中に入っていった。

　ルースの目的地は、格納庫の一画にある小さな整備用の区画だった。ルースにはそこで整備しなければいけないものがあったのだ。

「『青騎士』、サトミ様のマニューバースーツを出して」

『仰せのままに、マイレイディ』

　ルースが命じると、どこからともなく一着の鎧よろいが出現する。目にも鮮あざやかなブルーの装そう甲こう、そして胸に刻まれた『ティアミリスの青騎士』の称しよう号ごう。ティアが孝太郎に与あたえた、青騎士の鎧。ルースはこの鎧を整備する為ために、ここへやって来たのだった。

「『青騎士』、マニューバースーツのダメージをチェックして、損傷部位をリストアップ。ついでにその部分のスペアパーツが幾いくつあるのかを数えなさい」

『仰せのままに、マイレイディ』

　鎧は壁から突つき出でたアームに吊つり下さげられ、ルースと向かい合って立っている。そして鎧の周りに数個の診しん断だん装置が現れ、鎧の内外の状態を調べ始めた。

「………なんだか、随ずい分ぶんとくたびれているような………？」

　正面からまじまじと鎧を眺めたルースは、鎧が大小様々なダメージを負っている事に気付いた。

　鎧の表面には小さな傷が数多く刻まれており、優美なブルーの輝きを僅かにくすませている。また、数は少ないが大きなへこみや、焼やけ焦こげた跡あとも見られた。

「クラン様との戦せん闘とうのダメージ？　それにしては傷が多いような………」

　気になったルースは、診断装置のデータを呼び出した。そこには鎧がどんなダメージを負っているのかが記録されていたのだが、データを見たルースは思わず首をひねった。

「関節部軸じく受うけの摩ま耗もうが中程度。ショックアブソーバーの疲ひ労ろう破断が二ヶか所しよ。複数回の加熱と衝しよう撃げきにより脆ぜい性せいが生じている為、装甲の交こう換かんを推すい奨しよう………はて………？」

　データに記録されていたのは、鎧を長期にわたって運用した場合に特有のダメージ傾けい向こうだった。

　関節が摩ま擦さつで擦すり減っていたり、衝撃吸収材が割れていたり、繰くり返かえされた加熱の影えい響きようで装甲の耐たい久きゆう力りよくが落ちていたり。演劇で衣装として使い、クランと戦ったぐらいではありえないくらいに、鎧には慢まん性せい的てきなダメージが蓄ちく積せきされていた。いわゆるオーバーホールが必要になる状態だった。

「サトミ様は一体どんな使い方を………」

　孝太郎とクランが姿を消していた二分間。これまでルースはその二分間をあまり深く考えていなかった。短い期間だけ別の時じ空くうにいて、なんとか帰って来たのだと。

　だが鎧の負ったダメージを見る限り、その二分間が極きわめて過か酷こくな二分間であった事が想像される。あるいは高重力場などに影響されて、時間の進み方が違っていたか。ともかく、ただただ行って帰ってきたというだけではないのは間ま違ちがいないように思われた。

「そうだ、メモリーを見れば………」

　ルースは近くにあったパネルを操作し、鎧の記き憶おく装置にアクセスした。鎧が記録した映像や音声、使用した装備の記録、コンピューターの情報処理のフローなどを見れば、何があったのかが分かる筈だった。

〝ＮＯ　ＤＡＴＡ〟

　しかしそこにある筈の情報は全すべて消されていた。おかげでルースの求める情報は何一つ手に入らなかった。

「消されている………サトミ様が消した？　いえ、きっとクラン様が………でも、どうして………？」

　ただ別の時空に行って帰ってきただけなら、データを消す意味などない。それを消している以上、隠しておきたい事がそこに記録されていた筈なのだ。

「サトミ様達に、一体何が起こったのでしょう………？」

　別の時空に飛ばされて、そこで何かが起こった。敵対していた孝太郎とクランが、協力し合わなければならないような何か。鎧が慢性的なダメージを負うような何か。そしてその中で起こった事を秘密にしておきたいから、鎧のデータを消去した。

　鎧の負ったダメージ、そして消されていた情報。その二つからは、そういった事が想像されるのだった。

「折を見て、サトミ様に詳くわしいお話を聞かなくては………」

　孝太郎がルース達に話したのは、超時空反発弾によって別の時空に飛ばされてしまったから、止やむを得えずクランと協力しあって帰ってきたという事までだ。加えてお土産みやげが魔法の杖つえだったので、そこが魔法の存在している世界だった事も分かっている。

　だがルースには、孝太郎が明かしていない重大な何かが、そこに潜ひそんでいるような気がしてならなかった。







スキー場と得意技　二月三日（水）







　薄うす暗ぐらかったトンネルを抜けると、窓の外の明るさが目に染しみる。そこは一面の銀世界。上空に垂れ込める雲が太陽の光を遮さえぎってもなお、誰もが雪の白い輝きの眩まぶしさに目を細めないではいられなかった。

「よしよしよーし！　山が俺を呼んでいるぅっ！」

　孝こう太た郎ろうは雪に負けないぐらいその瞳を輝かせ、バスの窓に張り付いていた。スポーツが大好きな孝太郎なので、雪を見た瞬しゆん間かんからスキーが楽しみで仕方がなくなっていた。

「少し落ち着いて下さい、里さと見み君」

　子供のような姿の孝太郎に、隣の座席に座っているキリハが笑いかけた。周囲にクラスメイトが沢たく山さんいるので、キリハは口調を変えて優等生を演じている。しかしそこに込められた感情は普段通りで、落ち着きのない孝太郎を楽しそうに眺めていた。

「キリハさんっ、到とう着ちやくはいつだっけ!?」

「まだだいぶ先ですよ。ここから山を登っていく筈ですから」

　キリハはそう言いながら正面を見た。バスの正面、その進行方向には真っ白な雪に覆おおわれた山が広がっている。孝太郎達たち吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校一年生は、八台のバスに分乗してそこにあるスキー場を目指していた。彼らは学校行事の研修旅行として、今日から一泊ぱく二日でスキーなどのウィンタースポーツを堪たん能のうする事になっていた。

「あと三十分ぐらいでしょうか」

「くそー、まだそんなにあるのかぁ」

　キリハと話をしている間も孝太郎はバスの窓に張り付いたままで、じりじりと近付いてくるスキー場を熱心に見上げていた。

「無理無理、桐きり葉はさん。一度ああなっちまったら、コウを窓から引ひき剥がすのは無理ですって」

　孝太郎の座席の背もたれ越ごしに、賢けん治じが顔を出した。賢治の座席は孝太郎の真後ろだった。

「黙れマッケンジー。お前のような軟なん弱じやく者には雪山の何たるかが分かっておらんのだ」

「お前が子供なだけだろ。幼よう稚ち園えん児か」

「軟弱者になるぐらいなら、幼稚園児で構わん！」

　賢治の冷ややかな視線もなんのその。孝太郎は窓に張り付いたまま離はなれなかった。

「でもそんな風にしていると危ないですよ、里見君」

「雪山に危険はつきものだろ」

「そういう意味ではないでしょう。ふふふっ」

　キリハはさもおかしそうに口元に手を当てて笑う。その上品な笑顔は同年代の少女達にはない、落ち着いた美しさを備えている。実際それを目にしたクラスの男子達はその笑顔に見み惚とれていたのだが、窓に張り付いたままの孝太郎は何の反応も示さなかった。

「里見君、危ないから座って下さい」

「無理ですって。俺が何年これに苦労しているか」

「そうですか？」

　賢治は呆あきれて肩かたを竦すくめたが、キリハはそれでも笑顔を崩さない。そして彼女は孝太郎の耳元に口を寄せると、孝太郎だけに聞こえるように小声でそっと囁いた。

「………座れ里見孝太郎。我にもう一度魔ま法ほうを使わせたいのか？」

　その一いつ瞬しゆんだけ、キリハは小こ悪あく魔まが挑ちよう発はつするかのような、妖あやしい笑みを浮うかべていた。

「うっ」
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　その一言には絶大な効果があった。それまでは頑がんとして窓から離れなかった孝太郎が、まるでぜんまい仕じ掛かけのブリキのおもちゃのようなぎこちない動きで窓から離れ、自分の座席に腰こしを下ろした。

「スキーごときで興奮してすんませんでしたっ！」

「よろしい」

　キリハは席に着いた孝太郎に笑顔を向けると、自分の荷物から取り出したまんじゅうを孝太郎に差し出した。

「これでも食べて、少し落ち着いて下さい」

「はっ、ありがたき幸せであります！」

　孝太郎は緊きん張ちようした面おも持もちで口を開ける。するとそこにキリハのしなやかな指がまんじゅうを押おし込んでいく。まんじゅうは美お味いしい筈はずだったが、緊張していた孝太郎は味など少しも分からなかった。

「コウ、お前一体どうした？」

　そんな孝太郎とキリハの姿に、賢治は呆あつ気けに取られていた。賢治の経験上、あの状態の孝太郎に言う事を聞かせる事は不可能だった。なのにキリハはあっさりとそれをやってのける。賢治には信じられない光景だった。

「マッケンジー、お前はこの女の本ほん性しようを知らんのだ。こいつはな―――」

「もう一ついかがですか？」

「―――ふぐっ」

　孝太郎が余計な事を言う前に、キリハがまんじゅうをもう一つ孝太郎の口に押し込む。すると孝太郎は息が詰つまって喋しやべれなくなった。

「ごふっ、ぎょふっ」

「桐葉さん、コウに何を言ったんです？」

「ぎょふっ、ぎょふふぅっ」

「何って………そっ、それはぁ………」

　そこでキリハは恥はずかしげに頬ほおを染めて俯うつむく。

「わ、私と里見君が過ごした濃のう密みつな時間を………その、ちょっとだけ思い出して貰っただけですぅ♡」

『なぁんだとぉぉぉぉぉぉっ!?』

　次の瞬間、まんじゅうで息ができずに苦しんでいる孝太郎に、ペットボトルや靴、雑誌など、およそ投げられそうなもの十数個が一いつ斉せいに降り注いだ。










　息ができずにいる所へ沢山のものを投げつけられ、孝太郎は僅かな間だけ気を失っていた。そして再び意識がはっきりとした時、隣となりに座っていた筈の人物は忽こつ然ぜんと姿を消していた。

「くっ、くそぅ、キリハさんめ………」

『ちょっとぉ、大だい丈じよう夫ぶ孝太郎？』

「災難でしたねぇ、里見さん」

　そんな孝太郎に早さ苗なえとゆりかが救いの手を伸のばした。二人は協力して孝太郎に投げつけられたものを取り除いていった。

「………ありがとう、二人とも」

『孝太郎、あの女とだけは付き合うの止めなさいよ』

「そうですそうです。里見さんは桜庭さくらば先せん輩ぱいと付き合えばいいんです」

「そ、それはともかく、ゆりかよ」

　孝太郎は服に付いた埃ほこりを叩き落おとしながら、身体を起こした。

「なんですかぁ？」

「キリハさんには絶対に魔法の杖を渡わたすなよ。面おも白しろ半分に何をしでかすか分からん」

　その場合、被ひ害がい者しやは十中八九孝太郎になる。もちろんその被ひ害がいは物を投げつけられるよりも遥はるかに大きい。

「わかりました！」

　ゆりかは力強く頷く。ゆりかも魔法の悪用を許すつもりはなかった。

「美お味いしそうな食べ物を貰ってもだぞ？」

「わ、わかりました！」

　ゆりかは頷く。しかしその信念は早くも揺ゆらぎ始めていた。

「怖こわい話を聞かされてもだぞ？」

「だっ、だっ、大だい丈じよう夫ぶ！　多分！　ゆりかふぁいおー！　ゆりかふぁいおー！」

　ゆりかは不安げに頷く。そして頑張れ頑張れと自分に言い聞かせる。

『………ほんとに？』

「ごめんなさいっ、本当は自信ないですぅっ！」

　ゆりかの新たな魔法の杖。

　そのセキュリティは、孝太郎が期待したよりも遥かに甘いようだった。










　そんな孝太郎達たちのやりとりを、ティアは自分の席から立ち上がって眺ながめていた。そして孝太郎が無事らしい事を確かく認にんすると、小さく安堵しながら席に戻った。

「殿でん下か、サトミ様のお傍そばに参られれば良いではありませんか」

「そっ、そんな事が出来るかっ！　わらわはこれでも―――」

「女の子、でございますよね？」

「………」

　ティアは顔を真っ赤にして俯く。言う筈だった皇女という言葉は、喉のどの所で引っ掛かかって口まで出てこなかった。

「殿下、望むものを手にする為には、待っているだけでは駄だ目めなのですよ？」

「………」

　ティアは俯いたまま何も言わない。その長い金色の髪かみが顔を隠し、ルースからはティアの表情は分からなかった。

「キリハ様だって、いつもお手伝いして頂けるとは限らないのですから」

　先日の魔ま法ほう騒そう動どうよりは分かりにくいが、ルースは今の大おお騒さわぎもキリハがティアの為にやった事だと考えていた。孝太郎をトラブルの中心に置く事で、身動きが取れずにいるティアに孝太郎の傍へ行く口実を与えてくれているのだ、と。

　しかし実際に孝太郎の傍へ行ったのは、ティアではなく早苗とゆりか。ティアが迷っているうちに先を越されてしまっていた。ティアが動かなければ、いくらキリハが機会を作ってくれても効果はない。ましてやキリハの協力には限りがある。肝かん心じんのティアが受け身のままでは、自らの望みに気付いた事も、無意味に終わってしまうだろう。

「分かっておる………このままでは駄目だという事ぐらい、わらわにも分かっておるのじゃ………」

　ここでようやくティアは口を開いた。しかしその口から出てきた言葉は、日ひ頃ごろの彼女からは想像もつかないような、弱気な言葉だった。

「じゃが分からぬ………わらわはこれまで、力を示す事でしか他人と繋つながりを持たなかった。それを今いま更さら、他の方法に変えるなど………わらわには想像もつかぬ。わらわは一体何をすればよいのじゃ………？」

　ティアは皇女として生まれ、信用ならない者達との駆かけ引きの中で生きてきた。そしてそういう人生を生き抜く為に、力で他人を従わせてきた。そういうやり方でしか他人と触ふれ合ってこなかったのだ。

　ティアの望みは力で従わせる事ではない。にもかかわらず、力で従わせるやり方しか知らない。だからティアは心底戸惑っていた。それゆえに、機会があっても動けずにいたのだ。

「では、力をお示しになればよいではありませんか」

「えっ………？」

　思わずティアの顔が上がる。この時のルースの言葉は、ティアが予想していないものだった。

「力を示しても無意味じゃ。それではわらわの望みは叶かなわぬ………」

「ただの力をお示しになれば、確かにそのようになるでしょう」

　ルースは自分の胸に手を当て、ティアに優やさしく微ほほ笑えみかけていた。

「しかし殿下がお示しになるべきは別の力です」

「べつの………ちから………？」

「はい。それは人を想おもう力。それさえ余すことなく全て注ぎこんでやれば、何をしようときっと伝わります。ゲームをしていようと、お茶を飲んでいようと、殴なぐり合いの喧けん嘩かをしていようと、同じ事です」

　ルースの言葉は力強い。その瞳には強い確信が宿っていた。

　―――そなたは、どうして迷わずにいられるのじゃ………？

　ティアは一いつ切さいの迷いを感じさせないルースが、何を信じているのかが気になった。

「わたくし達の〝ティアミリスの青騎士〟は、それが分からないような愚ぐ鈍どんな騎士ではありませんから」

　ルースはそう言ってそっと目を細める。その時のルースの顔を見て、ティアはルースが何を信じているのかを悟さとった。

　―――そうか………そなたはそれを信じているのじゃな………。

　ルースは信じている。ティアの求めるものは、ティアの気持ちだけを器用に無視する筈がない。そうではなかったからこそ、ティアはそれを求めるようになったのだから。

「………ルース」

　ルースの信じるものを理解したティアは、ようやくその顔に小さな笑えみを浮かべた。

「なんでございましょう」

「そなた今、『わたくし達の』と申したな？」

　ティアはルースを問とい質ただす。しかしその言葉は優しい。そこには咎とがめているような雰ふん囲い気きは微み塵じんもなかった。

「はい。確かにそう申しあげました」

　ルースは先さき程ほどまでと全く同じ調子で、ティアに笑いかける。

「なのに………そなたはそれで良いのか？」

　むしろティアの方が、僅かに申し訳なさそうな表情を覗のぞかせていた。

「はい。わたくしの理想の殿との方がたは、殿下を支えられる方ですから」

「そなたも素す直なおではないのう………」

　ティアの笑顔に苦く笑しようが混じる。しかしそこでルースは首を横に振った。

「いいえ、信じているだけです。ただ、頑かたくなに」

「ふふふ………ならば、わらわも信じる事にしよう」

「何を、でございましょう？」

　ルースにはもう分かっている。分かっていてなお訊きき返した。それはどうしても言葉にしておきたい想いだったから。

「わらわ達の〝ティアミリスの青騎士〟を」

　ティアが口にしたのは、ルースが期待していた通りの言葉だった。その言葉がティアの口から紡つむがれた事を、ルースは素す晴ばらしい事だと感じていた。

「はい………仰せのままに、マイプリンセス………」

　そうしてティアとルースは、もう一度笑い合うのだった。










　虹にじ野のゆりかという女の子にとって、スキー場という場所は鬼き門もんと言って良かった。

　ゆりかは運動が苦手で、しかも極きよく端たんな寒がり。そのうえ忍にん耐たい力りよくや勤勉さも欠けつ如じよしているので、スキーが得意な筈もなかった。

「きゃあああぁぁぁぁぁぁぁああああぁあぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ!!」

　そんな訳で、リフトから降りて幾らも経たないうちに、ゆりかはあっさりとバランスを崩くずした。

「たぁすけてぇぇぇぇぇっ、さぁとみさぁぁぁぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁん!!」

　元々厚着で体型が丸くなっていた事もあり、ゆりかは勢いよくゲレンデの斜しや面めんを転がっていった。

「あっ、こらゆりかっ!?」

　孝太郎は慌あわててゆりかの後を追う。しかしゆりかの転がるスピードは尋じん常じようではない。直ちよつ滑かつ降こうで滑すべるのと同じぐらいの勢いで、あっという間に斜面を転がり落ちていった。スポーツ好きとはいえ、素人しろうとに毛が生えた程度の技量の孝太郎では距きよ離りが開く一方だった。

「たすけてぇっ、さとみさぁぁぁぁぁん!!」

　そのままどこまでも転がっていくかに見えたゆりかだったが、

　ズバーン

「ぎゃふっ」

　ゲレンデの脇わきにある新雪の塊かたまりに突き刺ささって動きを止めた。新雪の塊には大きな穴が開き、そこからゆりかの両足が力なく垂れ下がっていた。

『わあっ、まずそうだよ孝太郎！』

「早苗、ちょ、ちょっと先に行って様子を見て来てくれ！」

『うんっ！』

　早苗は孝太郎の背中を離れ、ゆりかに向かって飛んでいった。自由に空を飛べる早苗は、スキーよりも速い。おかげで誰だれよりも速くゆりかの所に到着した。

『ちょっとゆりか、大丈夫？』

「だっ、だぁめでしゅぅぅぅぅぅぅ」

　ゆりかは頭から新雪に突き刺さり、完全に身動きが取れない状態になっていた。腕うでを動かそうとしても、穴にすっぽりとはまってしまって動かすスペースがない。出来る事といえば自由な足を動かすぐらいだが、それをしても一向に状じよう況きようは改善しなかった。

　ズシャアァァァァッ

　そこへ孝太郎がやってくる。孝太郎はスキーのエッジで勢いよく雪を跳はね上あげながら、穴の手前でピタリと止まった。

「どんな様子だ？」

『怪け我がはしてないみたいだけど、あそこから出られないみたい』

「たぁすけて～～～、さぁとみさぁぁぁぁぁぁぁぁん！」

　ゆりかの声は、雪の穴に反はん響きようして少しくぐもっている。その声の調子や、じたばたと動いている足の様子からすると、孝太郎にもゆりかは無事らしいと分かった。

「やれやれ………」

　孝太郎は安あん堵どしながら自分の足からスキーの板を外すと、ゆりかの刺さっている場所に近付いていった。

「おい、大丈夫かゆりか？」

「はいぃ、怪我はないですぅ」

　孝太郎が呼よび掛けると、ゆりかの情けない声が返ってくる。

「出てこれないのか？」

「腕が動かせないので、自分では出られそうにありませぇん」

　ゆりかは完全に穴にはまりこんでおり、自分では脱だつ出しゆつできない状態にあった。仕方なく孝太郎は、穴から突き出ているゆりかの両足に手をかけた。

「きゃあきゃあっ!?　なっ、なんですかぁっ!?」

　すると状況が分からないゆりかは、怯おびえてじたばたと暴れ始めた。

「えっちへんたいへんしつしゃっ！　人が動けないのを良い事に、どこ触さわってるんですかぁ！」

「違うって!!　じっとしてろゆりか!!　今そこから引っ張り出してやるから!!」

「手がやらしい感じで―――って、あれ、そうだったんですかぁ」

　だが孝太郎がゆりかを引っ張り出そうとしている事を理解すると、その動きがピタリと止まる。

「よろしくおねがいしますぅ、里見さん。ちゃっちゃと助けて下さい」

「………この野や郎ろう、このまま埋うめてやろうかな………」

　現金なゆりかの言動に腹を立てながらも、孝太郎は彼女の両りよう脚あしをしっかりと抱だき抱かかえた。

「いくぞー、ゆりかー」

「はいですぅ」

　ゆりかの返事とほぼ同時に、孝太郎は両りよう腕うでに渾こん身しんの力を込める。

「いたっ、いたたたたたたたたっ!!」

　その途と端たんにゆりかが悲鳴をあげた。そして足をバタつかせて暴れ始める。

「こっ、こらゆりかっ、動くんじゃないっ！」

「でっ、いたたっ、でもっ、痛いんですよぉっ!!　いだだだだだだだだっ!!」

「こうなったら、えいやっ!!」

　ゆりかは痛みを訴うつたえて暴れ続けていたが、このままでは埒らちが明かないと判断した孝太郎は、ゆりかの訴えを無視して思い切り引っ張った。

　ズボッ

　すると周辺部分の雪ごと、ゆりかの身体が引き抜かれる。

「あいたたたたたたぁぁぁ………」

「大丈夫か、ゆりか」

　ゆりかは涙なみ目だめで首をさすっている。孝太郎が引き抜く時に痛かったのは、主にその部分だった。

「首がもげるかと思いましたぁ」

「大おお袈げ裟さな。たかだか雪だろ」

『根こん性じようないのよ』

「違いますよぉ～」

『どうちがうの？』

「奥の方は雪の重みで固くなってて、そこに頭がはまりこんでいたんですからぁ～」

「でも結局は雪だろう？」

「違います！　里見さんは、もっと私に優しくするべきだと思いますぅ！」

「知らん知らん」

　雪の上に座すわって孝太郎達が喋っていると、ゲレンデの上の方からクラスメイトが滑り降おりてくる。それはスキーとスノーボードの二人組で、互たがいのシュプールを交差させて綺麗な幾き何か学がく的てきな模様を描えがきながら、かなりのスピードで孝太郎達に近付いてきた。

　ズシャアァッ

　そしてその二人は派手に雪を跳ね飛とばしながら、孝太郎達の目の前で止まった。

「何やってんだ、コウ」

「どうしたの、そんな所に座り込んで」

　やってきたのは賢治と静しず香かだった。賢治はスノーボード、静香はスキー。それぞれに相当な腕うで前まえだった。

「………ゆりかの奴やつがそこの新雪に刺さってな。助け出したとこだ」

　孝太郎は賢治達が止まった時に浴びた雪を拭ぬぐいながら、少々不ふ機き嫌げんそうに答えた。するとゆりかは浴びた雪を拭おうともせず、賢治と静香に訴えた。

「里見さんってば酷ひどいんですよ!?　私が痛いって言ってるのにっ、無む理り矢や理り引ひき抜いてっ!!もう少しで首がもげるかと思ったんですからっ!!」

「虹野さん、コウの奴は昔からそういう無む茶ちや苦く茶ちやな奴なんですよ」

　賢治がゆりかの尻しり馬うまに乗る。日頃のうっぷんを晴らそうとするかのように、ゆりかを焚たき付つけた。

「この間なんて、寝ている私に熱湯をかけて起こしたんですよ!?　絶対に私に対する優しさが不足してるんです!!」

「分かります、分かります。あいつは基本的に雑な奴なんです」

「分かってくれますかっ！　松まつ平だいらさんっ!!」

「はいっ！」

　そしてゆりかと賢治は固く手を握にぎり合い、仲間を見付けた喜びを分かち合った。

「何をやっとるんだ、あの二人は………」

　孝太郎と静香はゆりかと賢治に冷ややかな視線を向ける。

「もはや痛みがどうこうよりも、日頃の文句を言いたいだけに見えるけど………って、そうだ里見君」

「はい？」

「実際がどうあれ、転んだのは事実でしょ？　本当に首を痛めてるかも知れないから、一応ゆりかちゃんをホテルの医務室に連れていった方が良いんじゃないかと思って」

「医務室!?　行きます行きますっ!!」

　医務室という言葉を聞いた途端、ゆりかはその目を輝かせる。

「………お前、これ以上スキーをやりたくないだけだろ？」

「違いますよぅっ！　いたたっ、いたっ、里見さんっ、首がっ、首が痛いですぅっ！」

　孝太郎の疑ぎ惑わくの視線もなんのその。ゆりかは両手で首を押さえながら、笑顔満面で孝太郎に痛みを訴えた。

　―――こいつめ………首の痛みを口実にサボる気だな………。

　ゆりかは運動が苦手な上に、寒さにも極端に弱い。医務室に行ったら戻って来ない気でいる事は明らかだった。

「分かった分かった。医務室に行くぞ、ゆりか」

「ほんとですかぁっ!?　ありがとうございますぅっ!!　出会った頃から里見さんは優しい人だって思ってたんですぅっ!!」

　ゆりかは孝太郎の両手を握り締しめ、ぶんぶんと上下に振る。

「そうですよねぇ、最近とぉっても優しい時があるしぃ、里見さんはきっと私が好きなんですぅ～」

　しばらくスキーをしなくて済むので、ゆりかはすっかりご機き嫌げんだった。

「………いい気になりやがって………」

『いいの？　怪我してなさそうだよ？』

「仕方ないだろ。万が一って事はあるんだから」

　孝太郎もゆりかの魂こん胆たんは分かっていたが、このままにもしておけなかった。孝太郎は小さく溜ため息いきをつくと立ち上がり、握ったままになっていた手を引っ張って、ゆりかを立ち上がらせた。

「行くぞゆりか」

「はいですぅ～」

「里見君、スキーの板は私とマッケンジー君で片付けておくわ」

「お願いします、大家さん」

「………俺おれには礼はなしか、コウ」

『孝太郎、あたし医務室苦手だから、ティア達と遊んでるね』

「ああ。そうするといい」

　ティアとルースはキリハにスキーを習っている。医務室についていっても退たい屈くつなだけなので、早苗はそちらに合流するつもりでいた。

「それじゃ、後はよろしく大家さん、マッケンジー」

「里見さん、里見さんっ、おんぶしてってくれないんですかぁっ？」

　ゴンッ

「調子に乗るな」

「………ふぁい………」

　そうして孝太郎とゆりかはゲレンデの斜面を歩いて降りていく。早苗は既すでにティア達を探して飛んで行ってしまったので、後には静香と賢治だけが残った。そして賢治は、何かを喋りながら歩いていく孝太郎達の後ろ姿を眺めつつ、軽く首を傾かしげた。

「………笠かさ置ぎさん、あの二人って付き合ってるんですか？」

　そんな賢治の唐とう突とつな言葉に、静香は目を剥むいた。

「里見君とゆりかちゃんが!?　なんで!?」

「なんでって………あの二人って、ただのクラスメイトっていうには、距離感が近過ぎませんか？　割って入る隙すきがないというか………」

「あぁ、確かにそんな感じはあるわねぇ………」

　静香は孝太郎達が残していったスキーの板をまとめる手を休め、去っていく孝太郎達の後ろ姿を眺める。
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　ゆりかが大きな身ぶり手ぶりを交えて感情豊かに孝太郎に話しかけ、孝太郎は表情をくるくると変えながらそれに答え、時にはゆりかの頭を叩いたりもする。それは確かに、孝太郎とゆりかの間にだけ存在している、不思議な距離感だった。

「でも付き合ってはいない筈はずよ。二人とも隠かくし事ごとが下手だから、間違いないと思う」

「ですよねぇ………しかし、う～～～ん………」

　賢治は納なつ得とくした訳ではなかったが、二人が隠れて付き合っているとも思えない。賢治にしてみると、二人はとても不思議な関係だった。

　―――マッケンジー君が不思議に思うのも無理ないわね。実際、二人は一いつ緒しよに住んでるんだし………。

　静香は賢治の洞どう察さつ力りよくに感心しながら、同時に苦笑していた。孝太郎とゆりかの距離が近いのは、一緒に一〇六号室に住んでいるからだ。そしてその生活が積み重ねてきたものが小さくないから、あの二人の距離を極端に近くしている。

　―――まぁ、それを言い始めたら他ほかの子達もそうなんでしょうけど………。

　一〇六号室の住人達は利害が徹てつ底ていしてすれ違っているが、不思議な信しん頼らい関係で結ばれている。家族を失って久しい静香には、それが少しだけ羨うらやましかった。










　ゆりかの診しん断だん結果は、孝太郎が予想していた通り、異状なしだった。しかし医務室の担当医師は、念のために今日一日は運動を避さけるように言った。それはゆりかにとって、願ってもない事だった。

「まったく、ゆりかの奴………いつもあんなだから頼たよりないまんまなんだ」

　そんな訳で、医務室を出てきたのは孝太郎一人きりだった。ゆりかはこれ幸いと、医務室で寝ている。孝太郎はゲレンデに戻るつもりだったが、頭の中はゆりかの事でいっぱいだった。なんだかんだで、いつもゆりかを心配している孝太郎だった。

「どうしたんですか、里見君」

　そんな孝太郎を呼び止める声があった。孝太郎が振り返ると、そこには一人のクラスメイトの姿があった。

「藍あい華かさんか」

「浮かない顔ですね。どうかしましたか？」

　声の主は藍華真ま希きという名前の女の子。冬の初めごろに、孝太郎達のクラスへやってきた転入生だった。真希はゆりかの知り合いという話だったが、今日までの孝太郎の記き憶おくにはあまり登場しない、印象の薄うすい少女だった。

「ゆりかの奴が首を怪我したっていうから、医務室に連れていったんだけど………」

「まぁ、ゆりかさんが？」

　真希はゆりかが怪我をしたと聞くと、目を丸くした。

「診断結果は異状なしなのに、あいつ、医務室から出てこようとしないんだ」

　孝太郎は不満げに眉まゆを寄せ、背後のドアに目を向ける。その向こうでは、暖かいベッドの中でゆりかが眠ねむっていた。

「そうですか………」

　事情を聞いた真希の表情がスッと鋭するどくなる。

　―――事情はともかく、これは探さぐりを入れるチャンスだわ………。

　ここ数日、真希は孝太郎に接せつ触しよくする機会を狙ねらっていた。今がまさにその機会で、孝太郎が一人きりになった事を知り、真希の方から近付いたのだ。

　一〇六号室そのものの情報収集は、真希が研修旅行へ行く前に仕し掛かけた魔法の道具が自動的に行っている。あとは孝太郎から話を聞き出せれば、真希の目標は大部分が達成される事になる。

　―――そしてこの男の鼻をあかすチャンスでもある。ここは焦あせらず慎しん重ちようにいかなくては駄目よ、真希………。

　真希は逸はやる気持ちを落ち着けると、孝太郎に笑いかけた。

「だったら里見君、休きゆう憩けいついでに、少しだけ私と話しませんか？　ジュースぐらいおごりますよ？」

　しかしその笑顔とは裏腹に、真希の緊張は高まる一方だった。










　自動販はん売ばい機きでジュースを買いながら、真希は休きゆう眠みん状態にしてあった二つの魔法を作動させた。それは相手の嘘うそを見破る魔法と、その魔法の発する魔ま力りよくを隠してくれるカモフラージュの魔法だった。

　孝太郎と会話をする上で、言葉巧たくみに騙だまされてしまっては困る。だから嘘を見破る魔法を使う。だがその魔法の存在を孝太郎に悟られては困る。だから魔力をカモフラージュする魔法を使う。

　真希は孝太郎と接触する前に、あらかじめこれらの魔法を用意していたのだ。

　―――あとは私次し第だい、か………。

　真希は気を引ひき締めると、二本のペットボトルを手に孝太郎に近付いていった。

「どうぞ、里見君」

「悪いな、おごって貰もらって」

　この時、真希の視界の中では、孝太郎の身体が緑色の光に包まれて見えていた。この緑色の光は真希だけに見えている魔法の光で、孝太郎が嘘をつくとこの光が大きく揺らぎ、真希にそれが嘘であると伝える仕組みになっている。

　―――今の所は嘘をついていないようね………。

　孝太郎を覆おおう光は安定した緑色の光を放っている。嘘をついていない証しよう拠こだった。

「座って話しましょう」

「ああ」

　真希と孝太郎は、ホテルのロビーの片かた隅すみにあるベンチに並んで腰を下ろした。

「それで話ってなんなんだい？」

　プシュッ

　孝太郎はペットボトルのふたを開けながら、そう切り出した。そしてペットボトルに口を付ける。孝太郎は真希にどれが飲みたいかを伝えた訳ではなかったが、ボトルの中身は孝太郎の好物のコーラだった。

「それはですね………ゆりかさんの事です」

「ゆりかの？」

　プシュッ

　真希は不自然に見えないように細心の注意を払はらいながら、自らもボトルを開ける。そしてその中身で緊きん張ちようしてカラカラになった喉のどを潤うるおしてから、続きを話し始めた。

「そうなんです。実は最近、ゆりかさんとあまりうまくいっていなくて………」

　真希は嘘が大だい嫌きらいなので、この時も厳密な嘘は口にしなかった。敵対しているので、ゆりかとうまくいっていないのは事実だった。

「だから教えて欲ほしいんですけど、ゆりかさんって、最近何かあったんですか？」

　真希はごく自然にそう言ってのけた。おかげで孝太郎には、転校生の女の子が、雰囲気の変わったかつての友人を気にしているようにしか見えなかった。

「それって、藍華さんが転校して来てからって事だよな？」

「はい。多分、ごく最近の事だと思うんですけど」

　一〇六号室に存在している魔ま力りよく溜だまり。それがごく最近、急激に魔力を増大させた。だからゆりかか孝太郎に絡からんで何かが起きている筈。そこで真希はまず、ゆりかに何かが起きていないか、確かめるつもりだった。

「最近かぁ………」

　孝太郎は素直に考えを巡めぐらせる。

　―――俺には大事件が起こったけど………ゆりかはいつも通りだよなぁ………あいつの事件は火か竜りゆう帝ていアルゥナイアの演技で子供を泣かせたって事ぐらいかな？　しかしそれで真希さんとうまくいかなくなる筈もないだろうし………。

「ごめん、俺には心当たりはないよ」

　最終的に孝太郎はそう結論した。孝太郎の頭の中には、ゆりかに大きな変化が起こるようなトラブルの記憶はなかった。

　―――光は安定している………。だとしたら、魔力の増大を引き起こしたのは、里見孝太郎？　それとも演劇の時に交戦した敵？

　真希の視界の中では、孝太郎を包つつむ光は安定した緑色の光を放っている。それは孝太郎が嘘をついていないという証拠だ。そしてそこから推測できる様々な事こと柄がらが真希の脳のう裏りを駆け巡った。

「………いや、待てよ？」

　そこで孝太郎は何かを思い出し、表情を変えた。

　―――あれは大きな変化と言えるんじゃないか？

　孝太郎には、ゆりかのトラブルに心当たりはなかったが、その反対になら心当たりがあったのだ。

「やっぱり何かあったんですか？」

「ああ。実はさ、ゆりかの奴、遂ついに夢が叶ったんだ」

　孝太郎が思い出したのは、自分がゆりかに魔法の杖をプレゼントした事だった。

　あの杖のおかげで、ただのコスプレイヤーだったゆりかが、弱いながらも本物の魔法を使えるようになった。それは孝太郎にとっては護身用の道具をプレゼントしたぐらいの事でしかなかったのだが、ゆりかにとっては大きな変化だったかもしれない。事実、あの時のゆりかは泣いて喜んでいた。

「込み入った事情があって詳くわしい事は言えないんだけど、あいつが心の底から望んでいた夢が叶ったんだよ。だからちょっとぐらい様子がおかしいってのは、確かにあるかもしれないぞ」

「心の底から望んでいた夢………？」

　真希はゆりかの夢を知っている。それは立派な魔法使いになる事。前任者であるレインボーナナの使命を果たせるような、立派な魔法使いになる事だった。

　―――その夢が叶ったという事は………魔力溜まりの力を引き出して、それだけの力を手に入れた？　あるいは何らかの理由でゆりかの魔力が増大して、結果的に魔力溜まりの魔力が増大しているように見えている？

　ゆりかが立派な魔法使いになる為に魔力溜まりを利用したか、その逆にゆりかが立派な魔法使いになったから魔力溜まりが増大して見えているのか。

　緑の光は安定していて孝太郎が嘘をついている気配はない。だから真希はそのように考え始めていた。

「そんな訳だからさ、ゆりかが落ち着くまでもう少し待ってやってくれないかい？」

「………そうですね、分かりました」

　孝太郎と真希の会話は全く噛かみ合あっていない。二人とも全く違ちがう話をしている。にもかかわらず、二人の結論は『ゆりかが立派な魔法使いになった』という一点でぴたりと重なっていた。嘘もついていないので、どちらもこのすれ違いには気付かなかった。

　―――どちらにしろ魔力溜まりの魔力の増大分は、ゆりかの魔力に上乗せされているという事なのね………。厄やつ介かいな事になったわ………。

　真希は再びコーラを口に含ふくむ。コーラは数少ない真希の好物だったのだが、カラカラに乾かわいた喉は、幾らコーラを飲んでも癒いやされる事はなかった。










　孝太郎と別れた真希は、スキー場の林の中に身を隠し、通信用の魔法の道具を使って仲間達と連れん絡らくを取っていた。

　この魔法の道具は、神社で売っているお守りによく似た形と大きさをしている。この道具は携けい帯たい性せいに優すぐれている半面、一人の人間としか話す事が出来ない。この時、真希が連絡していたのは、彼かの女じよが普ふ段だんパープルと呼んでいる紫むらさき色いろの服の少女だった。

「パープル、私よ」

『ネイビー………一体どうしたの？』

「早さつ急きゆうにあなたの耳に入れておきたい事があるの」

　真希は時間を惜おしむように、早口で喋しやべり続ける。

「例の魔力の増大は、どうやらゆりかの魔力にそのまま上乗せされているらしいの」

『なんですって!?』

　いつも冷静な紫色の少女が、思わず息を呑のんだのが真希にも伝わってくる。

『それは確かなの!?』

「ええ、残念ながら事実のようね。里見孝太郎に接触して、そういう情報を得たわ。私の魔法でその言葉が嘘ではない事は確認済みよ」

　孝太郎と話をしてからというもの、真希の喉はカラカラに乾いたままだった。一〇六号室で増大した魔力が、全すべてゆりかの力に上乗せされているとしたら、真希達たちでは到とう底てい勝ち目がない。この状態では戦いを挑いどんでも返り討うちに遭あうのが関の山だった。

　だがもちろんゆりかはパワーアップなどしていない。孝太郎の持ち帰ってきた杖は強力な魔力を内包しているが、それは沢たく山さんの魔法を扱あつかえるからであって、個々の魔法が強力である訳ではない。だから全くパワーアップはしていないのだが、真希は孝太郎やゆりかへの敵意が強過ぎて、勝手にパワーアップと勘かん違ちがいしていた。しかしそれが彼かの女じよ達ダークネスレインボゥに分かる筈もない。真希の孝太郎達への敵意を介かいして、再び壮そう大だいな勘違いが彼女達に蔓まん延えんし始めていた。

『それはまずいわね………』

「ええ、直接の激げき突とつは避けるべきよ。このままではナナの時以上の大敗を喫きつする事になるわ」

『分かった。こちらで今後の方針を検討するから、あなたは引き続き調査を―――少し待ってネイビー、グリーンが何かを言っているの』

　その言葉を最後に、紫色の少女の言葉が途と切ぎれる。それからたっぷり数分の時間が経たってから、通信用の道具から再び紫色の少女の声が流れ出した。

『………ネイビー、聞いてる？』

「ええ、待ちくたびれたけどね」

『グリーンが言うには、貴女あなたのいる山の山頂付近に強力な魔ま物ものが出現したようなの。時期的には貴女がそこへ到とう着ちやくしたのとほぼ同時のようね』

「強力な魔物………？」

　真希達の故郷、魔法の国『フォルサリア』には人間の他にも、魔物と呼ばれる異形の怪かい物ぶつ達が住んでいる。その一部が時折地球へ迷い込み、悪事を働く事があった。地球の伝説にしばしば登場する悪あく魔まや妖よう怪かいは、フォルサリアの魔物が原因であるケースが数多く含まれているのだ。

『それを貴女が捕ほ獲かくして、使い魔まにして欲しいの。本当なら援えん軍ぐんを送りたい所だけど、今はその余よ裕ゆうがない。かといって、放っておけばレインボゥハートが抹まつ殺さつしてしまう』

　ゆりかが所属している、フォルサリアの正規軍レインボゥハート。その仕事の一つに、地球で暴れている魔物の退治が含まれている。だからこの魔物も、いずれそうなる事が予想された。

「………ゆりかの魔力が増大している現状では、多少のリスクを冒おかしてでも味方を増やしたい、か」

　真希は紫色の少女の考えている事を悟さとり、先にそれを口にした。すると魔法の道具の向こう側から、それを肯こう定ていする言葉が聞こえてきた。

『そういう事よ。やって貰えるかしら？』

「やるわ。幸い使い魔を作るのは、私の得意な魔法だし」

　使い魔とは、主人である魔法使いに仕え、命令に従う魔物の事だ。

　魔物を使い魔として使し役えきするには、契けい約やくと呪じゆ詛そで縛しばるか、精神を操あやつる魔法を使う。真希はそのうちの後者、精神を操る魔法を得意としている。魔物を使い魔にする任務にはうってつけの人材だった。

「それにこっちも力を付けておかないと、ゆりかやあの男に勝てやしないわ」

『頼たのむわね、ネイビー』

「ええ………んっ？」

　そんな時だった。真希の研とぎ澄すまされた感覚が、この場所に近付いてくる人間がいる事を察知した。

「パープル、また後で連絡するわ。どうやらお客さんのようだから」

『気を付けて、ネイビー』

　真希は通信を終えると、その魔法の道具を懐ふところにしまい込んだ。そして彼女が背後を振ふり返かえった時、そこには樹氷で輝かがやく木々の合間を縫ぬって近付いてくる、一人の少女の姿があった。

「流石さすがね、ゆりか。こんなに微び弱じやくな魔力を感じとるなんて」

「真希ちゃん、こんな場所で魔法を使って、一体何をやっているんですか？」

　ゆりかの表情はいつになく厳しい。日ひ頃ごろ孝太郎達たちに向けている呑のん気きな顔が、まるで嘘のようだった。

　ゆりかは真希の振るった魔力を感じ取ってやってきた。それは通信をする為の魔法の道具が発する微弱な魔力だったのだが、このタイミングで真希が魔法を使った事がゆりかを警けい戒かいさせていた。この数すうヶか月げつ、真希は積極的な行動を起こさず、ただのクラスメイトのように振ふる舞まっていた。魔法も使わず、ゆりかに付け入る隙を与えなかった。にもかかわらず、真希は研修旅行という特とく殊しゆなタイミングで魔法を使った。これはゆりかには無視できない状況だった。

「聞かれて答える義理があるかしら？」

　真希は口元に笑えみを浮かべつつ、ゆりかの全身を眺ながめる。

　―――見た所、この状態ではパワーアップしたようには感じられないけど………。杖の方に関連付けてあるのかしら………？

　今のゆりかは真希と同じく、魔法少女の衣装ではなく、カラフルなスキーウェアを身に着けている。この状態では真希にはゆりかの魔力の向上は感じられない。だから彼女は、ゆりかの衣装や杖の方が強い魔力を帯びたのではないかと考えていた。

「………真希ちゃん、あなたが何をするつもりなのかは分かりませんけど、事と次第によっては相手になりますよ」

　キシッ

　ゆりかの足元で雪が軋きしむ。ゆりかはなけなしの勇気を振り絞しぼって、真希の方へ一歩踏ふみ出だした。戦うのは怖こわくて仕方がないが、魔法少女としては退くに退けない状況だった。

「大きく出たわね、レインボーゆりか。あなたの実力で、この私に勝てると思っているのかしら？」

「勝てるかどうかは問題じゃありません。それが私の使命ですから」

　かつてのゆりかなら逃にげ出していたかもしれない状況。一〇六号室へやって来てから、少しずつ身につけた勇気が今のゆりかを支えていた。

　―――勝つ………絶対に勝って守りますぅ………里見さん達と一緒に、高校を卒業するんですからぁっ！

　それは魔法少女としての勇気ではない。ただの女の子、虹野ゆりかとしての勇気だ。一〇六号室での、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校での生活を守る為に。その為の勇気が、ゆりかの胸の内で燃えている。さっき孝太郎に頭を叩たたかれた事さえも、今の彼女の力になっていた。

「大した自信ね………いつまで続くか見物だわ」

　真希はそう言いながら自身も身構える。

　―――逃げ惑まどってばかりだったゆりかが、この自信………。相当な魔力を身に付けたようね………。

　真希は口で言うほど状況を楽観視していない。静かに安定しているゆりかの精神、そして増大した筈の魔力。そこから今の状況を推測すると、あまり勝ち目がない事が想像されるのだ。

　―――それにこの足場………私には不利ね………。

　ザッ

　真希の足元でスノーブーツが新雪を踏み締める。真希は精神操作系の魔法と格かく闘とう戦を併へい用ようするスタイルで戦う。これに対してゆりかは遠えん距きよ離り攻こう撃げきの魔法を主体に戦う。そうなってくると、動きが鈍にぶる雪の上では真希の方が不利。そういったことまで考え併あわせると、真希は撤てつ退たいして使い魔の確保を優先させるべきだと判断した。

　―――しかしただ退くのは性に合わないっ！

　真希はその目に強い光を宿らせる。いくらゆりかが強くなろうとも、何もせずに尻しつ尾ぽを巻いて逃げだす事は、彼女のプライドが許さなかった。

「いくわよ、虹野ゆりかっ!!」

　真希は正面に右みぎ腕うでを突つき出した。

「真希ちゃん!?」

　それにほんの僅わずかに遅おくれて、ゆりかは両腕を前に出した。

「来なさいっ、ナイトウォーカー！」

「来てっ！　エンジェルハイロゥッ！　エンサイクロペディアッ！」

　キュンッ

　二人が叫さけんだ瞬しゆん間かん、真希の右手の先に一本、ゆりかの両手の先に一本ずつ、合計三本の杖がどこからともなく出現した。

　真希の杖は『ナイトウォーカー』。ゆりかの杖は、右手の『エンジェルハイロゥ』と左手の『エンサイクロペディア』の二本。二人は空中に出現した杖を掴つかみ取とると、それぞれ右手に握った杖を頭上に掲かかげて意識を集中し始めた。

　―――杖が二本ですって!?

　真希はゆりかが両手に一本ずつ杖を握り締めている事に驚おどろいた。先手を取った真希だったが、驚いた分だけ詠えい唱しようが遅れ、出遅れていたゆりかと同時に叫んだ。

『コスチュームチェンジ・モディファークイックン・エンド・パーマネントォッ！』

　今度の魔法は衣装を変えるもの。二人は青い閃せん光こうに包まれ、それぞれが着ているものがスキーウェアから別の衣装へと変化していく。そして青い光が収まった時、ゆりかと真希はそれぞれピンク色と藍あい色いろの魔法少女の衣装に身を包んで向かい合っていた。

「そしてぇっ！」

「何をっ!?」

　真希の詠唱はそこで終わったが、ゆりかはそこからさらに続いた。

「アームド・エンジェルハイロゥッ！」

　その呪じゆ文もんの詠唱が済むと、ゆりかの頭上に掲げられていた『エンジェルハイロゥ』がオレンジ色の光に包まれて輝き始める。その光は次第に大きくなり『エンジェルハイロゥ』全体を包み込んで、そのシルエットを曖あい昧まいにしていく。そして輝きが頂点に達して杖つえが見えなくなった時、突とつ然ぜんオレンジ色の光が幾いくつかの光の玉に分かれた。

「魔法の杖を武装化!?」

　真希が驚きに目を見張る中、光の玉が次々とゆりかの身体にぶつかっていく。ゆりかの頭に、背中に、胸に、腕うでに、足に。その光の玉がゆりかの身体にぶつかって弾はじける度たびに、そこにある衣装の形が変わっていった。

　手足や胸にぶつかった光球は、元々のピンク色の衣装に、白く輝く装そう飾しよくを加えていく。続いて背中にぶつかった光球は、天使を思わせる白い翼つばさに変化して一度大きく羽ばたいた。そして一番最後、ゆりかの頭にぶつかった光球は、白く輝く天使の輪―――文字通りの『エンジェルハイロゥ』に変化した。

　この変身のおかげで、これまでどこか俗ぞくっぽくコスプレっぽさが拭えなかったゆりかの姿に、神こう々ごうしさと凄すごみが付け加えられる。

「愛と勇気のプリンセス☆魔法少女レインボーゆりか！」

　そしてゆりかは全身を純白に輝かせながら、もう一本の杖―――『エンサイクロペディア』を両手で大きく振り回まわした。

「この街の平和はっ、私が守りますぅっ！」

　そしてゆりかは杖を構えてその先せん端たんを真希に向ける。その堂々とした立ち姿は、これまでのゆりかにはなかった、力強さを備えていた。










「なるほど、それがあなたの新しい力なのね………」

　真希はこの時のゆりかの姿に息を呑んだ。

　二本の魔法の杖を用意して、そのうちの一本に強力な魔力をくくりつけ、もう一方を武装化する。そして普ふ通つうに魔法で戦う傍かたわら、隙を見て杖にくくられた魔力を解放する。

　―――考えたわね、虹野ゆりか！

　本来一人の魔法使いが同時に扱える魔法の数はそう多くはない。だが強力な魔法の道具があれば、その数を増やす事が出来る。真希はゆりかが一〇六号室の魔力を、そういう風に利用するつもりなのだと考えていた。

「その新しい杖、大した魔力じゃないの」

「微び々びたる力だけど、これまでと同じようにはいきませんよ！」

「微々たる………よく言うわ」

　真希は奥おく歯ばを噛み締める。

　ゆりかの手にしている『エンサイクロペディア』からは、アーティファクト―――製造法が失われた超ちよう高こう度どな魔法の道具―――級の魔力が溢あふれ出している。それを微々たると表現したゆりかに、真希は少しだけいらついていた。

　―――ああっ、ハッタリがばれませんように！
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　しかし対するゆりかは内心で少々焦っていた。ゆりかが孝太郎に貰った新しい杖は、確かに膨ぼう大だいな魔力を備えている。しかしその名前『エンサイクロペディア』が示すように、この杖は百科事典的な意味合いが強い。使い手の魔力に頼らずに膨大な数の魔法を発動させられる半面、一つ一つの魔法の威い力りよくは弱く、並以下でしかない。言ってみれば超ちよう器き用よう貧びん乏ぼうなのだ。だからゆりかとしては『エンサイクロペディア』の魔力に期待するというよりも、孝太郎達たちに見られても大だい丈じよう夫ぶだという意味合いの方が強い。この格好なら、魔法を使っていても孝太郎達に怪あやしまれる事はない。そして魔力の大きさだけなら膨大なので、真希に対してはハッタリとして使える。元々魔法のレパートリーが広いゆりかにとって、この杖はそういう意味しか持っていないのだった。

「試ためしてみるか………」

　真希は自身の杖を構える。真希の目的には、ゆりかの現在の実力を調べる事も含まれている。ゆりかが新しい力を見せた今、それがどの程度のものなのかを調べておく必要があった。

　―――弱気になっちゃ駄だ目めよ、ゆりか！　私だって、少しは成長しているんだから！

　ゆりかは自分の勇気を呼び起こしながら、真希に向かって杖を構える。

『サンクチュアリ・モディファー・エフェクティブエリア・コロッサル！』

　そして二人は同時に呪文の詠唱を開始する。それは周囲の人間をこの場所から遠ざける、人ひと払ばらいの魔法。この魔法を使う事は、魔法使い同士が戦う時の不ふ文ぶん律りつ。戦いの開始を告げる合図だった。










「クイックキャスト・アクセラレーションッ!!」

　先に動いたのは真希だった。彼女は身体の反応速度を引き上げる魔法を素す早ばやく発動させると、ゆりかとの距きよ離りを詰つめるべく一気に前に出た。

　―――やはり足場が悪いっ！

　しかし案の定というか、真希は雪に足を取られてうまく前進できなかった。それでも普通の人間よりはかなり速いのだが、結果的にゆりかに攻こう撃げきの機会を与あたえてしまう事となった。

「マルチプルエナジーボルト・ターゲットオプション・スプレッドッ!!」

　ゆりかが使った魔法は、魔力を集束させて魔法の矢を幾つも作り出し、目標を攻撃するというもの。その魔法の矢は通常マシンガンのように連射されるのだが、ゆりかはその効果を変へん更こうして、ショットガンのように放射状に撃うち出した。動きの速い真希を捉とらえる為ための工く夫ふうだった。

「ちぃっ、クイックキャスト・アンチマジックシールドッ!!」

　だが真希もそのままではやられない。ゆりかの作り出した赤く輝く魔法の矢が殺さつ到とうするよりも速く、真希は身体の正面に黄色く輝く半はん透とう明めいの魔法の盾たてを作り出した。

　ギィンッ、ギギギィン

　そこへゆりかの魔法の弾だん丸がんが雨のように降り注ぐ。ゆりかの魔法は放射状に拡散させた分だけ、威力が弱まっている。真希の作り出した魔法の盾は、ゆりかの攻撃を何なく凌しのいだ。

「タイニーメモリーフラッシュ・モディファー・タッチトリガー！」

　真希は魔法の盾に守られたまま前進する。それと同時に、彼女の杖が藍色に光り始めた。その光は彼女の得意魔法である、超ちよう短たん期き記き憶おく喪そう失しつ。真希はその魔法を自身の杖にまとわりつかせ、命中と同時に発動するようにした。

「くらいなさいっ、ゆりかぁぁっ!!」

　真希が杖を大きく振り被かぶった所で、彼女を守っていた魔法の盾が消しよう滅めつする。身を守ったままでは攻撃できないからだった。

「今だぁっ!!」

「きゃああぁぁぁああぁぁぁぁっ!!」

　その瞬間、真希の足元で雪が突然盛り上がった。真希はそれに足を取られ、僅かに身体が浮うき上あがった。

　それはゆりかが放った、雪をコントロールして目標を足止めする魔法だった。しかしゆりかはその魔法を発動させる為の呪文の詠唱をしていない。その魔法を発動させたのは、ゆりかの新しい杖だった。

　―――まさか、何の予備動作もなしで魔力を操れるだなんてっ!?

　真希は驚きよう愕がくする。真希はゆりかが自分の魔法と杖の魔法を併用してくるとは思っていたが、何の前まえ触ぶれもないとまでは思っていなかった。

　孝太郎やキリハとは違って、ゆりかは魔法というものに対して明確なイメージを持っている。そのため孝太郎達のように言葉にしなくても杖の力を操れる。このアーティファクトは本来そういう性質のものなのだ。

「フレイムランス・ターゲットオプション・オートホーミングッ！」

　そして真希の身体が空中にあるうちに、ゆりかの衣装が明めい滅めつして炎ほのおの槍やりを生み出した。魔法が一つ発動した直後の、本来ありえないタイミングでの第二の魔法。それが真っ赤な炎の槍となって、真希に向かって突っ込んでいった。

「やられる!?」

　突っ込んでくる炎の槍を目にした時、真希はこのままでは自分がそれをかわせない事を悟った。足を取られて空中に投げ出されている状況では、回かい避ひのしようがなかった。

「ええいっ、だったらっ!!」

　真希は自分の杖を上に向けた。

「エネルギーリリースッ!!」

　ズドムッ

　真希は杖に蓄たくわえられていた記憶喪失の魔法を解放し、小さな爆ばく発はつを起こした。その爆発の反動と下向きの重力のおかげで、真希は落下の方向を僅かにずらす事に成功した。

　ゴォッ

　炎の槍は真希の身体をかすめて衣装に小さな焼やけ焦こげを作る。そのまま槍は新雪の塊かたまりに突っ込んでいき、雪の大半を吹ふき飛とばし、残りを溶とかし尽つくした。その熱量は膨大で、雪を全て溶かし尽くした後に、むき出しになった地面を焼き焦がした程ほどだった。

　―――危なかった！　一いつ瞬しゆん判断が遅おそかったら、今のでやられていた！

　真希は内心で冷ひや汗あせを拭ぬぐいながら二度三度と雪上を転がった後、素早く立ち上がって体勢を立て直した。真希はすぐに杖を構え直したが、内心は驚きでいっぱいだった。

　―――まさか、こういう魔法の使い方をしてくるとは………。

　神が作り出したとまで言われる、製法が失われて作り出す事が出来ないような強力な魔法の道具、アーティファクト。強力な魔力ゆえに、その使い手は大きな魔法を利用しがちだ。だが、いかに強力なアーティファクトといえど、大きい魔法はそれなりの予備動作が必要になる。真希の知るアーティファクトの多くがそうだった。だが、ゆりかの『エンサイクロペディア』は考え方が全く違う。魔法は小さいものだったが、呪文も手印も集中も必要としない。その為まったく唐とう突とつに、予期せぬタイミングで魔法が襲おそってくる。しかも、ゆりか自身の操る魔法とは全く別個に。

　予備動作がある強大な魔法と、予測不能のタイミングで唐突に現れる小さな魔法、そのどちらがより危険であるのかは、真希には分からない。だが、どちらも極きわめて危険である事だけは、真希にもよく分かっていた。

　―――里見さんがくれたこの杖、ちっとも駄目な杖なんかじゃない！　これって、魔法使いと戦う為に作られた杖なんだ！

　そして真希が驚いているのと全く同じ事に、ゆりかもまた驚いていた。ゆりかはこの杖をカモフラージュ用ぐらいにしか考えていなかった。しかしゆりかは今の真希とのやりとりで理解した。この杖は魔法使い同士の戦いの常識の外から攻撃する為のアーティファクト。防ぎようのないタイミングで相手に魔法をかける為の杖だったのだ。

　―――でも油断しちゃいけない！　実力は真希ちゃんの方が上なんだから！

　ゆりかは杖を両手で構えると、しっかりと両目で真希を見み据すえる。

　ゆりかと真希では、杖の分だけ魔力ではゆりかが上回る。しかし魔法の一つ一つの使い方になると、経験の分だけ真希の方が上だ。だから杖の魔力に頼っていると、手痛いしっぺ返しを食くらうだろう。

「やるじゃないの、虹野ゆりか。その杖には驚かされたわ」

「でもまだ真希ちゃんは立っています。驚かせただけでは意味がありませんから」

　今のゆりかには油断がない。

　―――ティアちゃんが言ってました！　私はいつも詰めが甘あまいって！

　ゆりかはこれまで十ヶか月げつ以上に亘わたって繰くり返してきた、孝太郎やティア達とのゲームのおかげで、多少なりとも駆かけ引きや勝負度胸というものを身に付けつつあった。それを感じ取った真希は、胸の内で大きく舌打ちした。

　―――前よりも格段にやるようになったわね、虹野ゆりか………。念願が叶かなったというのは、確かなようね………。

　これまでは見習い的な雰ふん囲い気きが拭えなかったゆりか。しかし今のゆりかからはそれを感じない。真希は孝太郎が言っていたように、ゆりかが立派な魔法使いになったというのは本当のようだと実感していた。

「遊びはここまでよ、虹野ゆりか」

　真希は気持ちを切きり替かえた。ゆりかがレインボゥハートの魔法使いとして十分な実力を備えたのなら、それ相応のやり方をしなければならない。持てる力の全てを使って、ゆりかを倒たおす。それはつまり、真希がゆりかを対等な敵だと認めたという事だった。

「真希ちゃん！」

　ゆりかも真希の雰囲気が変わった事を感じ取っていた。これまでのようなどこか余裕のある表情が消え、鋭い視線がゆりかを見据えている。その藍色の衣装と同じく、それは酷ひどく寒々しい眼まな差ざしだった。

「ナイトウォーカー！　リコール・プレキャスト・カテゴリーアルファ！」

　真希はゆりかに杖を向けたまま、高らかにそう宣言する。するとその声をきっかけにして、真希の身体を色とりどりの光が包み込んだ。

　真希の新しい杖、ナイトウォーカーにはある特殊な能力が備わっている。魔法使いは事前に詠唱した魔法を、幾つか待機状態で維い持じできる。ナイトウォーカーには、その数を増やす能力が与えられていた。孝太郎と話をした時に使った二つの魔法もその中に含まれていたものだった。

　そして今、真希は待機させてあった十以上の魔法を一気に解放した。それらは全て真希の戦せん闘とう能力を引き上げる魔法で、身体能力や防ぼう御ぎよ力りよく、知覚や思考速度に至るまで、多くの魔法が彼女を取り巻いて、彼女本来の力を大きく増ぞう幅ふくさせていた。

「杖が!?」

　だがもっともゆりかの目を引いたのは、真希ではなくその手に握られた杖に起こった変化だった。真希の杖は赤と藍の光を帯び、そのシルエットを大きく変化させていた。新たな形は両手で扱うサイズの長大な剣けんだった。物理エネルギーを操る赤の魔力が杖のシルエットを剣の形に変化させ、精神エネルギーを操る藍色の魔力がそれを取り巻いている。それは真希の魔力が作り上げた、強力な魔法の剣だった。

「いくわよ、ゆりかっ！」

　ズシャアァァッ

　真希が一気に前に出る。複数の魔法で全身を強化された真希は、これまでとは比べ物にならない速度でゆりかに迫せまった。

「はやいっ!?」

　ゆりかは真希に杖を向けて狙いを定めていたにもかかわらず、そのスピードで一気に狙いが引き剥はがされる。雪の上で真希のスピードは抑おさえ気ぎ味みであるにもかかわらず、ゆりかの目では追い切れなかった。

「いけるっ！」

　真希はゆりかとの距離を詰めながら、勝機を感じていた。いくらゆりかが予備動作のない魔法と通常の魔法を併用するとはいえ、狙いの付けられない相手に魔法をかけられる訳ではない。

　―――しかしまさかゆりかを相手にこれを使う事になろうとは………。

　ゆりかが真希に予測できないタイミングで魔法を使ってくるなら、真希はゆりかに防げないスピードと攻こう撃げき力りよくで攻撃する。多くの魔法をあらかじめ準備しておいたからこそそれが可能な訳だが、これは本来ゆりかと戦う為のものではなかった。

　真希がこれを使う事を想定していたのはゆりかではなく孝太郎だ。かつて孝太郎が振るっていた、魔力を剣の形に成型した白い光の剣がヒントであり、またそれを倒す為の工夫だった。孝太郎の剣は魔力を分解する力を持っていた。だから圧あつ倒とう的てきなスピードでその剣を掻かい潜くぐるのが大前提で、また魔力で負けているので長期戦は考えずに一いち撃げきで倒す。それが真希の孝太郎を倒す為の作戦だった。だが、この状じよう況きようではゆりかに対しても有効な攻撃方法となる。ゆりかに魔法を使う暇ひまを与えず、一気に倒すのだ。

「真希ちゃんっ!?」

　首を巡らせたゆりかの瞳ひとみが視界の外にいた真希を捉える。

「遅いっ!!」

　しかしその時にはもう、真希は剣を大きく振り被っていた。その直後、ゆりかが杖に命じて発動させた魔法により、先さき程ほどと同じように真希の足元で雪が盛り上がる。だが真希は先程とは比べものにならないほど速い。雪が真希のバランスを崩くずすよりも早く、彼女は雪を蹴けって跳ちよう躍やくした。

「てぇやああああぁぁぁぁぁぁぁっ!!」

「きゃああぁっ!!」

　ゆりかが自分で魔法を使う暇はなかった。ゆりかに出来た事は、手にしていた杖で身を守る事だけだった。
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　ガキィンッ

　真希の剣とゆりかの杖が激突する。ゆりかは辛かろうじて真希の一撃を防ぐ事が出来た。同時にゆりかは杖に命じて新たな魔法を発動させようとする。

「甘いっ！」

　しかしその状況にもかかわらず、真希はその場を離はなれる事はなく、新たな攻撃の動作に移りつつあった。

「しまったっ!?」

　その理由は真希の剣に込められていた魔法だった。接せつ触しよくした相手の記き憶おくを数秒間の分だけ消す魔法。剣に込められていたその魔法は、防ぼう御ぎよに使った杖を経由して、ゆりかに流れ込んだ。

「あれっ………!?」

　その瞬間、ゆりかは目の前にいる真希の事を見失った。

　―――記憶喪失!?

　しかしこれまでにも喰くらった事のある魔法だった為、ゆりかはあまり動揺する事はなく、すぐに真希を再発見して反はん撃げきに移ろうとした。

「てえぇぇりゃあぁぁぁぁぁぁっ!!」

　だが攻撃は真希の方が早い。真希が大きく振り回した脚あしが、ゆりかの脇わき腹ばらに激突する。記憶喪失の魔法によって一度思考が途切れていたゆりかは、杖の魔法を発動させる事も出来ずに、真希の蹴りをまともに喰らった。

　ズバンッ

　魔法によって強化された筋力とスピード、そして脚に込められている接触式の爆発の魔法。その強きよう烈れつな一撃をまともに浴びたゆりかは大きく跳はね飛ばされ、受け身も取れずに雪上に叩きつけられた。

「きゃうぅっ！」

　ゆりかの口から苦しげな声が漏もれる。だがゆりかは何とかそこから身体を起こす事が出来た。雪がクッションになって、ゆりかを受け止めてくれたのだ。もしそこが雪の上でなければ、ゆりかはこの時点でノックダウンされていただろう。

「良く立ったわ、虹野ゆりかっ!!　それでこそナナの後継者っ!!」

　真希は攻撃の手を緩ゆるめない。再び両りよう腕うでで剣を構えると、ゆりかに向かって突とつ進しんする。

　―――急がないと、タイムリミットが近い！

　真希が攻撃を急ぐ事には油断をしないというだけでなく、彼女自身の都合も含まれている。彼女が事前に詠唱して休きゆう眠みん状態にしておき、先程同時に発動させた十以上の魔法。それらを維持し続ける為には莫ばく大だいな魔力を必要とする。この方法では、敵を圧倒する力が得られる半面、その力をごく短い時間しか維持できない。諸もろ刃はの剣だった。

「どっ、どうしたら真希ちゃんを捕つかまえられるのっ!?」

　高速で目まぐるしく位置を変えながら近付いてくる真希。直前に受けたダメージも災わざわいして、ゆりかはその激しい動きに狙ねらいを定める事が出来なかった。

「今のあなたには無理だわっ！　それに今いま更さら身体能力を底上げしても、もう遅いっ！」

　真希は勝利を予感しつつあった。ゆりかは真希の動きに翻ほん弄ろうされ、魔法を繰り出す事が出来ずにいる。次の一撃で倒せる。そう確信した真希は逸はやる気持ちを抑え、ゆりかの隙を狙い始めた。

　―――どうしたら!?

　ゆりかがそう思った瞬間、一気に真希が距離を詰めてきた。それを感じ取ったゆりかは慌あわてて叫んだ。

「クイックキャスト・アンチマジックシールドォォォォォォォッ!!」

　バキィン

　真希の剣の一撃が、ゆりかの作り出した魔法の盾に激突する。

「よく防いだわねっ！」

　真希はそれ以上攻撃しようとせず、素早く距離を取った。するとその時、真希の身体に降り積もっていた雪が宙に舞まった。

　―――あれっ………？

　それを見たゆりかは自分の身体に目を落とす。すると自分の身体にも雪が積もっているのが見えた。だがその量は真希ほどではない。微々たるものだった。

「そうかっ!!　その手があったっ!!」

　勝機を見み出いだしたゆりかは瞳を輝かせ、杖を両手で頭上に掲げた。そして自身で呪文を詠唱しながら、『エンサイクロペディア』にも魔法の発動を命じる。

「貰ったぁっ!!」

　真希にとって、それは千せん載ざい一いち遇ぐうの好機。真希にはゆりかが自分を捉え切れていない自信があったので、ゆりかがどんな魔法を詠唱しても構わなかった。むしろ防御が手て薄うすになるチャンスだったのだ。

　だが、ゆりかが発動させた二つの魔法は、真希が想定していなかったものだった。

「クイックキャスト・アシッドクラウド・モディファー・エフェクティブエリア・ラージッ!!」

　ゆりか自身が発動した魔法は、強酸性の雲を生み出すものだった。そしてそこに重ねるように杖が発動した魔法もまた、雲を生み出す魔法だった。こちらの雲は猛もう毒どくで、吸い込むと肺から危険な物質が身体の中に吸収されてしまうものだ。

「なんですって!?」

　真希は驚愕した。ゆりかはなんと、それらを自分自身を中心に発動させていた。おかげで攻撃を仕掛けようとしていた真希はそこへまともに突っ込んでしまった。

「こっ、これはっ!?」

　二つの濃のう密みつな雲が視界を遮さえぎり、真希はゆりかの姿が見失った。そして二つの雲が真希の身体を蝕むしばみ始める。

「ぐっ、ごほっ、こ、こんな捨て身の作戦に出るなんてっ!!　でもこれでは痛み分けの―――いや、違うっ!!　そういう事かっ!!」

　真希はそこでゆりかの意図を悟った。

　高速で動き回っている分、真希の身体が酸に触ふれる頻ひん度どはゆりかよりも高くなる。そして身体を動かしているから、酸素の消費量が多くなって、毒の混じった空気をより多く呼吸しなければならなくなる。つまりこの状態では、ゆりかが受けるダメージよりも真希が受けるダメージの方が遥はるかに大きいのだ。そのうえ真希は視界を奪うばわれて攻撃する事が出来ない。

　これはゆりかが、真希の身体に多くの雪が付いている事から閃ひらめいた攻撃手段だった。雪が多く付くなら、酸や毒の雲の影えい響きようも多く受ける筈。シンプルだが、効果的な攻撃だった。

「マルチプルエナジーボルト・ターゲットオプション・スプレッドォッ！」

　だがゆりかの攻撃はそこで終わりではなかった。ゆりかは真希がいると思われる場所に向かって、先程と同じ散さん弾だんタイプの攻こう撃げき魔ま法ほうを撃ち込んだ。

「おっ、おのれぇっ、ゆりかぁっ！」

　真希は急いで回避行動を取る。真希は酸や毒のせいで若じやつ干かんスピードが落ちていたものの、ゆりかも直接狙いを付けていた訳ではないので、その攻撃をかわす事が出来た。

「ぐうぅぅっ、ここまでやるようになったとはっ！」

　しかしそれこそがゆりかの狙いだった。真希は回避で大きく動いた為に、雲の影響は更さらに激しくなった。真希は全身に酸を浴び、大きなダメージを受けた。また僅かに吸い込んでしまった毒が身体を巡り始めている。攻撃魔法を当てる必要はない。真希を動かすのが狙いだったのだ。

「うぐっ！」

　真希は痛みと苦しみで奥歯を強く噛かみ締しめると、雲の影響範はん囲いを抜ぬけ出すべく、思い切り跳躍した。これ以上この場所に留とどまる事は、真希の敗北を意味していた。

　―――してやられたっ！　まさかここまでやってゆりかを倒せないとはっ！

　真希は雲を抜け出すと、そのまま身を翻ひるがえした。

　酸で身体に負ったダメージと、吸い込んでしまった毒を治ち療りようしない事には、戦いを続行するのは難しい。また今から遠えん距きよ離り戦に切り替えるには、残っている魔力が少な過ぎる。どちらにせよ、まともな勝利は望めない状況だった。

　―――けれど次はこうはいかないわよ、虹野ゆりかっ！

　真希は強い屈くつ辱じよくを胸に、その場を後にする。ゆりかと戦う準備を整えれば、きっと勝てる。自分に何度もそう言い聞かせながら。

「………逃げた？」

　攻撃が止やみ、真希の気配が遠ざかっていくのを感じて、ゆりかは雲の魔法を解除した。すると濃密な雲が消滅し、その中央から純白の光を放つゆりかの姿が現れた。

「ううん、多分違いますぅ………。きっと真希ちゃんは、共とも倒だおれを避さける為に見み逃のがしてくれたんですぅ………」

　ゆりかは杖に寄りかかるようにして安あん堵どの息を漏らした。ゆりかは真希に勝ったとは思っていない。実際ゆりか自身も酸と毒でボロボロだった。あのまま戦い続けていたら、どちらが勝っても両者共に致ち命めい的てきな状態に陥おちいっていただろう事は想像に難かたくなかった。

「真希ちゃんは本当に強いですぅ………」

　ゆりかはもう一度安堵の息を漏らしながら、治ち療りよう魔ま法ほうで自らの身体を癒いやしていく。

　あの時、真希の身体にゆりかよりも多くの雪が付いている事に気付かなかったら、負けていたのは間ま違ちがいなくゆりかだっただろう。辛うじて負けずに済んだ状況なので、ゆりかの安堵は深い。

　―――でもでもぉ………。

　だがこの時、ゆりかには一つ大きな疑問があった。それはゆりかの存在意義を揺るがしかねない、大きな疑問だった。

「でもでもぉ、酸と毒ってぇ、愛と勇気の魔法少女が使っていい攻撃かなぁ………？」

　愛と勇気のプリンセス☆レインボーゆりか。得とく意い技わざは酸と毒の雲。

「むしろ剣を使ってた真希ちゃんの方がぁ、魔法少女っぽかったんじゃあ………？」

　二段変身とパワーアップは成なし遂とげたものの、魔法少女として大切な何かを失った気がしてならないゆりかだった。
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　スキー場にあるホテルには、ゲームコーナーが存在している。だがそこに設置されているゲーム機はどれも十年以上稼か働どうし続けている古い物ばかりなので、多くの客がゲーム機を一いち瞥べつしただけで通り過ぎてしまうのが、このゲームコーナーの常だった。

「ホレ、ぱわーあっぷぱわーあっぷ」

「このタイミングで取れるかっ！」

　例外はティアや孝こう太た郎ろうのように、古いゲームが大好きな、いわばマニアの客だけ。おかげでゲームコーナーには、孝太郎とティア、そしてルースの三人しかいなかった。三人は夕食後にこの場所を見付けて、ゲームに興じていた。今ゲームをしているのはティアと孝太郎。ルースはその後ろで、二人の様子を見守っていた。

　ちゅどーん

「そらみたことか。あそこでぱわーあっぷせなんだのがそもそもの間違いじゃ」

「あんな弾だん幕まくの真ん中で取れるかっ！」

「言い訳は聞かぬ。それよりさっさとこんてぃにゅーせよ。騎き士したるものが、わらわ一人に戦わせるものではない」

　孝太郎はゲームオーバーになったのだが、ティアのゲームはまだ続いている。ティアは画面の中の戦せん闘とう機きを巧たくみに操って、迫り来る宇宙からの侵しん略りやく者しやと戦い続けていた。

「………どうでもいいけど、お前がインベーダーと戦っている光景は何だか笑える」

「一人で戦わされていては笑うに笑えぬ。さっさとこんてぃにゅーせよ」

「ちょっと待て、両りよう替がえをしてこないと」

「両替えならしておきましたよ」

　コインの両替えをしようと立ち上がりかけた孝太郎の前に、ルースの手が差し出される。その手には多くのコインが握にぎられていた。

「助かります。後で返しますので」

「いえ、ご自由にお使い下さい」

「そういう訳には―――」

「いそげコータロー！　やられそうじゃっ！」

「はいはい」

　カチャン

　孝太郎はルースから貰もらったコインをゲーム機に投入すると、ティアと肩かたを並べてゲームを再開する。するとティアの操るピンクの戦闘機の横に、孝太郎の操るブルーの戦闘機が出現する。そして二機の戦闘機は協力しあって、宇宙からの侵略者達たちとの戦いを繰り広ひろげていった。










　それからしばし。二人は遂にゲームの最終局面を迎むかえていた。

「コータロー、合体攻撃じゃっ！」

「分かった、連射は俺おれがやる！　操縦は頼むっ！」

「任せよ！　わらわを信じてひたすら撃ち続けよっ！」

「りょおかいっ！」

　二人の巧みなコンビネーションが、敵の巨きよ大だいな宇宙戦せん艦かんに少しずつダメージを与えていく。体力自じ慢まんの孝太郎が延々と連射を繰り返し敵にダメージを与え、ティアの器用な操縦が敵の攻撃を華か麗れいに回避する。それぞれの長所を生かした、見事な戦いぶりだった。

　ちゅどーん

　やがて二人の努力が実を結び、敵の宇宙戦艦が大だい爆ばく発はつを起こした。

「おおっ!?」

「やったか!?」

　するとゲームの画面がエンディングのデモを兼かねたスタッフロールに切り替わった。そしてゲームの制作者の名前が次々と流れていく傍ら、ゲームを最後までやった人間に対する感謝と称しよう賛さんの言葉が表示された。

「やったぞティアッ、クリアしたぞっ！」

「ぬおおおおおっ、わらわ達の勝利じゃっ！」

　孝太郎とティアは流れていくスタッフロールとメッセージを眺めながら、大おお騒さわぎを始めた。画面を指さして喜んでいたかと思えば、それぞれ自分の手て柄がらを自慢したり。そんな二人の子供のような姿を、ルースは笑え顔がおで見守っていた。

「よし、そなたの皇家への貢こう献けんを称たたえて、褒ほう美びを取らす」

「褒美？」

「うむ。ジュースを買ってきてやる。いつも通りコーラで良いか？」

「ああ。今日は気前が良いな」

「家臣を褒ほめる時は褒めるのが、皇族としての務めじゃ」

「誰だれが家臣だ、誰が」

「そなたじゃ。今はそうでなくとも、やがてそうなる！」

　未いまだ興奮冷めやらぬティアは、勢いよく立ちあがると、あっという間にジュースの自動販はん売ばい機きに向かって走って行ってしまう。孝太郎には反論する暇は与えられなかった。

「やがてそうなる、か………」

　出会った頃ころから少しも変わらない、ティアの高圧的で上から目線の言葉。かつての孝太郎はその言葉に絶対に従うつもりはなかった。だが最近は違う。ティアが孝太郎を家臣にしたがる理由を知った為に、孝太郎の抵てい抗こう感は殆ほとんどなくなっていた。

　―――しかし………なんだろうな、これ………。

　そして今日、スキー場にやってきてから、孝太郎はティアから奇き妙みような違い和わ感かんを感じるようになっていた。ここ数日、ティアは何かに思おもい悩なやんでいる様子だった。それがスキー場に到とう着ちやくしたのを境にして、普段のティアに戻もどった。

　―――いつものティアなんだが………何かが、こう………？

　それは一見、普段通りのティアだった。言葉にしろ、行動にしろ、孝太郎には最近のティアと全く同じに見えている。しかし何ど処こかが、何かが違っているように感じられる。今のティアを見ていると、何な故ぜかそう感じるのだ。だがそれが何なのかが分からない。だから孝太郎は戸と惑まどっていた。

「どうかなさいましたか、サトミ様？」

　孝太郎の呟つぶやきを聞き付けて、ルースが孝太郎に話しかける。

「俺がどうこうじゃなくて………ティアの奴やつ、何かありましたか？」

　孝太郎は素す直なおに自分の疑問をルースにぶつけた。ルースならティアの変化に気付いているような気がしたし、その原因が何かのトラブルなら放っておきたくはなかった。

「………サトミ様は、何故そう思われるのですか？」

　しかしルースが孝太郎の質問への答えとして口にしたのは別の質問だった。そして何故かルースは軽く目を細め、嬉うれしそうに孝太郎に笑いかけてくる。

　―――やっぱり、何かがあったのは間違いないみたいだな………。

　ルースの笑顔を見てそう確信すると、孝太郎は素早く自分の考えをまとめた。

「なんというか………見た感じはいつものティアなんですけど………気配、かな？　それが何か少し、いつもとは違っているような気がして………」

　ティアは自動販売機にコインを投入してジュースを買っている。それはいつものティアと変わらない姿だ。しかし確かに何かが違っている。それは孝太郎にはうまく言葉に出来ない、非常に感覚的な違和感だった。

「御ご不ふ快かいですか？」

「いえ、柔やわらかい感じがするから不快ではないんですけど」

　孝太郎がそう答えると、ルースは満足げに大きく首を縦に振った。そしてその笑顔がワンランク上のものに変わる。

「そうですか………実はサトミ様、殿でん下かには個人的な悩みがあったのです。それが解消したのと同時に、心境に僅かな変化があった御ご様よう子すです」

「悩み………じゃあ、何か事件が起こったとかそういう事ではないんですね？」

「はい。事件ではありません。もっとも、殿下御ご自じ身しんとしては、事件だったのかもしれませんが」

「そうでしたか。それで………」

　孝太郎は再びティアの方を見る。するとその時、まるで孝太郎が視線を向けた事に気付いたかのように、ティアが孝太郎の方を向いた。

「コータロー、コーラはゼロカロリーのと身体に悪いのとがあるようじゃぞ」

「任せる」

「うむ、任された」

　ティアは笑顔を一つ残して自動販売機に向き直り、コインを投入する。そしてコーラを買ったティアは、三本のペットボトルを抱かかえて足早に戻ってきた。

「そらルース。甘くない紅茶がなかったから、日本茶にしておいたぞ」

「ありがとうございます、殿下」

　ティアはルースにペットボトルのうちの一つを手て渡わたした。言葉を交かわさなくても、ティアはルースの事を忘れてはいないのだ。

　―――しかしティアが違うというなら、ルースさんも少し違うんだよな………。

　ルースがティアにジュースを買いに行かせるなど、珍めずらしい事だった。ティアだけでなく、ルースにも小さな変化がある。そんな事を考えていた孝太郎の目の前に、ペットボトルが差し出された。

「コータロー、そなたはこれじゃ」

「おっ、悪いな」

　ティアが孝太郎に手渡したのは、砂糖を全く使用していない、ゼロカロリーのコーラだった。

「研修旅行じゃし、褒美じゃから、身体に悪い方を買おうかとも思ったのじゃがの」

　孝太郎はコーラは身体に悪い方―――砂糖を使用しているものの方が好きだった。孝太郎には、ゼロカロリーのものは後味が大分違っているように感じられるのだ。

「そなたもやがて人の上に立つ身じゃ。わらわと同じく、多少は健康に気を遣うべきじゃと思うてな、こちらを買ってきた」

　そして最後の一本、ティアのペットボトルは孝太郎と同じものだった。

「人の上に立つ身って………」

　ティアは孝太郎の身を、あるいは将来の家臣の身を案じて、ゼロカロリーのコーラを買ってきたのだ。

「不服か？」

　プシュッ

　ティアは自分のペットボトルを開けながら、孝太郎に笑いかける。

「あ～………」

　孝太郎は咄とつ嗟さには答えが出てこない。不服に思う反面、不服ではないと思う気持ちもあった。そしてそんな孝太郎よりも先に、ルースが口を開く。

「不服でございます。殿下、何故わたくしだけ仲間外れなのでございますか？」

「ルースはコーラが苦手であろう？」

「殿下が買ってきて下さるなら、わたくしも同じものが良かったです」

「んもうっ、待っておれ！　すぐに買って参る！」

　ティアは自分のボトルをルースに押おし付つけると、自動販売機に戻っていく。それを眺めていた孝太郎だったが、やがて彼かの女じよ達たちから視線を外して自分のボトルを開けた。

　―――なんだか、どうでも良くなってきた………。

　ティアとルースにどんな変化があったにせよ、心配する必要はない。二人の呑のん気きなやりとりが、孝太郎にそう確信させたのだ。

「ホレ、そなたの分じゃ」

「ありがとうございます、殿下。頑がん張ばって飲みます」

「何かが根本的に間違っている気がするが………まあ、いいじゃろ」

　二人の会話を聞きながら、孝太郎はコーラに口を付ける。しばらくゲームを続けて渇かわいた喉のどには、よく冷えたコーラは心ここ地ち良よかった。










「ところでこっちの日本茶はどうするのじゃ？」

「せっかく殿下に買って頂いたので、あとでゆっくり飲みます」

　孝太郎がコーラの大半を飲み終えた頃。何気なく周囲を見回した孝太郎の目に、ゲームコーナーの入り口を通り過ぎていくゆりかの姿が映った。

「………あいつ、こんな時間に何ど処こへ行くつもりだ？」

「どうした、コータロー」

「それが、ゆりかが外へ出ていくつもりらしいんだ」

　孝太郎の位置からゆりかが見えたのはほんの数秒の事だったが、彼女が厚着をして丸く着き膨ぶくれていたのを確かに見た。ホテルは全館で暖だん房ぼうが効いているので、いくら寒がりのゆりかでもあそこまで着膨れる事はない。だからゆりかがあの格好をしているという時点で、外に出ていくという事を意味していた。

「こんな時間にでございますか？」

　ルースがゲームコーナーに据すえ付けられている時計を見上げる。時計の針は既すでに九時半を回っており、消灯の時間が近付きつつあった。

「妙みようだな………ちょっと話を訊きいてくる」

　寒がりのゆりかが外へ出るというだけで妙な話だった。嫌いやな予感がした孝太郎は、残ったコーラを一気に飲み干すと、すぐにゲームコーナーの出口に向かった。

「ルース、わらわ達も参るぞ」

「はい、殿下」

　ティアとルースもそれに続く。こうして三人は一いつ緒しよになって、ゆりかの後を追った。










　孝太郎達がゆりかに追い付いたのは、二階から一階へと続く階段の踊おどり場ばでの事だった。

「ちょっと待てゆりか、お前こんな時間に何処へ行くつもりだ？」

「里さと見みさん!?」

　突とつ然ぜん呼び止められ、ゆりかは目を丸くする。

「どっ、どこってっ、何処にも行きませんよぉっ」

「嘘うそつけ。そんな格好でこんな場所を歩いてたら、こっそり外へ出ますって言っているようなもんだぞ」

「あうぅっ」

　厚着をして着膨れた身体。そしてエレベーターを使わずに、人目を避けるようにして階段を使っている事。それらから想像されるのは、ゆりかがこっそりホテルの外へ出ようとしているという事、そしてそれが結構な長時間に亘るという事だった。窓の外に物を落としたから拾いに行く程度の事なら、コソコソする必要などないのだから。

「ゆりか様、どちらへ行かれるつもりだったのですか？」

「事と次し第だいによっては、手伝ってやらなくもないぞ。話してみよ」

「え、えっと………それは………」

　ルースとティアにも問われ、ゆりかは答えに窮きゆうした。そして必死に頭を働かせた結果、言える事だけを言う事に決めた。

「じ、実は、真ま希きちゃんが居ないんですぅ」

「藍あい華かさんが？」

「はいぃ。だから、こっそり捜しに行こうと思って………」

　戦いで負った傷を魔法で癒した後、ゆりかは真希の所在を捜し始めた。真希が何かをしようとしている事は分かっていたので、放ってはおけなかったのだ。

　しかしいくら捜してもゲレンデには真希の姿は見当たらない。そしてスキーの時間が終わっても、彼女はホテルに戻ってこなかった。だからゆりかは真希が今もホテルの外に出ていると判断して、改めて捜しに行こうとしていたのだ。

「お前一人でか？」

「は、はい。騒さわぎになっちゃうと困るし、一人の方が、その………」

　真希の不在をクラスメイトや先生達たちに伝えると大騒ぎになってしまう。また、一人なら魔法を使って捜す事も出来る。そして再び真希との戦いが起こる場合もある。だからゆりか一人で行くのが、色々な意味で正しい選せん択たくだったのだ。

　―――あうぅっ、どうしようっ、また里見さんに怒おこられますぅ～。

　だがゆりかはそれを口にする事が出来ない。孝太郎の事だから、ゆりかが一人で行く事を絶対に心配する筈はずなのだ。普通の女の子が夜の山に入るのを、黙だまって見過ごすような男ではないのだ。ゆりかは孝太郎からいつものように怒ど声せいと拳げん骨こつが飛んでくるのを恐おそれ、両目をぎゅっと閉じて首を竦すくめた。

「なるほど、そういう事か。ゆりか、良い思い付きだ」

「………あ、あれ？」

　だがゆりかが恐れていた怒声や拳骨は、いつまで経っても飛んで来なかった。ゆりかは怪け訝げんそうに片目を開く。すると目の前には笑顔で頷うなずく孝太郎の姿があった。

「確かにこの状況なら、お前が適任だな」

「さ、さとみさん？」

　いつもとは全く違う孝太郎の反応に、ゆりかは酷く驚いて目を丸くする。

　―――なんでっ!?　どうしてですかぁっ!?

　この時のゆりかの驚きは尋じん常じようではなかった。自分の目と耳がおかしくなったのではないかと疑ったほどだった。

「どういう事じゃ？　ゆりかが一人で山に入っても、マキを見付けられる筈がなかろう？」

　その疑問はティアも同じで、ゆりかに代わって孝太郎に尋たずねた。その後ろにいるルースはゆりかに心配そうな視線を向けている。彼女も気持ちは同じだった。

「忘れたのか？　今のゆりかは本物の魔法が使えるんだ。だから警察に言って捜そう索さく隊たいを出だすよりも、絶対に早く藍華さんを見付けられる」

「そうかっ!!」

　ティアの目に理解の色が走った。

　ゆりかには孝太郎が持ち帰った魔法の杖がある。その力を使えば、大きな騒ぎになる前に事態を収しゆう拾しゆうできる可能性が高い。しかしその為にはゆりかの単独行動が必要になる。クラスメイトや教師が同行していては、魔法を使う事が出来ないからだ。

「ゆりか、先の暴言を正式に謝罪する。そなたの判断は正しい」

「申し訳ありませんでした、ゆりか様」

「い、いえっ、べつに謝あやまって頂かなくても………」

　ティアとルースが詫わびると、ゆりかは逆に恐きよう縮しゆくしてしまう。

　―――あ、あれっ!?　な、なにかへんですぅっ!!　みんな急にどうしてっ!?

　これまでとは全く違う展開だった。つい何日か前までは、誰もゆりかの言動を尊重してくれなかったというのに、今は三人とも正反対の反応を示している。おかげでゆりかの混乱は深まるばかりだった。

「しかしゆりか」

　そこで孝太郎の表情が厳しくなる。

　―――あうぅっ、やっぱり怒られるんだぁっ!!

　ゆりかは反射的に目を閉じる。持ち上げられてから落とされる。これまでも何度かあったパターンだった。

「俺おれ達たちにも相談しなかった事だけはマイナスだ。いくら魔法が使えても、夜の雪山に一人で入るのは危険だ。それに俺達になら魔法を見られても良い訳だしな」

　トントン

　目を閉じていたゆりかの頭に、孝太郎の大きな手が乗る。

「………え？」

　ゆりかは顔をあげて、そっと目を開く。そんなゆりかの目に映ったのは、相変わらず笑顔のままの孝太郎だった。

　―――ほ、本当に、怒って、ない………？

　多分、怒ど鳴なられたり叩たたかれたりした方が、ゆりかの驚おどろきは小さかっただろう。少しも予想していなかった方向へ転がり出した話に、ゆりかは完全に放心状態だった。

「よし、状況は分かった」

「さ、里見さん？」

　納なつ得とくした様子の孝太郎とは反対に、ゆりかはこの状況に全くついていけていない。

「ゆりか、俺が一緒に行ってやる。着き替がえてくるから、ちょっとここで待ってろ」

「は、はいぃ………」

　おかげでゆりかは状況に流されるままだった。

「コータロー、わらわも共に参るぞ」

「いや、それはまずい」

「何故じゃ？」

「藍華さんとゆりかと俺だけで、一年Ａ組の人間が三人も居なくなるんだ。これ以上居なくなったら、流石さすがに先生達も気付くだろう」

「そ、それもそうか………」

「殿下、わたくし達はここに残って、サトミ様達の不在を皆みな様さまに悟さとられないように工作するのがよろしいかと存じますが」

「分かった。ただし危ない時はすぐに連絡するのじゃぞ？」

「ああ！　ともかく着替えてくる！　ゆりか、焦あせって一人で行くんじゃないぞ！」

「は、はいっ！」

　踊り場にゆりか達三人を残し、孝太郎は階段を駆かけ上あがっていく。

　―――里見さんが褒めてくれた………しかも助けてくれるって………。

　その背中を見つめるゆりかには、未だにこうなった理由がよく理解できていない。理解できていないが、自分を取り巻く空気が変わりつつある事は感じていた。

　―――それになんだろう、この、嬉しい感じ………。

　孝太郎の頭の中では、ゆりかは未だにごく普通の女の子として認にん識しきされている。にもかかわらず、孝太郎はゆりかが魔法を使えると考えるようになった。

　―――なんだか凄すごく、ドキドキするこの感じは………なんなんだろう………？

　魔法少女としての務めを果たしながらも、普通の女の子として扱あつかって貰えている。しかもそれを手伝って貰えて、更には褒めて貰えている。

　それは孝太郎がゆりかをコスプレイヤーだと思い込んでいた事が引き起こした、運命の悪戯いたずらだった。ゆりかにとって、こんなに嬉しい事はない。これまでの苦労や無理解を差し引いても、高鳴ったゆりかの鼓こ動どうが収まる気配はなかった。










　ホテルを出て幾らも経たないうちに、ゆりかは着膨れて雪だるまのようになっていた防寒着を全すべて脱ぬぎ捨すて、魔法少女の衣装だけになっていた。雪が吹ふきすさぶ夜の雪山で薄うす着ぎでいる訳なので、いつもなら寒がって文句を垂れている筈だった。しかしこの時のゆりかは寒さを微み塵じんも感じさせず、その瞳を元気に輝かがやかせていた。

「里見さん、里見さん、ほらほら、次の魔法をかけますよ！」

「もう十分だって」

「そんな遠えん慮りよなさらずにぃ。次のは凄いんですからぁ♪」

「お前、さっきもそんな事言ってたぞ」

「いいからいいからっ！　え～～～～いっ！」

　ゆりかはにこにこと満面の笑みを振り撒まきながら、両手で『エンサイクロペディア』を頭上に掲げた。すると杖は赤と黄の光を同時に発し、孝太郎とゆりかを包つつみ込んだ。

「おっ、おっ、浮いてる浮いてる！」

「凄いでしょう？　リミテッドレビテーションって言うらしいですよぉ♪」

　二人の足は少しだけ地面から浮きあがっていた。まるで地上から五センチ上の位置に透とう明めいな板があって、その上を歩いていくかのようだった。

「空を飛ぶほどの力は無いみたいなんですが、こういう足場が悪い場所で使って、歩きやすくする魔法らしいです」

「へぇぇ、大したもんだ………」

　この魔法のおかげで、二人が歩くスピードは格段に速くなった。足が雪に沈しずむ事がなくなったので、二人の足取りは軽い。

「じゃっ、次の魔法いきますよー♪」

「ゆりか、もういいって。肝かん心じんの所で魔ま力りよく切れなんて困るだろう？」

　再び杖を頭上に掲げたゆりかを、孝太郎が止める。

　二人がホテルを出て以降、こうしてゆりかが魔法を使うのは実に十回に及およんでいた。今使ったばかりの浮ふ遊ゆうを始め、明かりや防寒、暗視など、ゆりかは夜の雪山を歩くのに便利と思われる魔法を次から次へと発動させていた。

　そんな状態だったので、孝太郎はこの杖が弱めの魔法を沢たく山さん使えるように作られていると知っていても、残りの魔力を心配せずにはいられなかった。

「大だい丈じよう夫ぶですよぉ。この杖、これだけ魔法を使っても、少しも力が衰おとろえませんから」

「だったら良いんだけどさ………」

　ゆりかは孝太郎以上に杖の事を理解しているので、孝太郎の心配が無用のものだと分かっている。また、ゆりかは無策に魔法を連発している訳ではない。沢山の小さな魔法を利用して体力を温存し、真希との対決に備えているのだ。加えて、こういう事をあらかじめ繰り返しておけば、真希と遭そう遇ぐうする前に孝太郎を眠ねむらせて、戦いに巻き込まないようにする事も難しくはない。

　ゆりかがあえて魔法を使ってみせる事には、こんな意味があったのだ。もっとも、嬉しさ余ってというのが半分以上を占しめていたのは事実なのだが。

「里見さん里見さん、次の魔法はどんなのが良いですかぁっ!?」

「ゆりか、そんなにはしゃぐなよ。危ないからちゃんと前を見て歩けって」

「大丈夫ですよーだぁっ♪　いくら私でも、ちゃあんと―――わぶっ」

　ゴイン

　その瞬しゆん間かん、ゆりかが雪道の脇わきにある針葉樹に激げき突とつした。

　ドサドサドサッ

　すると木の枝に降り積もった雪が、ゆりかの頭上から大量に降り注ぐ。

「言わんこっちゃない。そら、手を」

「す、すみませぇん」

　孝太郎は雪にまみれてその場に座すわり込んだゆりかに手を伸のばす。ゆりかは木に激突して赤くなった顔をしかめながら、孝太郎の手に掴まって立ち上がった。そして立ち上がったゆりかは、ばつが悪そうに身体に付いた雪を払はらい始める。

「なぁ、ゆりかよ」

「………なんですかぁ？」

「次の魔法なんだがな、その顔を治すか、濡ぬれた服を乾かわかす奴にしろ」

「ふぁい、そうしましゅうぅ………」

　孝太郎達たちの前でなら、自由に魔法を使えるようになったゆりか。しかしゆりかと孝太郎の関係は、このまましばらく据え置おかれるようだった。










　真希が魔ま物ものの魔力を辿たどって山の奥おくへと踏ふみ込んだのは、ゆりかとの戦いで負ったダメージの治療が終わってすぐの事だった。

　だが真希は占せん術じゆつが専門のダークグリーンほど探知系の魔法が得意ではなく、日が落ちる前に一度、魔物の反応を見失ってしまっていた。それ以降は魔物を探してあてもなく山中を歩き回っていたのだが、つい先ほど、再びその魔力を探知する事に成功していた。

「間違いない………この先にいるようね………」

　真希は魔法少女の衣装を身にまとっている。それは雪山を歩くには余りに軽装だ。しかし雪山の寒さが彼かの女じよを苛さいなむ事はない。真希もゆりかと同様に、幾つかの魔法で雪山の寒さを防いでいる。もちろん、その足取りは軽い。

「あそこ………あの洞ほら穴あなかしら………？」

　真希の向かう先には、山やま肌はだにぽっかりと口を開けている洞穴があった。穴の直径はおよそ三メートル程。人が十分に立って歩ける位に大きな穴だった。

　真希が使っている探知の魔法は、その洞穴の奥に大きな魔力がある事を告げている。真希はその洞穴が、目的の魔物のねぐらなのだろうと考えていた。

「………これは確かに大した魔力ね」

　真希が洞穴の入り口に立つと、探知の魔法を使わなくても、奥の方から肌はだにびりびりと魔力が伝わってくる。その魔力は強大で、味方に引き入れる事ができれば相当な戦力になる筈だった。しかしこの時同時に、真希にとって気になるものも伝わってきていた。

「………なんなのかしら、この感情………」

　真希は精神を操あやつる事に長たけた、藍色の魔力を操る魔法使いだ。そんな彼女だから、強大な魔力の波動の中に紛まぎれ込んでいる、特定の感情に気付いたのだ。

「これは………怯おびえ、かしら………？」

　真希が感じ取ったのは、洞穴の主と思われる存在の強い怯えの感情だった。その強い感情が、洞穴から溢あふれ出してくる魔力に大きなゆらぎを作り出している。それはさながら陸地に打ち寄せる波のようだった。

「センスエモーション、マナシールド、レジストマジック………」

　真希は洞穴の奥から溢れてくる強い怯えの感情に不ふ吉きつなものを感じながら、幾つかの魔法を発動させる。洞穴の奥にいる存在は真希ほどには強くないものの、無防備で対たい峙じするには危険な強さを持っている。最低限の準備は必要だった。

「さて、一体どんな奴が居るのやら」

　真希は杖の先に灯ともした魔法の明かりを頼たよりに、一歩ずつ慎しん重ちように洞穴へ入っていく。この洞穴は緩ゆるやかなカーブを描えがきながら、ほぼまっすぐに奥へ向かっている。おかげで奥を見通せないだけで、迷ったりする心配はなかった。

　カツン、カツン

　真希の靴くつのかかとが洞穴の床ゆかを叩き、耳みみ障ざわりな音を立てる。洞穴の中は、壁かべや床を問わず、その表面がほぼ全て氷に覆おおわれていた。そのおかげで真希の歩く音は何重にも反はん響きようして、洞穴の中に響ひびき渡わたった。

「この洞穴の主は、冷気を操る力を持っているようね………」

　そして周囲の氷は微びり量ような魔力を帯びている。氷は洞穴の主が魔力で生み出したものとみて間違いなかった。だから真希は洞穴を奥へ進みながら、追加で冷気への耐たい性せいを引き上げる魔法を発動させた。

『グ、グウゥゥゥゥウウゥゥゥゥゥゥ………』

　真希が洞穴に入って数十メートル程ほど進んだ頃だった。洞穴の奥の方から、獣けものじみた唸うなり声ごえが聞こえてきた。その声は周囲の壁に反響して、実際よりも遥かに大きな声に増ぞう幅ふくされている。響き渡る力強い声は、強力な魔力と一緒になって、真希の華きや奢しやな身体を大きく揺らした。

「どうやらすぐそこのようね」

　普ふ通つうの獣や人間なら、今の唸り声を聞けば怯えて逃にげ出していたかもしれない。しかし真希は逆に口元に笑えみすら浮かべて、歩くスピードを上げた。この程度の威い嚇かくなど、真希には通じなかった。

「いた！」

　真希が唸り声を聞いた位置から更に十数メートルを進むと、大きな広場に辿り着ついた。その広場は洞穴の中に広がる大きな空間で、およそ二十メートル四方の広さがあった。そしてその一番奥に、それは居た。

　身みの丈たけは二メートル程。身体はふさふさとした体毛に覆われており、色は白。人間のように直立して立っているが、そのシルエットは人よりも獣に近い。ライオンのような大型獣を無む理り矢や理り後ろ足で立ち上がらせたような姿をしている。そして一ひと際きわ目を引くのが、背中に生えている翼つばさ、そして頭だろう。それらはどちらもタカやワシを思わせる形をしていた。

　猛もう禽きん類るいの頭と翼を備え、二本の足で立って歩く白色の巨きよ獣じゆう。それがこの洞穴の主である、魔物の正体だった。その姿は、確かに伝説や神話の中に現れる、悪あく魔まか何かを思わせるものだった。

　力強く大きな身体、そしてその身に宿した魔力。真希の見立てでは、相当に上位に位置する魔物の筈だった。

『ギ、ギザマ、ダニヲジニギダ!!　オデヲゴロジニギダノガ!?』

　しかしその魔物は真希を見るなり後ずさる。上位に位置する魔物は、例え目の前に強力な敵が現れても滅めつ多たに怯える事はない。真希はこれまでに何度か上位の魔物と遭遇した事があったが、この反応は初めてだった。

　―――フォルサリアの古代語を喋しやべっているみたいだけど………。

　真希は魔物の反応に首を傾かしげながら、自らも魔物が使っているのと同じ言葉を使って話し始める。魔物の使った言葉は、真希のような高位の魔法使いなら、日常的に学んでいるものだった。

『落ち着いて。私はあなたと取り引きをしに来たのよ。できればあなたと使い魔まの契けい約やくを結びたいの』

　真希は素直に目的を話して聞かせた。

『ウゾダ！』

　しかし魔物はそれを一言で切り捨てる。そして彼かれは真希を睨にらみ付けながら、喉を鳴らして威嚇し始めた。

『グゥウウゥゥゥゥゥゥゥ、オオオォォォォォォッ!!』

『待って！　私は本当にあなたと使い魔の契約を結びに―――』

『ダマレッ！　ウゾヲイッデモワガル！　ヴァドラガゴゴニヂガヅイデイル！　ギザマハヴァドラノナガマダロウッ!?』

「ヴァドラ………？」

　魔物の口から真希には理解できない単語が飛び出してきた。話の流れからすると何かの固有名詞のようだが、この魔物の喉が人語を話すように出来ていない事もあって、真希にはそれが何を意味しているのかが分からなかった。

『ヴァドラとは何？　あなたは何に怯えているの？』

　魔物はその単語が示すものを恐れている。そしてそれが近付いてきている事に酷ひどく怯えている。この怯えを何とかしない事には、魔物を使い魔にするなど不可能なので、真希はそれが何なのかを知りたかった。

『ドボゲデモムダダッ！　オマエガラハ、ヴァドラノニオイガズル！　オマエノヤグメハ、オレヲゴゴニアジドメズルゴドナノダロウッ!?』

『ヴァドラの匂におい？　足止め？』

『ギダ！　ヴァドラガギダ！　モウヂガグニイル！　ゴロザレル！　ジグナルディンデ、オレヲホドボジニギダァァッ!!　ゴイヅヲゴドジデ、ニゲナグデワァァッ!!』

　だが、結局真希はそれが何を意味しているのかを知る事は出来なかった。怯えて狂きよう乱らんする魔物は、真希の質問に答える事なく、彼女に襲おそいかかっていった。










　孝太郎とゆりかが問題の洞穴に辿り着いたのは、真希がそこへ入っていった数分後の事だった。

　ゆりかは真希がこの山の中で魔ま法ほうに関かかわる何かをしようとしていると考えていたので、闇やみ雲くもに真希を捜す事はせず、山の中にある魔力を捜していた。その結果、真希が捜しているのと同じものを探知して、この場所へと辿り着いたのだった。

「ここか？」

「そうみたいですぅ。多分、この中に真希ちゃんが居ると思いますぅ」

　孝太郎は物もの珍めずらしそうに洞穴の中を覗のぞき込んでいる。ゆりかはそれを背後から眺ながめながら、そろそろ孝太郎を眠らせた方が良いだろうな、と考え始めていた。

　洞穴の奥には真希が居る。そうでなくとも、魔法に関わる何かが居る。孝太郎にはあくまで行方ゆくえ不明の真希を捜しに来たと思っていて欲ほしいので、洞穴に入る前に孝太郎を眠らせて、安全な所に隠かくすのが良い。

　ゆりかはそう判断して、杖を孝太郎に向けた。

「里見さん、中は暗いので、入る前に明かりの魔法をかけ直します」

「おう、頼たのむ」

　これまでに何度もゆりかに魔法をかけて貰っていた孝太郎は洞どう窟くつに背を向け、何の疑いもなくゆりかに近付いてきた。

　―――なんだか騙だますみたいで申し訳ないですけどぉ………これも里見さんの為ですからぁ………。

　孝太郎に杖を向けたゆりかは、杖の魔力ではなく自分自身の魔法を使うべく、呪じゆ文もんを詠えい唱しようし始める。人の精神に関わる魔法なので、安易に道具に頼らず、自分がきちんと扱える魔法で孝太郎を眠らせるつもりだった。

　―――どうせだから楽しい夢を見て貰おうかな？　里見さんとぉ、私とぉ、桜庭さくらば先せん輩ぱいでぇ、どこかに遊びに行く感じのぉ………。

　ゆりかは自身の魔力に若じやつ干かんの願望と悪戯心を混ぜながら、魔法を編み上げていく。

「ディープスリープ・コンバインド・コントロールドリーム・モディファー・エフェクティブタイム・トワイス」

　眠りを誘さそう魔法と、夢を操る魔法。二つの魔法は一つの藍色の光になって、孝太郎を取り囲む。

「おおっ？」

　孝太郎は自分を取り囲んだ藍色の光を不思議そうに眺める。だがそれも一いつ瞬しゆんの事。すぐに魔法が効果を発揮し、孝太郎の意識は途と切ぎれた。孝太郎はゆりかの魔法を受け入れるつもりでいたので、呆あつ気けないものだった。

「おやすみなさい、里見さん」

　ゆりかは孝太郎に微ほほ笑えみかけると、その身体が倒たおれてしまわないように抱だき止とめる。

「わわっ!?」

　孝太郎の身体はゆりかが想像していたよりもずっと重かったものの、なんとか支える事が出来た。

「ふぅ………あとはどこかに隠してぇ、結界を張っておけばオッケーですぅ」

　ゆりかは眠ってしまった孝太郎の身体を抱き抱えたまま、あたりを見回す。すると洞穴の近くに大きな岩があるのが見えた。ゆりかはその岩の陰かげなら、孝太郎の大きな身体を隠しておけそうだと思った。

　だが、ゆりかがそこへ孝太郎の身体を運び込む前に、それは起こった。

　ズドンッ

　それはまるで、大たい砲ほうの砲ほう撃げきのような音だった。その音と同時に、ゆりかの目の前の洞穴から大量の雪が勢いよく吐はき出されてくる。そしてその吐き出されてきた雪の中に、真希の姿があった。

「きゃあぁぁぁぁっ!?　って、ま、真希ちゃんっ!?」

「虹にじ野のゆりかっ!?」

　すれ違ちがいざまの一瞬に、ゆりかと真希の視線が交こう錯さくする。真希はそのまま大きく跳はね飛とばされ、雪上に叩きつけられる。ゆりかは孝太郎の身体を抱いたまま、それをただ呆ぼう然ぜんと見送った。

『グオオオオオオオオアアアアァァァァァァァァッ!!』

　その直後、雪と真希とを追うようにして、洞穴から白い魔物が飛び出してくる。魔物は雪上に倒れたままの真希を襲うかに見えたが、ゆりかの姿に気付くと、空中でピタリとその動きを止めた。

『ガアアァァァァッ、ヴァドラァッ、ヴァドラアアァァァァァッ！』

　そして魔物は大きく翼を羽ばたかせ、まっしぐらにゆりかに突とつ進しんしていった。

『ゴドスゥッ！　ゴドスゥッ！　ヴァドラ、ヴァドラァッ!!』

　その両手が一瞬赤く輝いたかと思うと、魔物の両りよう腕うでに真っ白い吹雪ふぶきの渦うずが宿った。それは魔物が得意とする、氷の魔法だった。

「いけないっ!!」

　ゆりかは魔物の狙ねらいが自分達である事を悟ると、自分の身体で孝太郎を庇かばいながら、魔法の呪文を詠唱し始めた。

「クイックキャストッ・グレータープロテクショォォォォンッ!!」

　その魔法はゆりかが使える防ぼう御ぎよ魔法の中で、最強の防御力を誇ほこるもの。その黄色い輝きは、眠ったままでいる孝太郎の身体を包み込んだ。

『ジィネェェェェェェェッ!!』

　そこへ魔物の魔法が襲いかかってくる。魔物の腕を離はなれた真っ白い吹雪は、ゆりかと孝太郎の身体を包み込んだ。

「きゃああぁぁぁぁっ!!」

　吹雪に巻き込まれたゆりかが悲鳴を上げる。吹雪はゆりかの身体を包み込むと、急激にその密度を増し、氷の柱へと変化していった。そして何秒も経たたないうちに、ゆりかの身体を巨きよ大だいな氷の柱の中に閉じ込め、氷漬けにしてしまった。

　これに対して、眠ったままの孝太郎は僅わずかに冷気を浴びただけで済んでいた。ゆりかがかけた防御魔法と、彼女が咄嗟に孝太郎を突つき飛ばしたおかげだった。孝太郎は黄色い光に守られたまま、ゆりかから数メートル離れた場所に倒れていた。

「ゆ、ゆりか………」

　真希は身体を起こすと、ゆりかの閉じ込められた氷ひよう柱ちゆうを見た。ゆりかは目を見開いた状態で完全に凍こおりついている。生きているのか、死んでいるのかも分からない。突然のライバルの登場と危機に、真希はほんの一瞬だけ白い魔物の存在を忘れてしまっていた。

『ジネェッ、ジネェェェェッ！　ヴァドラァァッ！　ジィィィネェェェェッ！』

　だが真希が白い魔物の存在を忘れていなくても、この攻こう撃げきは避けられなかったかもしれない。狂乱し続ける白い魔物が繰り出した次なる攻撃は、あたり一帯を根こそぎ薙なぎ払わんばかりの、巨大な雪崩なだれだった。










　孝太郎達がホテルを出て行ったのが九時半ごろ。それから一時間半が過ぎ、ホテルに泊とまっている吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校の生徒達は消灯時間に差さし掛かかっていた。おかげで、ホテルのロビーにいる人間の数は大分少なくなっていた。

　そんな閑かん散さんとしはじめたロビーに、ティアはやってきた。なかなか戻って来ない孝太郎達が気になって、自然とこの場所に足が向いたのだった。

　―――コータローは………？

　ティアの目が孝太郎を捜す。戻ってくるなら、その前に連れん絡らくがある筈だ。孝太郎達は強力な通信機を持っているので間ま違ちがいない。だからこのタイミングで孝太郎の姿を捜しても見付かる筈はなかった。それはティア自身、重々分かっている事だった。

　―――馬ば鹿かじゃの、わらわは………んっ？

　だがティアは孝太郎の姿の代わりに、見知った少女の姿を見付けた。ティアは小さく微笑むと、その少女に近付いていった。

「サナエ」

　ロビーにいたのは早さ苗なえだった。早苗はロビーに備え付けられたソファーに座り、玄げん関かんの自動ドアを眺め続けていた。

『あれ？　どうしたの、ティア』

　早苗は一心に自動ドアを見つめていたので、ティアが声をかけるまで、ティアの存在には気付いていなかった。おかげで早苗は声をかけられた事に少々びっくりしていた。

「どうもせぬ。ただ、自然とここに足が向いてな」

　ティアはそのまま早苗の隣となりの席に腰こしを下ろした。しばらくの間ここにいて、早苗と話したい気分だった。

『ふぅん。あたしは孝太郎が帰ってくるのを待ってるの』

　早苗はぷっくりと頬ほおを膨ふくらませると、自動ドアを指さした。孝太郎を待っているという割に、早苗は不ふ機き嫌げんそうだった。

『帰ってきたら文句を言ってやろうと思って』

「何故じゃ？」

『面おも白しろそうな事に、連れて行ってくれなかったから！』

　早苗は不満を漏もらしながら、リズミカルに何度も自動ドアを指さした。孝太郎達が出発したのは、早苗がキリハにくっついて温泉に入っている時の事だった。早苗はそれが不満で、置いていかれたと腹を立てていた。

『ティアも何か言ってやりなさいよ？』

「わらわもか？」

『うん。ティアにだって、孝太郎に言いたい事の一つや二つあるでしょ？』

「あるにはあるが………」

　ティアは苦く笑しようする。確かにティアにも孝太郎に言いたい事はある。しかしそれを口にすると、早苗の意図とは違う結果になってしまいそうだった。

　―――いや、大きく見た場合は同じかもしれんの………。

　ティアと早苗がこの場所にいる理由。それは結局の所、同じものなのだった。

『その溜ため込んだモヤモヤをね、乙おと女めの気合いとドど根こん性じようで―――』

　ブゥーン

　玄関の自動ドアが開く。すると早苗とティアは同時にそちらに目を奪うばわれる。二人の会話は自然とそこで途切れていた。

「やっとついたねぇ、パパ！」

「もうすっかり深夜だなぁ………やれやれ」

「すぐにチェックインしてくるわ。少し待ってて」

　自動ドアから入ってきたのは、小さな子供を一人連れた、若い夫ふう婦ふだった。彼らはこのホテルの利用客のようで、そのままホテルのフロントに近付いていった。

　―――なんじゃ………ただの客か………。

　ティアは残念そうに肩を落とした。それはティアと早苗が期待していたのとは違う人々だった。

「サナエ？」

『………』

　ティアはすぐに早苗に視線を戻したが、早苗の方はそうではなかった。早苗は入ってきた三人の連れの家族の姿を、その目で追いかけ続けていた。若い夫婦、そしてその子供と思われる幼い少女。早苗には少しだけ、気になる組み合わせだった。

『………』

「どうした、サナエ」

『ティア………ご、ごめん、何の話だったっけ？』

　結局、早苗の意識がティアの方に戻ってきたのは、三人連れの家族がエレベーターの中に消えた後の事だった。

「かまわぬ。それよりどうしたのじゃ？　先さき程ほどの家族に気になる事でもあったのか？」

『ううん。ただちょっと、パパとママの事を思い出しちゃってさ』

　早苗が気にしていたのは、厳密には目の前を通り過ぎていった三人ではなかった。早苗は自分の両親の事を思い出していたのだ。おかげでいつも元気な早苗の笑顔は、僅かに曇くもってしまっていた。

「そうか。そなたはそうであったな………すまぬ、余計な事を訊いた」

『いいんだよ。それに、それだけでもないし』

「それだけではないとは？」

『うん………あの三人を見ててさ、思ったんだ』

　早苗の視線がティアから逸れ、ロビーの床に落ちた。すると早苗の笑顔のトーンも同じだけ落ちる。早苗の顔は笑顔のままだったが、酷く悲しげな笑顔だった。

『あたしには結けつ婚こんも子供もできないから………さっきのお母さんが、うらやましいな、って………』

　幽ゆう霊れいの早苗には、結婚も子供もありえない。いくら望んでも、決して家庭を持つ事は出来ないのだった。

「こ………ども………？」

　早苗の口にしたその一言が、ティアの胸に鋭するどく突き刺ささった。

　―――そうじゃ………わらわも、わらわもサナエと同じじゃ………。

　その衝しよう撃げきは大きく、まるでティアの足場を突き崩くずしてしまうかのようだった。

『ティア？　どうしたの、顔が真っ青だよ？』
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　心配そうにティアの顔を覗き込む早苗の声も耳に入らない。突とつ如じよとして胸の中に打ち込まれた深い絶望が、ティアの心を暗い闇やみの底へと引ひき摺ずりこんでしまっていた。

　―――わらわは異星人じゃ………!!　どれだけ愛そうと、どれだけ望もうと、コータローに新しい家族を与あたえてやれぬ………!!

　今後の努力次第で、ティアは孝太郎を家臣にする事が出来るだろう。場合によっては、恋こい人びとにする事も出来るかもしれない。そうなれば、あるいは結婚なんて事もありえなくはないだろう。

　だが、そこまでなのだ。異星人のティアには、その先はない。

　地球の人間とフォルトーゼの人間はよく似ているが、実際には別の生態系で発達した、全く別の生き物だった。近親種でさえ、一世代限りの交雑が限度となる。それが全く別の生き物同士となれば、子供が生まれる可能性は皆かい無むに等しかった。

　―――わらわは………一体、何をうかれておったのじゃ………異星人のわらわは、孝太郎にとって、喋る人形も同じじゃというのに………。

　生命の大原則、命を次の世代へ繋つなぐ事。ティアにはそれが出来ない。だからティアと孝太郎は、ごく普通のカップルたり得ない。

　それに気付いた時から、ティアの胸の中は凍いてついてしまっていた。まるでホテルの外で吹き荒すさぶ、吹雪にさらされたかのように。孝太郎を信じようと決めた時の覚かく悟ごや、その時から感じ始めていたあたたかい気持ちは、完全に凍りついていた。







地下牢から抜け出して　二月三日（水）







　ゆりかのかけた催さい眠みんの魔法は強いものだったが、流石に二度の攻撃に耐たえるほど強力なものでもなかった。そのため、孝こう太た郎ろうは雪崩に巻き込まれた時点で目を覚ましていた。

「どわああぁぁぁぁぁっ!?　なんだなんだぁっ!?」

　孝太郎の記き憶おくはゆりかが魔法をかける所で途切れている。その状態で目を覚ましてみれば、激しい雪崩の真まっ只ただ中なか。いくら気合いと根こん性じようで生きる孝太郎といえど、目を覚ました直後は完全にパニック状態だった。

　ガザザザザザァァァッ

　大量の雪に押し流ながされた孝太郎は、斜しや面めんを百メートル近く滑すべり落おちた所でようやく止まった。その身体はゆりかのかけた防御魔法により守られていた為ため、ダメージを受けたり、生いき埋うめになったりという事もなく、ただ単に斜面に投げ出されただけで済んでいた。

「と、止まった!?」

　孝太郎は両手で身体を起こしながら、頭を働かせる。

　―――ゆりかが魔法をかけ直そうとした時に、雪崩が起きたのか？

　肝心の部分を見ていないので、孝太郎はこの状じよう況きようをそんな風に解かい釈しやくした。

「そうだゆりかはっ!?」

　自分が雪崩に巻き込まれたのなら、一緒にいたゆりかも同じ目に遭あっている筈。その場に立ち上がった孝太郎は、すぐに首を巡めぐらせてゆりかの姿を捜した。するとそこで初めて周囲の風景が目に映った。

　そこは先程の斜面の下側に広がっている針葉樹の林の中だった。雪崩は林にぶつかったおかげでスピードを緩め、大事には至らなかったのだ。

「いたっ!!　ゆりかっ!!」

　そして孝太郎は大量の雪と木々の間に、二つのものを見付けた。一つ目は孝太郎がゆりかにプレゼントした杖つえ、『エンサイクロペディア』。もう一つは半ば雪に埋まった状態の人間の頭。この状況から、孝太郎はそれをゆりかだと考えた。

「待ってろっ、今助けてやるから！」

　孝太郎はすぐに走り出した。途と中ちゆうで雪上に落ちている杖を拾い上げ、そのままゆりかと思われる人間の頭の所へ駆けつける。

「この杖があって助かったっ！」

　孝太郎は杖をスコップがわりに使って、人が埋まっていると思われるあたりを掘ほり返かえしていった。杖は孝太郎の意思に応こたえて魔法を発動し、完全にスコップとしての役割を果たしてくれる。おかげで幾いくらも経たないうちに、孝太郎はそこに埋まっている人物を掘りだす事に成功した。

「これは!?　ゆりかじゃないぞっ!?」

　だがそれはゆりかではなかった。孝太郎が雪の中から掘り出したのは、ずっと捜し続けていた藍あい華か真ま希きだった。真希は完全に意識を失い、孝太郎の腕にぐったりと身体を預けていた。

「藍華さんっ!?　なんで藍華さんがここに!?　いや、そんな事は良い!!　藍華さんっ、藍華さんっ!!」

　孝太郎は真希を目覚めさせるべく、その身体を揺ゆすった。

「ぐうぅぅっ!!」

　するとその途と端たん、真希は苦しげな声を上げ、その整った顔を大きく歪ゆがめた。そんな真希の様子に孝太郎は慌あわてて揺する手を止めた。

「どうしたんだ藍華さん―――って、あっ………」

　その時、孝太郎は自分の手にべったりと血が付いている事に気が付いた。それは孝太郎自身の血ではない。真希の身体に触ふれた事で付いたものだった。

「藍華さん、酷い怪け我がを………」

　雪崩に巻き込まれた時に何かが身体を傷付けたのか、真希の脇わき腹ばらには大きな傷が刻まれていた。そこからは多くの血が流れ出していて、雪の上に赤い水みず溜たまりを作りつつある。このまま放っておけば、真希の命に関わるのは明白だった。

「よし、ティア達に連絡して、すぐに助けに来て貰もらおう」

　そう考えた孝太郎は、右みぎ腕うでにはまっているクランに貰った腕うで輪わを使ってティア達に連絡を取ろうとした。

『グオオオアアアアァァァァァァッ!!』

「なんだっ!?」

　しかし孝太郎の指が腕輪に触れる直前、獣じみた荒あら々あらしい咆ほう哮こうがあたりに響き渡った。孝太郎が咆哮につられて斜面の上、洞穴のあるあたりを見上げると、叫さけび続ける白い魔物と、その傍そばで氷柱に閉じ込められているゆりかの姿が目に飛び込んできた。

『ゴドスゥッ、ヴァドラゴドスゥゥッ、デデゴイィッ!!　ワガッデイルゾッ、マダイギデイルンダロウッ!?』

「あいつはっ!?　それにゆりかも!!」

　孝太郎は慌てて自分の目に意識を集中する。すると氷柱の中で凍りついているゆりかに重なるようにして、白い霊れい気きが動いているのが見えるようになった。死んでいればそこに霊気が見える筈はない。完全に凍りついていて、一見致ち命めい的てきな状況に見えるものの、ゆりかはまだ生きていた。

「ゆりかの奴やつ、あの化け物にやられたのか!?　でも、すぐに助ければ間に合う!!」

　孝太郎はゆりかを救い出そうと腰を上げかける。

「ううぅっ」

　だが、真希の呻うめき声が孝太郎の動きを止めさせた。

　―――ど、どっちを先に助ければ!?

　孝太郎の視線が、真希とゆりかの間で何度も彷徨さまよう。どちらを先に助けるのか、それは非常に難しい問題だった。

「すまんっ、ゆりかっ！　すぐに助けに来るからなっ！　待ってろよ！」

　しかし最終的に孝太郎は真希を選せん択たくした。真希の霊気はゆりかより弱まっており、出血も続いている。このままでは真希は確実に死ぬ。そんな真希を、孝太郎は放っておく事が出来なかった。










　藍華真希という少女は、フォルサリアの貧民街で生まれた。だが真希には、その街の名前が思い出せない。物心つくよりも早く、真希は両親の手で奴ど隷れい商人に売られてしまったからだ。

　だが、真希がその街の名前を覚えていない事は、誰にとっても幸運だっただろう。もし真希がその街の名前を覚えていたら、強大な魔法使いとなった彼女の手によって破は壊かいされていたに違いないからだ。それほどまでに真希は幼い頃の日々を呪のろい、またそこにいる人々を憎ぞう悪おしていた。

　奴隷商人に売られた少女がどんな扱いを受けるのか。それは現実の国だろうと、魔法の国だろうと大して変わらない。謂いわれなき暴力と悪意の渦。信じれば裏切られ、利用されるだけの日々。真希が嘘や策略を憎悪し、他人を絶対の力で従えようとするのは、そういう過か酷こくな幼年期を過ごしてきたからなのだ。

　だから真希には、この時の寒さに覚えがあった。疲つかれ果はてた身体は動かず、冷え切った手足の感覚はない。凍こごえるように寒いのは心だけであって、身体はもはや何も感じていない。散々痛めつけられた挙句、真冬の地ち下か牢ろうでゴミ屑くずのように死にかけている。奴隷商人から脱だつ走そうを企くわだてたものの、親友に裏切られて密告され、失敗に終わったあの日。今の真希が感じている寒さは、その時の地下牢の寒さによく似ていた。

　―――結局、この寒さの中で死ぬのね………。

　真希は苦笑する。だがもちろん顔はピクリとも動かない。それはあくまで心の中での事だった。

　奴隷商人の地下牢で死ななかったのは、先代のダークネイビーが真希の魔力に気付いて買い取ったからだ。にもかかわらず真希は、かつてと同じような寒さを身体に刻みながら死にかけている。

　―――でも、これでつじつまが合う。あの時私は、奴らに報復する力をくれと、願い続けていたんだもの………。

　先代のダークネイビーのおかげで、その願いは叶かなった。成長して魔法使いとなった真希は、奴隷商人とかつての親友に報復した。そして今、こうして元の寒さの中に戻った。真希にとっては、十分に納なつ得とくのいく運命だった。あの時の真希は、生きていたいと願った訳ではない。真希はあの時からずっと、騙し合い、裏切り合い、利用し合うばかりの世界に、疲れ果てていたのだ。

　―――あ、れ………？

　だがここで真希は、かつて死にかけていた時とは違う何かを感じ取った。身体の感覚が殆どなかったから、真希には最初それが何なのかが分からなかった。

　―――なに、これ………。

　だが時間が経つにつれて、僅かずつだが身体に感覚が戻り、それが暖かさである事が分かってきた。そしてそれを理解したのと同時に、すぐ近くに何かの気配がある事に気付いた。

　―――死体漁あさり？　それとも獣が食べに来た………？

　真希は死にかけた自分の傍にやってくるものなど、その程度しかいないと知っている。だからその気配を無視して、暖かさの方に意識を傾かたむけた。本当に死ぬ時ぐらいは、暖かさを感じていたかったから。

　―――これ………おなじものだ………。

　だが真希はそこで、自分が身を任せようとしている暖かさは、その気配が発している事に気付いた。そうなってやっと、真希はそれが死体漁りでも獣でもない事を悟った。暖かな何かが、真希の傍に居てくれているのだ。

　―――あなたも、さびしいの………？　私と、おなじ………？

　しかしその暖かな気配の中心には、一ヶか所しよだけ冷たく冷えた部分があった。それがどうしてなのか、真希にはよく分かる。真希自身がそうだったから。だから真希は、自分の中にある同じ部分を、そこに重ね合わせる。

　―――ずっと一いつ緒しよに居てあげられたらいいのに………。

　そうして二つを一つに重ねれば、少しはその部分も暖かくなるかもしれない。しかし真希は、その為の時間が殆ど残っていない事を知っている。それが真希には、残念でならなかった。










　真希が意識を取とり戻した時、最初に感じたのは男性の大きな声だった。

「息をしろっ、藍華さんっ！　死ぬんじゃないっ！」

　真希は声に向かって微笑もうとする。

　―――大丈夫、私はもう少し大丈夫だから、そんなに心配しないで………。

　だが顔が微笑んでくれたかどうかが分からない。息をしないと、ちゃんと笑えていないかもしれない。心配になった真希は呼吸を始めた。

「ごふっ、ひゅっ、ごふふぅっ」

　しかし傷付いた真希の身体は、うまく呼吸をしてくれない。真希は何度となく大きくせき込んだ。

「藍華さんっ!!　くそっ、この杖の魔法じゃ足りないのかっ!?」

「ぐふっ、ふっ、ふぅ、ふぅぅっ」

　せき込むたびに、真希は身体から力が抜けていくように感じる。それが声の主を悲しませていると分かっていたから、真希は懸けん命めいに呼吸を繰くり返した。

　―――なんだか………まえとちがう、な………。

　前に死にかけた時は、復ふく讐しゆうする為に必死で呼吸を繰り返していた。だが今の真希は、違う事の為に呼吸を繰り返している。それは真逆の行こう為いなのだが、理性があまり働いていないからか、真希はそれをおかしいとは感じていなかった。

「はぁ、はぁっ、はぁっ」

「そうだ、息をするんだ、藍華さんっ!!」

　真希の意識の底にあった、とても小さな何か。死にかけ、意識が混こん濁だくしたからこそ見付けだした、忘れ去られていた筈の何か。その何かが、今の真希を支えていた。

　―――これを裏切っちゃいけない。誤ご魔ま化かすのも、嘘もいけない。でないと私も、この人も、一人きりになってしまうから………。

　そうやって真希が生きようとしたおかげで、彼女の身体の中に酸素が巡り始める。それはやがて真希の意識を覆うもやを晴らして、彼女の普ふ段だんの人格を呼び醒さましていった。

「こ、ここは………？」

　突とつ然ぜん、夢から覚めたような感覚。完全に目を覚ました真希は、自分を取り巻いている環かん境きようの変化に戸と惑まどった。

　真希の最後の記憶は雪崩に巻き込まれた瞬間のものだ。しかし今目の前に広がっているのは、薄うす暗ぐらくて埃ほこりっぽい、恐らくはどこかの山小屋の風景だった。真希はそこに寝ねかされていて、天てん井じようからぶら下がっている小さな裸はだか電でん球きゆうを見上げていた。

「藍華さん!?　目が覚めたんだなっ!?」

　そうして瞬まばたきを繰り返す真希の視界に、他人の顔が割り込んできた。真希は電球の明かりが眩まぶしかったので、そうして明かりを遮さえぎって貰ったおかげで、瞬きの回数を減らす事が出来た。

「さとみ、こうたろう………？」

　完全に覚かく醒せいした真希の意識が、目の前の人間を認にん識しきする。

「そうだ、俺おれだっ！　しっかりしろっ！」

　里さと見み孝太郎。剣けんと魔法、更さらには死し霊りようを操る事が出来る人物。また、かつて何度となく真希を手玉に取った、油断のならない相手。

　真希の記憶が次々と警告の声を上げた。また、孝太郎と向かい合ったら働くように設定されている魔法が順番に働き始める。彼女にとって、孝太郎は純然たる敵なのだった。

「身体はどうなんだっ!?　大丈夫なのかっ!?」

「………ううん。駄だ目めみたい」

　だが真希は、懸命に彼女に呼よび掛ける孝太郎に笑いかけていた。それは演技でも苦笑でもない、真希自身の心の底から出てきた、ごく自然な笑顔だった。

　―――私はどうして、この男に笑いかけているんだろう………？

　もし真希の腕が動いたなら、自身の顔に触れていただろう。そうしたくなるくらい真希は自分の行動が理解できなかった。しかしその反面、感情は奇き妙みようなくらいにこの行動を受け入れていた。これでいいのだという強い感情が、真希の心を支配していた。

「自分で分かるの。この傷じゃ、助からないわ」

　真希はそう言いながら首を横に振ふった。真希は自分の傷をよく理解している。この若さにもかかわらず、彼女は多くの戦いに身を投じてきた歴戦の戦士だ。その豊富な経験が言っている。真希の負った傷は致ち命めい傷しようで、こうして目を覚ました事も、何かの偶ぐう然ぜんによるものでしかないのだ、と。

　―――ああ、だからなのかな………？

　孝太郎に対して、敵意が湧わかない訳。真希はそれを、自分がもうすぐ死ぬと分かっているからだと考えた。

「藍華さんっ、そんな風に言うなよっ！」

　真希の視界の中で、孝太郎の身体が緑色に輝いている。

　―――ああ、本気で心配してくれてるんだ………。

　孝太郎の激しい口調とは裏腹に、その身体を包む緑色の光は安定した輝きを放っている。孝太郎が嘘をついていない証しよう拠こだった。

　―――それにしても………ちっとも嘘をつかないのね、この男は………。また、上う手まく騙されてるのかしら………？

　真希が孝太郎と戦う為に用意した、嘘を見破る魔法。だがその魔法が反応した事は、これまで一度もなかった。

　―――それとも私の腕が鈍にぶったのかしら………。きっと、鈍ったんでしょうね。こうして無様に死にかけているんだもの………。

　孝太郎が嘘をついていないにしろ、何らかの方法で手玉に取られているにしろ、またしても真希の一人ひとり相撲ずもうだった訳だ。それが真希にはおかしくて仕方がなかった。

「藍華さん………」

　自身の死期を悟さとっても、真希は微笑んでいる。ここまでの苛か烈れつな人生が、彼女を諦あきらめさせているのだ。しかしそれを見つめる孝太郎は、笑う事も諦める事も出来なかった。

　―――この杖じゃ駄目だったか！

　孝太郎は手の中にある魔法の杖を強く握にぎり締しめる。孝太郎は先程、この杖を使って真希の治ち療りようを試みた。しかし結果は思わしくない。今も杖の治療の力は働いているのだが、それを上回る勢いで真希の生命力が弱まっていた。孝太郎には霊れい力りよくが見えているので、それが手に取るように分かるのだ。

　―――これじゃあ『青騎き士し』に運んだって間に合いっこない!!　一体どうしたら藍華さんを助けられる!?

　ティアの宇宙戦せん艦かん『青騎士』には、地球のものよりも格段に優すぐれた治療装置がある。だが魔法による治療すら受け付けないような、致命的な状態の人間を蘇よみがえらせるほどの力は備えていない。文字通りの意味で、『青騎士』の力は魔法ではないのだ。

「もう良いのよ、里見君。これが私の運命のような気がするの」

　真希は自分の死を受け入れていた。これまでの人生を振り返ると、この終わり方は決して悪くはない。誰かが心配してくれているというだけで、いい終わり方に思えるのだ。

　―――本気で心配してくれているかどうかが、イマイチ分からないことだけが心残りだれど………。

　だから真希は自分の運命を受け入れ、ただ静かに微笑んでいた。

「運命だと!?　こんなものが運命であってたまるかっ!!」

　孝太郎は大きな声で真希の言葉を否定する。孝太郎は過酷な運命と戦った少女を知っている。だからこそ、真希の死は孝太郎には受け入れられない。そして真希にも受け入れて欲しくなくて、孝太郎は更に声を張り上げた。

「俺はっ、俺はこんな運命を認めないっ!!　俺は絶対に―――」

　しかしその言葉の途中で、孝太郎はある事を思い出した。

「―――待った、運命だって!?　そうかっ、まだあれがあったっ!!」

　それは孝太郎に残された最後の手段。孝太郎にはまだ、真希の命を救う僅かな可能性が残されていたのだ。

「クランッ、クランッ！」

　孝太郎は右腕にはまっている腕輪を大おお慌あわてで叩きながら、クランの名前を呼んだ。

『どうしましたの？　こんな時間に』

　すると深夜にもかかわらず、腕輪からはすぐにクランの声が返ってきた。どうやら彼女はまだ眠ねむっていなかったらしい。その声を聞くと、孝太郎は表情を輝かせた。

「緊きん急きゆう事態なんだ！　剣がいる！」

『ちょっとお待ちなさいな。あと三分くらいでこっちの実験が一段落しますの。そうしたら―――』

「三分も待てんっ!!　緊急事態だって言っているだろう!?」

『待って待ってぇっ、ちょっと待ってぇぇぇっ!!　無む茶ちやしないでぇぇっ!!』

　孝太郎の言葉からどうするつもりなのかを悟り、通信の向こう側でクランが大おお騒さわぎを始める。だが孝太郎はその抗こう議ぎを無視して、腕輪に命令を下した。

「『揺り籠かご』っ！　俺の剣をよこせっ！」

『仰おおせのままに、マイロード』

『きゃああぁぁぁぁぁっ!!　待ってって言ってるのにぃぃぃぃぃぃっ!!』

　クランの意思を無視して、彼女の小型宇宙船『揺り籠』は動き始めた。この時、孝太郎の剣は『揺り籠』の研究室で実験中だった。だが、孝太郎の命令を受けた『揺り籠』は実験を強制終しゆう了りようさせ、孝太郎の居る場所へと剣の転送を開始した。

『おのぉぉれぇぇぇっ、ベルトリオォンッ！　あとで酷いですわよぉぉぉぉっ！』

「こぉぉぉぉいっ!!　シィグナルティィィィンンンンッッ!!」

　孝太郎はクランの抗議をものともせず、右腕を正面に突き出だした。するとその手の平の先、十数センチの位置に黒い円えん盤ばんが出現する。それは『揺り籠』と孝太郎の腕輪が連動して作り出した、時空の穴だった。

「さ………里見君、一体何を………？」

　真希は唖あ然ぜんとした様子で、その光景を見守っていた。

　空間を歪める魔法も多少は使える真希なので、その黒い円盤が別の空間同士を連結する時空の穴だという事は分かっている。しかしその穴からは全く魔力が感じられない。魔法を使わずに時空の穴を生み出すなど、真希には現実の事とは思えなかった。その驚きは真希に一時、傷の痛みを忘れさせた程だった。

『コールサイン確かく認にん、座ざ標ひよう軸じく固定、シグナルティン転送開始』

　そしてその穴の中に、一本の剣が忽こつ然ぜんと出現した。剣が穴の中に出現した直後のほんの一瞬、何かが爆ばく発はつする音や女性の悲鳴が聞こえたような気がしたが、孝太郎はためらう事なく出現した剣の柄つかを握り締めた。

『青騎士閣下、当艦かん「揺り籠」は、フォルトーゼの全国民にかわり、御おん身みの御ご武ぶ運うんと栄光をお祈いのり致いたします』

「………ありがとう」

　孝太郎が柄を握った瞬しゆん間かんから、剣は純白の光をまとって輝き始めた。同時に剣は膨ぼう大だいな魔力を放出し始める。その魔力はあたりを一気に埋め尽つくして、空間全体をびりびりと大きく揺さぶった。

　―――純白の魔力!!　あの時と同じ一〇六号室の力!?　でもあの時とはコントロールしているエネルギーのケタが違う!!

　その強大な魔力は、日常的に魔法を扱あつかっている真希ですら、驚きで声が出なくなるほどのものだった。

「いくぞっ、シグナルティンッ！」

　孝太郎は鞘さやに入ったままの剣を、時空の穴から引っ張り出した。そして孝太郎は右手で柄を、左手で鞘を握り締め、両目を閉じて剣に意識を集中しはじめた。

　―――アライア陛下、まことに私的な事情で申し訳ありませんが、剣の力をお借りいたします………。

　集中を終えた孝太郎は、両目を大きく見開き、両手を左右に動かし始めた。

　ジャキッ、シャララララァッ

　鍔つば鳴りの音が響く中、白銀に輝く剣の刀身がゆっくりと鞘から姿を現していった。それにつれて部屋に満ちる純白の魔力がどんどん強くなっていく。そして剣が完全に鞘から引き抜ぬかれた時、孝太郎はおもむろに叫んだ。

「シグナルティンッ、もしお前が本当に運命を切り開く力を持っているのならっ、この子の運命を切り開いてやってくれっ!!」

　次の瞬間、剣は爆ばく発はつ的てきな勢いで輝き始めた。孝太郎達のいる小さな山小屋は、カメラのフラッシュを焚たいた時のような閃せん光こうに包まれる。そしてその輝きは剣から溢あふれ出し、横たわったままの真希に流れ込んでいった。やがてそれは純白に輝く光の帯となり、孝太郎と真希を一つに繋ぎ合あわせた。










　シグナルティンが放出している魔力の一部が光に変へん換かんされて、孝太郎達がいる山小屋を満たしていた。その光は強く、孝太郎達の目にはただ白い光だけが映っていた。他に見えるものは何もない。しかしその光が二人を傷付ける事はなく、ただひとのそれに似たぬくもりが、二人を優やさしく包み込んでいた。

　―――なんだ………？

　その白く輝く何もない世界で、孝太郎は何かを見付けた。周囲は強い光に満ちていたから、それは孝太郎が実際に目で見たものではないのかもしれない。しかしそれは確かに光の中に存在していて、孝太郎の意識の中に明確な姿を描き出していった。

　―――小さな、おんなの、こ？

　それは傷だらけの幼い少女だった。その少女は散々痛めつけられた挙句、真冬の地下牢に放ほうり込まれて死にかけていた。

　―――私は、一体何を見ているの………？

　同じ時、真希も光の中で何かを見ていた。それは編みかけのセーターを抱かかえて泣き続ける、幼い少年の姿だった。

　孝太郎には、その少女に見覚えはなかった。真希にも、その少年に見覚えはなかった。だが、二人は同時にこう思った。

『待ってろ、俺が今すぐ助けてやるからっ！』

『大だい丈じよう夫ぶよ、私がずっと一緒にいてあげるから………』

　二人は別の人間だったから、使った言葉はそれぞれ別のものだった。

　しかしそこに込められた思いは、どちらも同じものだった。










　孝太郎が我に返った時、光は収まっていた。山小屋の埃だらけの部屋を照らしているのは小さな裸電球一つ。剣の刀身はぼんやりと光っているだけで、部屋全体を照らすほどの輝かがやきはなかった。

　―――藍華さんは!?

　すぐにそれを思い出し、孝太郎は横たわっている真希を見た。すると孝太郎の目に真希の白い肌はだが映った。ついさっきまで彼女の脇腹には大きな傷が刻まれ、沢たく山さんの血が溢れ出していた。しかし今はその傷が見当たらない。溢れ出して溜まっていた血もどこかへ消えてしまった。孝太郎に見えたのは、彼女の白い肌だけだった。

「うまくいったのか………よ、よかった………」

　孝太郎は大きく安あん堵どの息を漏らすと、シグナルティンの鞘を手に取った。孝太郎にはこの剣を使えば助けられるという確信があった訳ではなかった。だからこの時、孝太郎は本当に安堵していた。

　そしてこの時、真希も意識を取り戻もどしつつあった。しかしまだ真希は半分夢の中という状態で、横になったままぼんやりと山小屋の天井を見上げていた。

　―――私、今、何かとても大事な事を………？

　真希の胸の中には、何かとても大事な事があったという感覚が残っていた。しかしそれは記憶を伴ともなわない感覚だけのものだったので、数秒後にはその感覚は夢と同じように、心の中に溶とけて消えていった。

　シャキン

　そして真希は、孝太郎が剣を鞘に収めた音で我に返った。

「あっ………わ、私………？」

　その途端、真希の頭の中にこれまでの事が一気に流れ込んできた。魔ま物ものと遭そう遇ぐうして重傷を負った事、孝太郎がそれを治療しようとしてくれた事。そういった事が、どうして自分が今ここで横になっているのかを真希に理解させた。そんな真希が最初にした事は、自らの負った傷の具合を確かめる事だった。

「傷が!?」

　真希は自分の脇腹に触れた途端、酷く驚おどろいた。そこにあった筈の傷が完全になくなっていたのだ。また、傷から流れ出ていた筈の血液も消えてなくなっている。傷が消えてしまったので、もちろん痛みはない。全身を痺しびれさせていた寒さも感じない。それはまるで、怪我を負った事自体が全て夢であったかのようだった。それが夢ではないと真希に主張するものは、大きく裂さけた服だけだった。

「私、助かったの………？」

　真希は慌てて身体を起こすと、自分の服の脇腹に開いている穴を覗き込んだ。そこには真希自身の白い肌が覗いている。傷は本当になくなってしまっていた。

「そうらしいな」

「さ、里見君………？」

　驚いている真希の肩かたに何かがかけられる。それはスキーウェアの上着だった。魔法少女スタイルで寒そうな真希を心配して、孝太郎が自分の上着を脱ぬいで彼女にかけてやったのだ。そうされて始めて、真希は孝太郎の存在を思い出した。孝太郎の存在を忘れてしまうほど、真希は驚いていたのだ。

「ともかく、助かってよかった」

「………里見君が、助けてくれたんだよね？」

　真希の視線が、孝太郎の横に置かれているものに向けられた。

　ゆりかの新しい杖『エンサイクロペディア』。そして孝太郎の剣『シグナルティン』。この新たな二つの魔法の道具が真希を救った。そして一〇六号室の魔力を増大させた原因である事も、ほぼ間違いない。

　だが疑問は多い。それらを使って、孝太郎はいかにして真希を救ったのか？　また、それらの道具を得た経けい緯いは？　ダークネスレインボゥの魔法少女ダークネイビーとしては、目の前の魔法の道具には喉のどから手が出るほど欲しい情報が満まん載さいされていた。

「そう、なるのかな」

「里見君って、魔法使い、なの………？」

　だが今の真希はそういった事とは関係なしに、孝太郎に疑問を投げかけていた。藍華真希という少女自身が、里見孝太郎という人間を知りたいと思っていたのだ。

「違う」

　孝太郎はきっぱりと否定した。

　この時、真希の嘘を感知する魔法には変化は現れていなかった。ここでも孝太郎は嘘をついていない。だからダークネイビーとしては、そこで質問を変えるべきだった。冷静で合理的な質問の方法があるのだから。

「そんな筈ないわ！　だってさっきの、どうみたって普通じゃなかったもの！」

　しかし真希は食い下がっていた。真希の中の、真希である部分が、孝太郎の存在を理解したいと欲ほつしていたのだ。それは魔法少女ダークネイビーらしからぬ、冷静さも合理性も感じられない、感情だけが突とつ出しゆつした問とい掛けだった。

「本当に違うんだ。普通じゃないのは道具の方さ。俺おれは至って普通の高校生だよ」

　孝太郎は正直に話すつもりでいた。流石さすがにあれを見られては、誤魔化せる筈がない。孝太郎はその覚悟をして真希を助けたのだ。

「それはどういう事なの？」

「実は少し前に大きな事件があったんだ。ほら、俺達が演劇をやっていた時さ」

　演劇の当日に、クランがティアと孝太郎を狙ってやってきた。それが全すべての始まりだった。

　―――やっぱり演劇の時なのね………。

　孝太郎の話は、真希が推測した内容と一致していた。

「その事件を解決する手伝いをしてくれた人達がいて、その中に魔法を使える人が何人かいたんだ。この剣と杖は、その人達から貰って来たものなんだ」

　そう言いながら孝太郎は杖を真希に差し出した。真希が杖を受け取ると、孝太郎は軽く肩を竦すくめて苦笑する。

「だから多分魔法だろうとは思うんだけど、正確な所はよく分からないんだ。使い方は教えて貰ったけど、仕組みの方はさっぱりでね」

「そうだったんですか………」

　真希は頷きながら手の中の杖を調べていく。

　―――やはり術式はかなり古い………一〇六号室の魔力を制せい御ぎよしているのと同じで、古代語魔法のようね。しかし作られたのはそんなに昔じゃない………という事は、現在のフォルサリアとは直接関係のない、別の魔法使い達ということか………。

　フォルサリアでは再編された現代語の魔法を使うのが主流だ。しかし杖に込められている魔法はそれよりもずっと古い形式だった。するとかなり昔の時点でフォルサリアから別れた、別系列の魔法使い達が作ったものということになる。

　―――この杖、魔法の実行手順の殆どを、杖側が実行している。さっき彼が言っていた通りだわ。その仕組みと抱えている魔法の数が多過ぎるせいで、アーティファクト級の魔力を無む駄だ遣づかいしている。単独の脅きよう威い度は低い………けれど、ゆりかのような使い方をされると厄やつ介かいな訳か………。

　杖を調べた真希は、そこに秘ひめられた力をそう分ぶん析せきした。おかげでゆりかのパワーアップの全ぜん貌ぼうが真希にも読めてくる。ゆりかは魔法の威い力りよくが増えた訳ではないが、極きわめて戦い辛づらい方向に進化したのだ。

　―――そして剣もこの杖と同じで、剣の側が多くを実行している………。だから剣が強力でも、里見君自体はごく普通の人間。だとしたら、前の時もそれに類する状況だったという事よね………。

　真希の頭の中で孝太郎の人間像が大おお幅はばに修正されていく。そのおかげで、真希はかつての自分が、酷い空回りをしていた事を悟った。

　かつての真希は孝太郎が結界をすり抜け、早さ苗なえを連れていて、強力な魔法の剣をふるっていた事から、孝太郎は強力な魔法使いだと考えていた。結界をすり抜けて魔法の剣を生み出す強化術か変性術、そして幽霊を操る死霊術。それだけの力を備えていると思っていたのだ。

　しかし今の真希の推理は、全く逆の構図で展開されていた。まず敵の魔力に干かん渉しようする強力な魔法の剣があって、それが孝太郎に結界をすり抜けさせた。そして幽霊は自分の意思で従っている。真希が有り得ないと切り捨てた一番低い可能性の中に、真実が隠れていたのだ。

　―――そして私は、ありもしない嘘と陰いん謀ぼうを恐おそれた。私は目の前にいる人間を、まるで見ていなかったのね………。

　今の真希は孝太郎を恐れていない。不思議な事だが、強力過ぎる剣を目の前にしているのに、今のままでは勝てる訳がないと分かっているのに、真希は孝太郎に対する恐きよう怖ふがまるで湧かなかった。負ける時は痛そうだなと、僅かにそう感じる程度だった。

　―――なんだろう、この感じ………。どうして私はこんなに安心しているの？　今の状態で戦いを挑いどんだら、決して勝てない相手だって分かっているのに………。

　真希は混乱する。しかしその混乱も表層だけのものだ。真希の心の奥おく底そこは静かに落ち着いている。この状況に、納得しているのだった。

「へぷしっ」

　そんな時、孝太郎が大きなくしゃみをした。考え事に沈しずんでいた時の不意打ちだったので、真希は最初びっくりして目を丸くした。しかしそのすぐ後、ばつの悪そうな顔をしている孝太郎に気付き、真希は声を上げて笑い始めた。

「ふふふふふっ、あははははっ」

「笑うなよ。真ま面じ目めな話の最中なんだから」

　笑う真希の姿を見て、孝太郎が肩を落とす。恥はずかしさから、頬も僅かに赤い。

「ごっ、ごめんなさいっ。寒いんですよね？　このウェア、返しましょうか？」

　真希は詫わびの言葉を口にしたが、相変わらず楽しそうに笑っていた。そして口元に手を当てて笑いを噛かみ殺ころそうとしながら、自らの肩にかかっているスキーウェアの上着に触れる。孝太郎が大きなくしゃみをしたのは、薄うす着ぎの真希に上着を貸してしまったからなのだった。

「いらない。別に寒くないから」

「あっ………」

　その時、真希の視界の中で、孝太郎を包んでいる緑色の光が大きく揺らいだ。真希が使っている嘘うそを見破る魔法が、孝太郎の嘘を看破したのだ。

　―――里見君、私に嘘をついたわ………。

　真希はくしゃみを聞いた時よりも驚いていた。嘘や誤魔化しを何よりも嫌きらい、策略や裏切りを憎悪する真希。そんな真希だったから、孝太郎が嘘を言うのを聞いた瞬間、心臓がドクンと大きく跳はね上あがった。

　―――やっぱり、うそ、つくんじゃない………。そうよ、うそをつかないにんげんなんて、いるわけがないんだわ………。

　真希の心臓はドキドキと激しく脈打ち始める。胸の中心が熱く燃え上がるような感覚。それは真希にとって、初めての感覚だった。

「里見君、嘘が下手ですね？」

「嘘じゃない。日本男児は寒さには負けないんだ」

「負けたからくしゃみが出たんだと思うんですけど」

　この時、真希は微笑んでいた。先程までよりも、ずっとずっと明るい表情で。
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「ウッ」

「里見君、実は私、嘘をつく人って大だい嫌きらいなんです」

「そうか。じゃあいい友達になれそうだ」

「ほんとにそうですね。ふふふふふっ」

　真希は軽く首を傾かしげ、笑え顔がおの中にからかうようなニュアンスを込める。それはこれまで真希が誰だれにも見せた事のない種類の笑顔だった。

「ふふふっ、嘘をついて騙す人って、最低だと思うんですっ！」

　この時、真希は孝太郎に嘘を言われて嬉うれしかったのだ。

　それは本当に、真希にとって初めての感覚だった。誰かが嘘を言ったのが、こんなに嬉しかった事は初めてだった。

　―――この人の嘘は怖こわくない。怖くないよ、全然っ!!

　真希がそう感じる理由は、彼女自身にも分からない。分からないのだが、真希はそれでいいと感じていた。

「同感同感」

「ふふふふっ、あははははっ！」

　そして真希は、作動させたままになっていた魔法を終了させた。

「………里見君のうそつきっ！　だいっきらいよっ！」

「おりょ？」

　今の真希にはもう、孝太郎の言葉の真しん偽ぎを問う意味はなくなっていた。










　笑い続ける真希をしばらく眺めていた孝太郎だったが、やがて何かに納得したように頷いた。

「よし、大丈夫そうだな」

　真希への事情の説明は済み、彼女の身体も十分に回復しているように見える。孝太郎が次の行動へ移る時が来たのだ。

「藍華さん、杖を」

　孝太郎は真希に向かって手を差し出した。

「里見君？」

　真希が目を上げると、孝太郎は立ち上がった所だった。その表情は真しん剣けんで、瞳ひとみには強い意思が感じられた。

「杖を返してくれ。ゆりかを助けに行かなきゃならないんだ」

「ゆりかさんを助ける………そ、そういえばあの白い魔物っ！」

　真希は孝太郎からゆりかを助けると聞いて、ようやく今の状況を思い出した。

　使い魔まを得る為に山に登った事、白い魔物の抵てい抗こうにあった事、そしてゆりかが氷漬けになって捕つかまった事。

　真希はまだ、戦いの真っ只中にあったのだ。

「藍華さんも見たのか。それなら話は早い。俺はあいつをやっつけて、ゆりかを助けなきゃならない」

　孝太郎はそう言って山小屋の窓を見る。外は今も吹雪ふぶきが続いていて何も見えない。しかしその視線の先には氷漬けになったゆりかが待っている。

　―――まさか地球にもあんな化け物がいたとは驚きだが………。

　孝太郎は『シグナルティン』の鞘を強く握り締める。孝太郎が異形の怪かい物ぶつと遭遇するのは初めてではない。その経験からすると、十分に『シグナルティン』で戦える相手の筈はずだった。

「だから杖を返してくれ。多分、そいつも必要になると思うんだ」

　孝太郎の『シグナルティン』は強力な力を秘めている。しかし致命傷の真希を癒いやした事で、一時的にその力が衰おとろえていた。それを補うには『エンサイクロペディア』はうってつけの道具だ。孝太郎は剣と魔法、両方を使って戦うつもりでいた。

　―――杖を返す………？

　真希はダークネスレインボゥの魔法少女だ。だからこの場合、杖に呪いでも施ほどこして孝太郎に返すのがベストだっただろう。杖をゆりかに対する罠わなとして利用するのだ。

　しかし―――

「ねぇ、里見君」

　しかし、真希は杖を返さなかった。

「元気になった事だし、私も手伝ってあげましょうか？」

　そして真希は両手で杖を握り締めたまま、孝太郎に笑いかけたのだった。










　真希の主張はシンプルだった。

　孝太郎は魔法については素人しろうと。だから一人で剣と杖を両方扱うより、剣を使う人と魔法を使う人を、別々に用意した方が良い。

　それは至し極ごく当たり前の意見だった。

「―――って思うんですけど、どうかな？」

「どうかなって………」

　立場上、孝太郎はノーと言いたかった。普ふ通つうの女の子である真希を、戦いの場に連れていく事に抵抗があったのだ。しかし真希が言う事も分かる。不器用な自分が、剣と杖を同時に使いこなすというテクニカルな戦法を、上手くこなせるとは思えない。魔法を専門に使う人間を配置して、自分は剣に集中したいのは確かなのだ。

「悩なやむ里見君に、一つ朗報があります」

「なんだ？」

「私、体育の成績はＡでした。ちなみにゆりかさんはＥです」

　自信ありげに胸に手を当てる真希の姿に、孝太郎は決断した。

「よし、杖は任せるよ、藍華さん」

「本当ですか!?」

　真希は表情を輝かせる。

　―――実際、ゆりかが杖を持つより強そうなんだよな、藍華さんって………。

　真希は明らかにゆりかよりも身体の動きがいい。身体的な面に限れば、孝太郎には真希はゆりか以上に、魔法少女に向いているような気がしていた。

「その代わり、本当に危なくなる前に逃にげる事。そうすれば本当に危なくなった時に、俺も心おきなく逃げられるからさ」

　心配なのはむしろ、孝太郎の期待以上に頑がん張ばってくれそうだという事の方だった。だが折せつ角かく怪け我がから回復した真希を危険な目に遭わせたくはない。だから孝太郎は、危険の少ないうちに彼女に退いて貰いたかった。

「………うそつき」

「へっ？」

　しかし真希は素す直なおに首を縦に振ったりはしなかった。代わりに、じとっとした疑ぎ惑わくに満ちた視線を孝太郎に向けて投げかけていた。

「里見君、危なくなっても逃げないでしょう？」

「そんな訳あるか。とっとと逃げるって」

　孝太郎は慌てて首を横に振る。

「嘘ですよ。里見君は、ゆりかさんを助けずに逃げる筈がありません」

　真希はもう嘘を見破る魔法は使っていない。しかし真希には分かっている。孝太郎は決してゆりかを置き去りにして逃げたりはしない、と。

「藍華さん………」

　孝太郎には返す言葉がなかった。本音は真希の言う通りだったから。

「こうなったら一いち蓮れん托たく生しようですよ」

　真希は両手で杖を握り締め、大おお真ま面じ目めな顔でまっすぐに孝太郎を見た。

「覚かく悟ごを決めて下さい、里見君。私は絶対に貴方あなたを一人にしませんから。そのかわり――」

「分かった分かった。君の事は俺が守る」

　結局、孝太郎の方が折れた。ゆりかを助け出す最良の方法は、孝太郎と真希が完全な意味で協力しあうしかない。孝太郎はそんな風に思った。

「………なんだか、プロポーズみたいですね。ふふふふっ」

　すると真希はやけに嬉しそうに目を細める。それがどんな意味なのかはよく分からなかったが、その時の笑顔がゆりかのそれに重なって見え、孝太郎は思わず語気を強めた。

「馬ば鹿か野や郎ろう、真面目にやれ、真面目に」

「は～いっ、隊長っ！」

　真希は孝太郎に笑いかけながら、おどけた調子で敬礼してみせる。

　こうして孝太郎と真希という、不思議なチームが結成されたのだった。










　孝太郎が真希を連れて逃げ込んだ山小屋は、例の洞ほら穴あなからそう遠くない位置にあった。その先にある送電線が建設される時に使われていたものなので、今はもう誰も訪おとずれる事のない、寂さびしい場所だった。

　その為、洞穴に向かう孝太郎と真希の他には誰の姿もない。孝太郎と真希は、雪や風が激しく吹ふき荒すさぶ中を、二人だけで進んでいた。

「ところで藍華さんはどうしてこんな山の中に来てたんだ？　ゆりかの奴、すごい心配していたぞ？」

「ああ、それはですね、例の白い魔物のせいです」

　しかしこの時の二人には、冬の山を歩く時の雰ふん囲い気きはなかった。それは真希が発動させた魔法のおかげだ。二人は吹き付つける雪や風、きつい斜しや面めん、歩きにくい足場、暗い視界、下がる一方の気温といったものをまるっきり無視して、春先のピクニックのような雰囲気で歩いている。それは冬の登山を知る人間がみれば、怒おこりだしそうな姿だった。

「あいつに捕まったのか？」

「あぁ～、え～とぉ、まぁ、似たようなものです」

「そうか。そいつは大変だったな」

「………正確には、捕まえに来たんですけどね」

「なんて言った？」

「里見君達たちが来てくれなかったら危なかったって言ったんです。あの魔物はすっごく凶きよう暴ぼうで、見境なしに人を襲おそっているみたいだったので」

「そうか。それなら今は危なくないように気をつけよう」

「そうしましょう」

　二人は斜面の上の様子を警けい戒かいしながら、慎しん重ちように登っていく。魔法の力によって雪山自体を相手にしなくていいので、その分だけ二人の心には余よ裕ゆうがあった。おかげで二人は魔物とゆりかだけに集中する事ができた。

「さとみくんっ！」

「わっ」

　バフッ

　そうして二人がしばらく斜面を登った時、突然真希が孝太郎に抱だきつき、そのまま雪の斜面に押おし倒たおした。

「どっ、どうした!?」

「しっ!!　………見えませんか!?　あそこ!!」

　真希はそのまま孝太郎の口を左手で塞ふさぐと、その耳に小声で囁ささやきかけながら、右手で斜面の先を指さした。

「ん～！」

　真希の指さす先、斜面の頂上付近には、問題の白い魔物の姿があった。その近くには凍こおりついたままのゆりかの姿もある。真希はいち早くそれに気付き、白い魔物が気付く前に、孝太郎に動きを止めさせたのだった。

「放しますよ」

「んー」

　孝太郎が魔物に気付いたのを見計らって、真希は孝太郎の口から手を放した。

「ぶはっ、助かったよ、藍華さん」

「どういたしまして」

「ゆりかは………」

　真希の下から這はい出した孝太郎は、真っ先にゆりかの霊力の状態を確認した。すると幸いな事に、ゆりかの霊力はすぐ死にそうな程ほどには衰えていなかった。それを知った孝太郎は、かくんと肩を落とした。

「やれやれ、大丈夫だったか………」

　真希を手当てしている間に死んだり、魔物に氷ひよう柱ちゆうごと破は壊かいされていないかと心配していたので、ゆりかが無事だと分かって孝太郎は大きく安堵の息をついた。そしてゆりかを助け出すチャンスが残っている事に、新たな闘とう志しを燃やし始める。

「それで里見君、これからどうしましょうか？」

「ん？　どうって？」

「このまま真っ直すぐ行くと、危ない気がしませんか？」

　真希はそう言いながら周囲を指し示した。そこは丁度、孝太郎と真希が雪崩なだれに巻き込まれて流されてきたあたりだった。ここまでは周囲に樹木が多いのだが、この先は林が途と切ぎれて剥むき出しの斜面が続いている。このまま進めば上からは丸見えだった。

「………絶対、何か仕し掛かけてくるだろうな」

「私はまた雪崩だと思いますけど」

「それは嫌いやだなぁ………」

　斜面を上がってくる孝太郎達たちに気付けば、白い魔物はまた雪崩を起こすかもしれない。真希が孝太郎を止めたのには、そういう意味も含ふくまれていたのだ。

「迂う回かいして登ってみます？」

「うーん………」

　真希の提案を受け、孝太郎は斜面の左右に目をやった。見た所、左右にはこの場所よりも多くの木々が生えている。迂回して登っていく場合、その分だけ身を隠かくす場所が増える事になる。すると同じだけ、白い魔物に発見される可能性も低くなるだろう。

「止めておこう」

　しかし結局孝太郎は迂回して登る作戦を止めにした。確かに迂回すれば魔物に見付かるリスクは減るが、少し上に登ったあたりからは相変わらず身を隠せるものがない。そこから先は大して変わらないのだ。

「だったらどうするんですか？　このまま手をこまねいていると、ゆりかさんが危ないですよ？」

「それなんだけど、あいつを何とかこの辺までおびき寄せられないかな？」

「おびき寄せる？」

　単純な孝太郎らしからぬ知的な提案に、真希は驚いて目を丸くした。

　―――里見君らしからぬ？

　そして同時に真希は自分の考えに呆あきれ、胸の中で笑い始める。真希が自分の勘かん違ちがいを悟り、孝太郎の実体に触れるようになったのはついさっきの事だ。にもかかわらず理解者ぶって、知的な作戦を孝太郎らしくないと考えている自分。真希には自分の変わり身の早さがおかしくてならなかった。

「ああ。その方が色々と良い気がするんだ」

　孝太郎はフォルトーゼにいた頃ころに、何度か大規模な戦せん闘とうに参加した事がある。その中では、おびき寄せるという作戦は常じよう套とう手しゆ段だんと言ってよかった。おかげで孝太郎の記き憶おくの中にも鮮せん明めいに残っていた。

　―――そうか。おびき寄せればこちらから奇きし襲ゆうできるし、虹にじ野のゆりかから引ひき離はなす事が出来る。考えたわね、里見君。

　孝太郎の意図を察した真希は、少し考えて自分の意見をそこに継つぎ足たした。

「じゃあ、あの魔物をおびき出して、ゆりかさんを先に助ける訳ですか？」

「えっ？」

　今度は孝太郎がびっくりする番だった。真希が口にしたのは、孝太郎が今まさに相談しようと思っていた事だったのだ。

「違うんですか？」

「あ、ああ、いや………確かにそうしたいんだけど、大丈夫かなって藍華さんに相談しようと思ってたんだ」

　孝太郎がそんな風に説明すると、真希は何かに気付いた様子で両手を打ち合わせた。

「そっか。どのくらい時間が稼かせげるか分からないから、魔物が戻ってくるまでにゆりかさんを助け出せるかどうか分かりませんよね」

「あ、ああ」

　真希の言葉は、またしても孝太郎が言おうと思っていた言葉だった。

　―――まただ………。藍華さん、俺の頭の中が見えてるのか？

　そんな真希の発言のタイミングの良さに、孝太郎はそんな愚ぐにもつかないような事を考えていた。

　そして驚く孝太郎をよそに、真希は頭を働かせ始める。

　―――助け出せていなかった場合、どうなるかしら？

　真希は手早く考えをまとめ、その内容を孝太郎に伝えようとする。その時の事だった。

「助け出せていなかった場合、あの魔物に俺達がゆりかを助けようとしている事を知られて、ゆりかが狙ねらわれるかもしれない」

　―――あらっ？

　今度は真希が言おうとしていた言葉を孝太郎が口にする。その内容が一言一句に至るまで全く同じだったので、真希は驚いて目を丸くした。

　―――里見君、私の頭の中が見えてるのかしら？

　そして真希もまた、孝太郎との感覚の一いつ致ちに戸惑っていた。

「だとしたら、おびき出してやっつける方が良さそうですよね」

「そうなんだ。どう思う？」

「ふふふ、どう思うって、今、やっつける方が良いって言ったじゃないですか」

「そうだった。すまん」

　孝太郎と真希の意見はおびき出して奇襲という方向にまとまりつつあった。

　仮におびき出している間にゆりかを助け出せたとしても、その後に三人で魔物と戦う可能性が高い。ならばおびき出して奇襲した方が、確実に勝てるのではないだろうか。それが孝太郎と真希の考えだった。

「………なんか攻こう撃げきの仕方が悪役っぽいのが気に入らんけど」

「私もです」

「だよな。小細工なんかしないで、正面からこう、ドーンと行きたいよな」

「でも、あのままゆりかさんの前にいられたら、どうしようもありませんし」

「仕方ないかぁ………」

「一いつ般ぱん人じんですもんね、私達」

「だよな………高望みはよそう」

　二人とも奇襲という攻撃方法には抵抗感があったのだが、結局ゆりかの安全を最優先して、奇襲攻撃を仕掛ける事に決めたのだった。










　真希が得意とする精神操作の魔法は、幻げん影えいを作り出す魔法と近い関係にある。このため幻影を作る魔法は、真希が比ひ較かく的てき得意な魔法だった。

　そこで真希は『エンサイクロペディア』の魔ま力りよくは使わず、自身に備わった魔力を振るった。その方が正確で強力な幻影を作り出す事ができるのだ。

「がんばれよー！」

　真希が作り出した幻影は、もう一人の孝太郎だった。その出で来き栄ばえは見事で、孝太郎は歩いていく幻影の後ろ姿に思わず声をかけたほどだった。そのうえ幻影は孝太郎の声に反応して、振り返って手を振ってくれた。

「うわっ!?　返事をしたぞ!?　気持ちわるっ!!」

　真希が作った幻影には僅かだが意識が備わっていて、自律式のロボットのようにある程度勝手に動いてくれる。幻影はここから一人で歩いていき、おとりの役目を果たすのだった。

「気持ちわるって、里見君はいつもあんな感じですよ？」

「俺はもっと男前だ。あんなに弱そうじゃない」

「そんな事ないですって。あんなですよ」

　幻影は真希の認識を元に作られている。そのため細かい部分が微び妙みように本物の孝太郎とは異なっている。真希の意識の中では、孝太郎は実物よりも僅かに細身で、美男子として認識されている。その分だけ日本男児びいきの孝太郎の好みからは外れていた。

「そうかなぁ………」

「そんな事より、準備をしましょう。里見君二号がここに魔物を連れてくる前に、色々やっておかないと」

　幻影についてあまり踏ふみ込んだ話をしたくない真希は、孝太郎をせかした。突つき詰つめていくと、幻影は真希の理想とする孝太郎像という事になる。あまり細かい話をして、そこに触れられては困るのだ。

「すまんすまん。俺はどこに隠れたらいい？」

「二号はここを走はしり抜けていく予定なので、そこの木の陰かげが良いんじゃないかと」

「了りよう解かいだ」

　ジャキンッ

　孝太郎は鞘から剣を引き抜くと、山道の脇わきにある木に近付いていく。幻影が山道を駆かけ抜けて行くので、直後にやってくる魔物に木の陰から斬きりかかるのだ。

「それと幾つか魔法をかけておきますね」

「頼たのむよ。今日は鎧よろいを着て来てないからさ」

「ふふ、魔法少女マキに、お任せください」

　真希は自信ありげに笑うと、孝太郎に杖を向けた。

「メイジアーマー。シールド。エレメンタルプロテクション………」

　そして真希は次々と呪じゆ文もんを詠えい唱しようしていく。基本的に杖の力を使い、真希自身が杖よりも強力な魔法を使える場合はそちらを使う。そうする事で最大限の効果を得ながら、真希自身の魔力を温存できる。

　―――この杖、思ったより遥はるかに便利かもしれないわね………。

　これまで一人で戦う事の多い真希だったから、こうして実際に使ってみるまではこの杖の真価は分からなかった。仲間が一緒なら、これほど便利な杖もない。やがて孝太郎は十数種類の魔法によって、全身が強化された。

「あとの魔法は、状況に応じてということで」

「了解だ。藍華さんもそろそろ隠れてくれ」

「はいっ」

　魔法をかけ終えた真希は、孝太郎から少し離れた場所にある茂しげみに向かう。彼女はそこから孝太郎を支し援えんする事になっていた。

「あっ!?　里見さん、二号が魔物に見付かったみたいです。攻撃されながら、こちらに向かっています」

　真希は孝太郎に警告しながら茂みに飛び込んだ。

「………やっぱり戦わないとならないのか………」

　孝太郎は魔物が吼ほえている姿と、彼かれが凍りついたゆりかの傍にいる姿しか見ていない。その二つの状じよう況きよう証しよう拠こと真希の証言から、魔物は凶暴だと考えて最初から戦うつもりではいた。それでも実際に戦うとなると、孝太郎は気が重かった。

「よし………」

　だがいくら気が重くても、ゆりかを放っておく訳にはいかない。覚悟を固めた孝太郎は木の陰から少しだけ顔を出して、幻影が走ってくる筈の山道の様子を窺うかがった。すると魔法が作り出した孝太郎の幻影と、幻影を追いかける白い魔物の姿が見えた。それを見た孝太郎は血相を変えた。

「藍華さんっ、まずいぞ！　あいつ空を飛んで二号を追ってる！」

　白い魔物は孝太郎二号の後方に浮うかび、上空から氷のつぶてを連射していた。孝太郎二号はその攻撃をかわしながら予定通りのコースを走ってきているのだが、一つだけ問題があった。魔物の飛んでいる高さが高過ぎて、孝太郎の剣がまともに届きそうになかったのだ。

「ホッピングキャロットッ！」

　真希の返事は新たな魔法だった。孝太郎の両りよう脚あしに黄色い光が宿る。それは孝太郎のジャンプ力を強化する魔法だった。

「それで多分届くわ！」

「やってみる！」

　孝太郎と真希の会話は短い。魔物が近付いているので、あまり悠ゆう長ちように喋しやべっている余裕はなかった。奇襲に気付かれては意味がないのだ。

　ザッザッザッザッザッ

　その少し後、まずは孝太郎二号が二人に近付いてきた。孝太郎二号は雪を踏む音や、走った時に蹴け散ちらす雪までを完全に再現しながら、孝太郎達の目の前の山道を駆け抜けて行く。

『ガアァァァァッ、グルゥゥゥゥアアアアアァァァァァッ!!』

　そしてすぐに幻影を追って白い魔物がやってくる。彼は精せい緻ちな幻影に完全に騙だまされていて、倒そうと躍やつ起きになっていた。

『ジネェッ、ジネェェッ、ヴァドラァッ、ジネェェェッ!!』

　魔物は何かを叫さけびながら、手の中に生み出した氷のつぶてを幻影に向かって発射する。高速で発射されたつぶては、その一部が幻影を貫かん通つうする事があった。

『ギガナイッ！　マボウガギガナイッ！　ヤッバリボンモノノヴァドラダァァッ！』

　魔物が冷静であれば、それが幻影だと看破する事も出来たかもしれない。しかし幻影を倒そうと躍起になっている魔物には、偽にせ物ものだと見破るほどの冷静さはなかった。

「今だっ!!」

　そしてそれは孝太郎にとって千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンスだった。魔物が幻影を追って目の前を通り過ぎた瞬間、孝太郎は思い切り地面を蹴けって上空の魔物に斬りかかった。

　ザンッ

『ガアアァァァァァッ!?』

　その孝太郎の一いち撃げきは、狙い通りに白い魔物の背中に生えている大きな翼つばさに命中した。その一撃で魔物は空中で大きくバランスを崩くずし、地面に向かって落ちていく。

「浅いっ!?」

　しかし孝太郎が舌打ちするのと同時に、魔物は翼を大きく羽ばたかせて軟なん着ちやく陸りくする。孝太郎の剣は魔物の翼を傷付けたが、翼が完全に使えなくなるほどのダメージには至っていなかった。

　作戦は完かん璧ぺきだった。魔物は孝太郎に無防備な背中を見せていた。しかしやはりジャンプからの攻撃が問題となった。慣れない魔法によって強化された為に、孝太郎は僅かに力加減を誤ったのだ。

「もう一度行けるかっ!?」

　孝太郎は空中でもう一度剣けんを構える。ジャンプの上じよう昇しよう中に仕掛けた最初の攻撃は中ちゆう途と半はん端ぱで終わった。しかし魔物は孝太郎に背中を向けた状態で着地し、無防備な姿を晒さらしている。孝太郎が着地後に上手く立ち回れば、そのまま二撃目を食くらわせられる位置関係だった。

　―――タイミングは微妙か!?　だがいけぇっ!!

　しかし魔物もそのままではいない。既すでに不意打ちのショックから立ち直り、これ以上攻撃を受けまいと防ぼう御ぎよと回かい避ひを始めている。二度目の攻こう撃げきが成功するかどうかは微妙な所だった。

「フォースフィールドッ！」

　そんな時、空中にいる孝太郎に向かって二つの魔ま法ほうが飛んだ。一つは攻撃を防ぐ為の防御魔法。もう一つは落下速度を自由にコントロールする魔法だった。しかし奇妙な事に防御魔法は孝太郎を守る為ではなく、孝太郎の近くに壁かべのように展開された。

「里見君っ、それを―――」

「ありがたいっ！」

　ガンッ

　孝太郎は防御魔法の壁を思い切り蹴りつけると、空中で僅かに方向転てん換かんし、落下する方向と着地地点を修正した。

「――――――――足場に使ってっ!!」

　孝太郎の行動は真希の助言よりも早かった。そして真希の続く行動も、自身の言葉が終わるよりも早く行われた。真希は孝太郎が飛ぶ方向に合わせて、孝太郎の身体を加速させる。それは真希が杖に命じて発動させた第二の魔法。落下速度を自由にコントロールする魔法の力だった。

「だああぁぁぁぁぁぁぁぁっ!!」
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　孝太郎が飛ぶ先、そこにはもちろん白い魔物の姿がある。孝太郎はそのままの勢いで思い切り剣を振り抜いた。

　ゴォォォッ

　孝太郎の意思に応え、剣の周りに衝しよう撃げき波はが宿る。ティアの鎧が作り出してくれるものよりも弱かったが、衝撃波は剣の攻撃範はん囲いと威力を引き上げてくれていた。

　ズドンッ

　孝太郎の剣が白い魔物に激げき突とつする。同時に剣に宿った衝撃波が解放され、白い魔物に襲いかかっていった。

『グゥゥゥゥウウウゥゥゥゥゥッ、ヴァドラァッ、ソゴニイダガヴァドラァァァッ！』

　しかし白い魔物もただではやられてくれない。身体の正面に発生させた分厚い氷の板が盾たてとなり、孝太郎の攻撃を受け止めていた。孝太郎の剣はそれを打うち砕くだいたが、その向こうにある白い魔物を傷付けるには至らなかった。

　―――やはりシグナルティンの力が弱いっ!!　思ったほどのダメージになっていないっ!!

　本調子の『シグナルティン』であれば、攻撃が命中すればその時点で魔物の体内の魔力と反発して、大きなダメージを与える事ができる。フォルトーゼで魔物と戦った時はそうだったのだ。しかし今はそうならなかった。二度攻撃しても、魔物がダメージを負った様子はない。剣の力は予想以上に弱まっていたのだ。

『ワガルゥ、ワガルゾォォォォ!!　ヴァドラァッ、ジグナルディンガヨワッデイルナァァァッ!?』

　ゴォッ

　白い魔物は口を醜みにくく歪めると、その太い腕うでを振るって孝太郎を攻撃する。

『ゴドスゥゥッ、イマスグゴドスゥゥゥゥゥッ！　ヂャンスゥゥゥゥッ、ヂャンスゥゥゥゥゥゥゥッ!!』

　その腕の先で、白く凍りついた鋭い爪つめが寒々しい光を放つ。

「里見君っ、そのままっ!!」

　攻撃は終わったというのに、孝太郎の身体が更に加速する。それはまるで孝太郎を地面に叩たたきつけようとするかのような、強い力だった。

「わかったっ!!」

　孝太郎はそのまま前転するようにして身体を投げ出す。真希が身体を加速させてくれたおかげで、白い魔物の爪は空を切った。

　ザザザザッ

　一回転した孝太郎は、足元の雪を蹴散らすようにして立ち上がる。その時にはもう、真希の新しい魔法が孝太郎を追いかけて来ていた。

「フレイムウェポンッ！」

　真希自身が発動したのは、孝太郎の剣を魔法の炎ほのおで包つつんで攻こう撃げき力りよくを引き上げる魔法。そして同時に杖に命じて発動させたのは、孝太郎の目に熱を見る力を与える魔法だった。

　突とつ然ぜん孝太郎の剣が炎を上げて燃え始める。同時に孝太郎の目に、周囲にあるものの中で、人間の体温よりも高い温度のものが赤く光って見えるようになった。一番輝いているのはもちろん孝太郎の剣だった。

　―――という事は、次に来るのは………。

　孝太郎にはもう次に何が起こるのかが分かっていた。だから孝太郎はその二つ先で必要になるものを叫んだ。

「藍華さんっ、最後は炎を上手く使ってくれっ!!」

「クイックキャスト・ダークネスッ!!」

　同時に真希の魔法が孝太郎達のいる一帯を暗くら闇やみに包み込んだ。すると白い魔物は突とつ然ぜん視界を塞がれて立たち竦む。しかし孝太郎には闇など関係ない。白い魔物の体温を頼たよりに、燃え盛る剣で攻撃すればいい。自分の剣と敵の位置ははっきり見えているし、熱の反射で地面も見えている。何も問題はなかった。

　ガンッ

　孝太郎の剣が白い魔物に激突する。しかしその手て応ごたえは固い。視界を塞がれた時点で、魔物は自らを守るべく、全身を氷の壁で覆おおっていたのだ。

　―――やっぱりこう来たか！

　孝太郎の剣は氷の壁を砕いたが、剣の刃はは魔物には届かず、その炎が毛皮を焼いただけに留とどまった。

『グオオオォォォォォォォォッ』

　バサァッ

　暗闇の中に居れば攻撃を受け続ける。それを嫌った魔物は、傷付いた翼を羽ばたかせて空中に飛び上がった。

「里見君、炎の使い方って、あんなもので良かったのかしら？」

「あんなものって、どんなだ？」

「あれです。ゆりかさんの真ま似ねをしてみたんですけど」

　目の前に飛び出してきた孝太郎に、真希は魔物の飛んでいく先にあるものを示した。

「なんなんだい、あれは？」

「雲です。といっても―――」

　真希が作ったのは、魔法で生み出した大きな雲だった。雲は暗闇の魔法の上空に浮かんでいたので、魔物は雲の存在に気付く前に、その中に飛び込んでいった。

「―――揮発性の高いオイルを霧きり状じようにして作った、特別製の雲ですけど」

　次の瞬間、焼やけ焦こげ燃え続ける魔物の毛皮を火種にして、雲は大だい爆ばく発はつを起こした。










　頭上の大爆発を見上げながら、孝太郎は奇妙な驚きに囚とらわれていた。

　―――しかし藍華さんって、本当に俺の頭の中が見えているのか………？

　孝太郎が驚いていたのは、爆発が起こった事ではない。今の一連の戦いの中での、真希の行動全てだった。

　真希は孝太郎がやろうとしている事を先読みして、孝太郎のやりたい事が実現できるように、魔法で道を作ってくれた。追つい撃げきしようとすれば足場を作り、敵の爪をかわそうとすれば身体を加速し、攻撃力が足りないと嘆なげけば剣けんに炎が宿った。そして最後は頭上に広がる大爆ばく発はつ。

　それは魔法の使い方が上う手まいとか、そういうレベルの話ではない。まるで孝太郎のやる事が分かっているとしか思えないほどの、的確なサポートだった。かゆい所に手が届くという感覚が一番近いだろう。おかげで爆発が起こる瞬間まで、孝太郎が魔ま物ものの攻撃を浴びる事はなかった。

　そして真希もまた、孝太郎と同じく驚きに囚われていた。

　―――里見君って、やっぱり私の頭の中が見えているんじゃないかしら………？

　真希が驚いていたのも孝太郎と同じ事だった。真希がやりたいと思った事を、孝太郎が先回りして全てやってくれていたのだ。

　無防備に着地した魔物に追撃ができると真希が気付いた時には、既に孝太郎は剣を構えていてくれた。爪をかわすのに自由落下が利用できそうだと思った時には、ろくな説明を聞かないうちに身を投げ出してくれていた。そして極めつけは一番最後。真希が孝太郎の剣に炎を宿らせたら、最後に炎を上手く使えと言ってきた。その結果が、オイルで作った雲。攻撃を嫌った魔物は無防備にそこへ飛び込み、大爆発が起こった。

　白い魔物は手も足も出ないまま、大爆発の真まっ只ただ中なかにいる。真希はそれを見上げていたが、魔物も爆発も、その心には届いていない。彼かの女じよが感じていたのは強い解放感。恐らく自由に空を飛んだとしても、ここまでの解放感は得られないだろう。やりたい事が望むままに出来るという感覚が、真希の心を解放している。ずっとこうしていたいと、思わせるほどに。

「なぁ、藍華さん、藍華さんって―――」

「ねぇ、里見君、里見君って―――」

　孝太郎と真希は同時に同じ事を切り出した。しかし同時に言葉を途切れさせる。

　―――そんな夢みたいな事はありえない。

　それは二人が同時に、そう思ったからだった。










　爆発が収まり、その名残なごりが風に吹き流された時。そこにはまだ白い魔物の姿が残っていた。しかしその白い身体は無残に焼け焦げ、全身を火傷やけどで黒く染めていた。魔物は傷付いた翼を羽ばたかせて着地する。もはや満まん身しん創そう痍いといった外見だが、その動きにはまだ力強さが感じられた。

『ゴドスゥ、ヂガラガヨワマッデイルウヂニィ、ヴァドラゴドスゥ！　ゴドザナイド、ゴドザレルゥッ！　ホロボザレルゥッ！』

「………里見君、まだやる気みたいだよ」

　真希はその姿を見て、両手で杖を構えた。

　―――また『ヴァドラ』か………あの魔物、一体何を恐れているのかしら………？

　真希は魔物の言葉が気になっていたが、問うても魔物は答えないだろう。そこで真希は疑問を頭から追い出し、戦いに意識を集中させた。

「逃げてくれた方が楽だったんだが………」

　孝太郎にも魔物の殺気は伝わってきている。孝太郎としては魔物に逃げて欲ほしかったのだが、魔物はどうしても孝太郎達を倒すつもりのようだ。仕方なく孝太郎はシグナルティンを両手で構えた。

「フレイムウェポン、フレイムプロテクト、エレメンタルシールド」

「藍華さん、また酷ひどい事考えてるだろ？」

「ふふ、それでもやってくれる里見君が好きよ」

「御ご期き待たいに添そいましょう」

　孝太郎の剣が再び炎を上げる。また、黄色い光が二重になって孝太郎を守り始める。それを見た魔物は牙きばをむき出しにして孝太郎を威い嚇かくした。

『グオオァァァアアアァァァァッ！』

「いくぞ、藍華さんっ」

「クイックキャスト・アクセラレーション」

　真希が魔ま法ほうの呪文を詠唱し始めたのと同時に、孝太郎は一気に前に出た。それに合わせて魔物も孝太郎との距きよ離りを詰める。剣が燃えているのを見た魔物は、孝太郎と距離を詰めての接近戦を選せん択たくした。下手に飛び上がればさっきのような事になる。魔物はそれを嫌というほど学習していた。

「乗ってきたか」

　孝太郎がそう呟つぶやくのと同時に、その身体を新たな魔法が包み込む。すると孝太郎の走る速度が急激に上がっていく。真希が使った魔法は、孝太郎の身体能力を強化する魔法だった。

『ジィネェェェェェッ!!』

　魔物もただ接近はしない。いくつも作り出した氷のつぶてを、マシンガンのように撃うち出してきた。そしてその弾だん幕まくに隠れるようにして、孝太郎を爪で狙う。

「おっとっ！」

　孝太郎はスライディングをする要領で氷のつぶての下を通とおり抜ける。するとそこへ両手の爪を振りかざして、魔物が襲いかかってきた。

「里見君っ、飛とんでっ！」

　バンッ

　孝太郎が両足に力を込めるのと、その足元で雪が隆りゆう起きするのは同時だった。本来は標的のバランスを崩す為に使われる、スネアトラップの魔法。真希はそれを孝太郎のジャンプ用のカタパルトとして利用した。孝太郎はスライディングの体勢から一気に魔物の頭上を飛び越こえる。おかげで魔物の両手の爪は空を切った。

『グググッ、ガガッダナッ！』

　しかし孝太郎に回避される事は魔物にとっては予測の範はん疇ちゆうだった。魔物はそのまま孝太郎を無視して突き進すすみ、後方にいた真希に襲いかかった。後方で支援している真希を先に倒すのが、魔物の狙いだったのだ。

『マズバオマエガラダァァァッ!!』

　その瞬しゆん間かん、孝太郎と真希の意思と言葉、そして襲いかかってくる魔物の咆ほう哮こうが複雑に絡からみ合あい、交こう錯さくした。

「藍華さんっ―――」

「クイックキャスト・フォースフィールドッ！」

「―――――足場っ！　それとアレを―――」

　孝太郎の目の前に足場となる防御魔法が出現し、孝太郎はそれを蹴りつけて空中で方向を変える。

「大丈夫っ！　もう―――」

『ジネェェェェェッ!!』

　しかし既に魔物は真希に接近しており、孝太郎の位置からでは到とう底てい間に合わない。魔物は殺さつ戮りくへの歓かん喜きで口元を歪ゆがめながら、真希に向かって大きく爪を振り被かぶった。

「――――――――――――――――使うんだっ！」

「――――――――やってるからっ！」

　その時だった。真希と魔物の間に、孝太郎が素す早ばやく割って入った。

『ヴァドラァァァッ!?』

　すると魔物は目の前に現れた孝太郎に素早く目標を切きり替かえ、全力で爪を振り下おろした。その強きよう靭じんな腕から繰り出される一撃は、唸うなりをあげて孝太郎に襲った。

『ナンダァッ!?』

　しかしその爪が孝太郎に命中した瞬間、爪は孝太郎の身体を素す通どおりしてしまった。まるでそこにいる孝太郎が、蜃しん気き楼ろうであるかのように。

「御苦労っ、二号っ！」

　その隙すきを突いて真希が魔物から距離をとった。それと同時に、魔物と向かい合っていた孝太郎が消きえ失うせる。それは最初に真希が操あやつっていた、細身で少し美男子風の孝太郎。幻げん術じゆつの魔法で作りだした偽物だった。これが戦いの最中でなければ、見破れたのかもしれない。しかしこのタイミングではそれは難しい。魔物は騙され、真希に距離を取られてしまった。

『グゾゥッ』

　魔物は諦あきらめる事なく、足元の雪を踏み砕きながら真希を追う。だが真希はそうさせまいと妨ぼう害がいの為に新しい魔法の呪文を詠唱し始めた。

「クイックキャスト・ファイアーウォール！」

『バガメェッ!!』

　魔物の目の前に突とつ然ぜん炎ほのおの壁が現れ、真希への接近を妨害する。しかし魔物は全身を分厚い氷で覆うと、迷わずその壁に突とつ入にゆうした。真希が魔法で作り出した炎の壁は、魔物が身体にまとった氷ごと焼き尽つくすほどの火力は備えていない。その結果、魔物は氷を溶とかされただけで、ほぼ無傷のまま炎の壁を突とつ破ぱしてしまった。

『グゥハハハァッ！　ゴンドゴゾジネェェェェェェッ！』

　魔物は真希の死を確信する。少女の小さな身体が、魔物が繰り出す強力な一撃に耐たえられる筈がない。そして孝太郎は炎の壁の向こうにいる。真希は結果的に、自ら援えん軍ぐんを絶ってしまったのだ。幻影も消え、もはや魔物を遮さえぎるものは何もない。真希の死は、もはや避さけられない筈だった。

『グアァァッ!?』

　が、しかし。

「………いくら火力が低くて、防御の魔法がかかっていても、普通味方に炎を突っ切らせるかね。しかも自分を囮おとりに使って………」

「ふふふ、最初に言ったじゃないですか。それでもやってくれる里見君が好きよって」

　魔物の爪が真希に届くよりも早く、魔物の背中に孝太郎の剣が突き立った。

　全ては真希と孝太郎の罠。

　火力を抑おさえた炎の壁を出し、魔物にあえて突破させる。すると魔物は真希が自分で援軍を絶ったと考え、孝太郎の存在を忘れて、真希だけに意識を向けるようになる。

　だが炎の壁の火力が弱い上に、孝太郎はフレイムプロテクトとエレメンタルシールド、二重の防御魔法で守られている。孝太郎は簡単に炎の壁を突破、まるっきり無防備に背中を晒している魔物に、易やす々やすと攻撃を命中させた。

　遡さかのぼれば孝太郎の剣に炎をまとわせたのもそうだ。もし魔物が炎の壁を突破せず、飛び上がって頭上から攻撃していたら、真希は危なかっただろう。そうしなかったのは、魔物が孝太郎の剣の炎を見て、上空にまた罠があるかもしれないと警戒した為なのだ。

　高度な魔法など何一つ使っていない。それは孝太郎と真希の完全な連れん携けいが生み出した、逃のがれようのない罠だった。

『バッ、バガナッ、ドッドウジデオレガッ!?　ゴロジダバズナノニ！　ゴロゼルバズナノニィィィィィッ!!』

　魔物に打ち込まれた『シグナルティン』は、体内の魔力に反発して、魔物の身体を塵ちりへと変えていく。

『オノレヴァドラァッ！　ヴァドラァァッ！　ヴァァドラァァァァアアァァァァッ！』

　いくら剣の力が弱まっていても、身体の中心まで打ち込まれてしまえば耐えきれはしない。魔物は僅わずか数秒で身体を全て塵へと変えた。塵は魔物の身体と同じく、穢けがれ無き白。そして塵は雪山の強い風にさらされて、あっという間に舞まい散ちっていった。







ポケットの中身　二月四日（木）







　翌日、真ま希きはホテルの自分の部屋で、ダークネスレインボゥの仲間達と連れん絡らくを取っていた。相室のクラスメイトは既にスキーに出で掛かけていたので、部屋には真希一人しかいない。だからこの時の真希は携けい帯たい用のものではなく、いつも自宅で使っている、同時に多くの人間と話す事が出来る魔法の道具を利用していた。

「確かに強力な魔物だったけど、最初から酷く怯おびえていて、使い魔の契けい約やくどころではなかったの。話しかけたら見境なく襲ってきたものだから、そのまま返り討うちにしたわ」

『ふぅん。真希、あんたにしては珍めずらしく、力ちから尽ずくの解決ね』

「話が通じなきゃ、何だって力尽くになるわよ」

『ごもっとも』

　真希は白い魔物について、多くを伏ふせたまま報告していた。話したのは魔物がやたらと怯えていた事と、最終的に殺した事のみ。一度やられて孝こう太た郎ろうに助けて貰もらった事や、ゆりかを助ける手伝いをした事などは報告していなかった。

『ネイビー、魔物が怯えていた理由は何なの？』

「さぁ、その辺はよく分からないわ。心当たりは、魔物が『ヴァドラ』という言葉を繰り返していた事ぐらいよ」

　結局、真希にも魔物が怯えていた理由は分からなかった。話は通じなかったので、魔物の独り言ぐらいしか情報源はなかった。この『ヴァドラ』という言葉も、そうした独り言の中から聞き取ったものでしかない。おかげでそれが名詞であるという以上の事は分からなかった。

『そう………。「ヴァドラ」か………聞き覚えのない言葉ね』

　紫むらさき色いろの服の少女が首を傾げる。彼女はダークネスレインボゥの少女達の中で一番知識が豊富な人物だが、彼女にもその言葉には聞き覚えがなかった。

『まあ、所しよ詮せんは魔物の一匹ぴき。そんなことよりも、レインボーの話をした方が良いんじゃない？』

　この話に飽あきてきたのか、赤い服の少女が魔物の話を早々に打ち切ろうとする。彼女にとっては戦いが全て。既に誰かに倒された者の話を続けるのは、彼女にとってまるで意味のない行こう為いだった。

「それもそうね」

　真希はそれに同意する。真希としてもそうして貰えるとありがたかった。白い魔物に関しては、伏せておきたい情報が多いのだ。他の少女達も異論はないようで、沈ちん黙もくを守っている。そこで真希は話を先へ進めた。

「あの部屋―――一〇六号室の魔力の増大は、ゆりかと里さと見み孝太郎が手に入れたアーティファクトが原因だったわ」

『アーティファクト？』

　赤い服の少女が目を丸くする。真希はそんな彼女にコクリと頷うなずいた。

「ええ。ゆりかは新しい杖を手に入れて、里見孝太郎は剣が強化されたようよ」

『ネイビーちゃん、ゆりかちゃんの新しい杖ってどんなの？　可愛かわいい奴やつだった？』

　新しい杖と聞くと、オレンジ色の服の少女が真っ先に食いついてくる。真希が新しい杖を作った時と同じような反応だった。

「あなたの期待には沿えないデザインだったわ」

『ええぇぇぇぇ!?　また真面目で古ふる臭くさい奴ぅ!?』

『ネイビー、その杖の能力は？』

「ちょっと変わった能力だったわ。そのせいで、単独では脅きよう威い度が低いのだけれど」

　真希はそう前置きして、ゆりかの杖について説明を始めた。

「ゆりかの杖は、魔ま法ほう使つかいではない者でも自由に魔法が使えるように作られているの。そのため魔法の実行手順の殆ほとんどを杖側が実行するし、発動できる魔法の種類も馬ば鹿かみたいに多くなっているの」

『それはかなり特とく殊しゆなタイプね』

「ええ。そしてそんな能力を与えられているから、一つ一つの魔法の威力は弱めになってしまっている」

『ネイビーちゃん、それってつまりぃ、全くの素人がそこそこの魔法使いになれる杖って事？』

「ええ。だから私達があの杖を使っても効果は薄うすい。二人分の活かつ躍やくができるようになる訳じゃない。せいぜい一人分半って所よ」

『意味ないじゃん。一対一なんて、やらないんだし』

「ないわよ。だから落ち着いていられるんじゃないの」

　真希はオレンジ色の服の少女に向かって笑いかける。もしゆりかの新しい杖が、使える魔法を数個に絞しぼってあったなら、今いま頃ごろ根本的な作戦の立て直しが必要だった筈だ。杖の魔力の総量が多いので、数個の魔法に絞って作られていれば、個々の力はずっと大きくなるのだ。しかしそうなっていないから、いかに魔力が大きい杖であっても、真希もこうして呑のん気きに話をしていられるのだった。

『じゃあ真希、里見孝太郎の方は？　あっちは武器の力が増したんでしょう？』

「ええ。基本的な能力は以前と変わらないけれど、その性能が大幅に向上しているようだったわ。前とは天と地ほども違ちがう。単独で戦って勝つ自信はないわね」

　以前真希が見たのは、エネルギーを固めて作った剣。今回見たものはそれと同じ能力を持っているようだったが、威力が段だん違ちがいだった。

『その割に、深刻そうには聞こえないけれど』

　赤い服の少女は、真希が孝太郎をあまり危険視していないような口ぶりである事に気付いていた。すると真希はその指し摘てきを素直に認めた。

「そうね、里見孝太郎に関してはあまり危険視する必要はないと思うわ」

『どういう事なの、ネイビー』

　赤い服の少女だけでなく、紫色の服の少女も真希の言葉に首を傾げた。

「今回接せつ触しよくしてみて分かった事なんだけど………どうやらゆりかと里見孝太郎は、明確な協力体制には無いようなの」

『ネイビーちゃん、協力体制にないって、仲間じゃないって事だよね？』

「ええ」

　真希は一度大きく頷いてから、困こん惑わく気味の六人の仲間達の顔を見回した。

「前の時はたまたま目的が一致していただけで、実際はゆりかはまだ里見孝太郎に正体を明かした訳ではないの。レインボゥハートは魔法の私的な利用を禁じているから、表立って協力体制を取れないのかもしれないわね」

『という事は、ネイビー』

　紫色の服の少女は、真希の言わんとしている事を悟さとり、真希の顔を見た。

「そうよパープル」

　真希は頷く。

「上手く立ち回れば、里見孝太郎とは戦わずに済むかもしれない、という事よ」

　ダークネイビーとしては、強力な敵と戦わずに済む。藍あい華か真希としては、里見孝太郎と戦わずに済む。二つの立場が競合しないで済むのは、真希にとって嬉しい事だった。

　そんな真希に、赤い服の少女は意地悪な笑えみを向けた。

『ふぅん、この間は殺すって息巻いていた癖くせに、やけにあっさりと籠ろう絡らく案に切り替えたものね？』

　先日の連絡では、真希は孝太郎を殺すと強い口調で繰り返かえしていた。その真希が簡単に孝太郎との戦いを放ほう棄きした。赤い服の少女としてはその心変わりの理由が気になったし、弄いじり甲が斐いのある部分でもあった。

　―――まずい………。

　だがそこは真希にとって、一番触ふれて欲しくない部分だった。真希自身にも心変わりの理由ははっきりとは分からない。命を救って貰ったから、などという単純な理由ではないのだ。ただ心のずっと奥おくの酷く曖あい昧まいな部分が、既に孝太郎の事を受け入れてしまっている。それを他人に説明するのは酷く難しいし、他人に踏み込まれたくない領域でもあった。

「私はあなたのように戦いが生き甲斐って訳ではないわ」

　そこで真希は一つずつ冷静に言葉を選び、ダークネイビーとしての理由を口にする。そこに藍華真希の理由が混入しないように、細心の注意を払はらう。

「戦えば負けると分かっている相手と戦わずに済むなら、それに越した事はないのよ。あなたのように負けても良いから戦いたいなんて思わないのよ、私は」

『これは手厳しい』

　バッサリと切り返され、赤い服の少女は苦く笑しようする。

『でもそうね、確かにその方が真希らしいわ。殺す殺すって息巻いてた今までの方が、らしくなかったのよ』

　彼女は真希が孝太郎に対する感情を改めたとは思っていないので、そこで追つい及きゆうの手を止めた。真希は孝太郎を憎にくんだままだが、戦う危険を避けた。そう考えての事だった。

　―――私らしさ、ね………。

　今のようにダークネイビーとして仲間達の前にいる自分。そして孝太郎と一いつ緒しよにいる時の自分。果たしてどちらが本当の自分であるのか。赤い服の少女の言葉を聞きながら、真希はそこが気になっていた。

『ネイビー、彼を味方に引き入れるとして………成功する可能性はどの程度と見込んでいるの？』

　考え事に沈みかけた真希を、紫色の少女の言葉が現実に引き戻した。真希は考え事を頭の片かた隅すみに追いやると、紫色の少女の言葉に気持ちを向けた。

「そうね………」

　真希は孝太郎の事を頭の中に想おもい描えがく。

　まっすぐで不器用で頑がん固こ。稀まれに嘘はつくけれど、他人の信しん頼らいを裏切らない男。真希の心の重荷を取り除き、解き放ってくれる唯ゆい一いつの人間。

　そうやって考えをまとめている間、真希は自分の顔が笑顔になってしまわないようにするのに細心の注意を払わなければならなかった。

「彼をダークネスレインボゥの構成員に出来る可能性は、それほど高くないと思うわ」

　孝太郎の性格からすると、ダークネスレインボゥの主しゆ旨しに賛同するとは思えない。どちらかといえばレインボゥハート側の考え方をする人間だった。

　また、できれば孝太郎はダークネスレインボゥとレインボゥハートの戦いからは遠ざけておきたかった。ダークネスレインボゥの仲間ではなく、藍華真希の友人のままでいて欲しかったのだ。

「でも、あの男は仲間は斬れないタイプよ。完全な仲間にする事が出来なくても、働きかけておけば戦いの時にこちらが有利になる筈だわ」

　色々と考えを巡めぐらせた真希が最終的に口にしたのは、ダークネイビーとしての言葉だった。それは真希の望みとは違うのだが、事実ではあったし、この言い方が一番仲間達を納なつ得とくさせられると踏んでいた。

　―――戦いの時だけでも里見君を部屋から遠ざけておければ、危ない目に遭あわせずに済む………。

　真希の狙いは、主にこちらだった。

『さぁすがネイビーちゃん。考えが深くてあくどいねぇ』

『私にはそういう小細工は性に合わないから、あんたがやりなさいよ、真希』

『ネイビー、そのあたりの工作は任せて大だい丈じよう夫ぶかしら？』

　幸いダークネスレインボゥの仲間達は真希の報告に疑問は感じなかったようで、六人全員が真希の意見を支持した。

「ええ。今回の一件で多少里見孝太郎の信頼を得たから、このまま私が工作をするのがベストでしょうね」

『なら、頼むわね、ネイビー』

「情報収集と並行して進めておくわ」

『ネイビー、他に報告は？』

「ないわ。今の所は、これで全部よ」

『では、これで会議は終しゆう了りようとします。それとネイビー、進展があったら随ずい時じ連れん絡らくを入れてちょうだい』

「分かったわ」

　こうして真希の報告は終わった。その結果、孝太郎との戦いは可能な限り避ける事となり、その工作は真希が担当する事になった。真希は孝太郎とは戦いたくなかったので、願ったりの結末だった。

『それじゃね、ネイビーちゃん』

『またいずれ』

　真希の周りに浮かんでいた少女達の立体映像が一つまた一つと消えていく。

『そういや真希、あんたスキーに行ってるんだっけ？』

「ええ」

『ちょうど良いわ。少し羽根を伸のばしてらっしゃいな』

「大きなお世話よ」

『あんたって、人生の大半を損してるわよ』

　赤い服の少女が最後まで粘ねばっていたものの、やがてそれも消え、真希はホテルの部屋に一人きりになった。

「………良かった、里見君と戦わずに済んで………」

　一人きりになった真希からは、鋭するどい表情が剥はがれ落おちていた。ダークネイビーとして話し合っていた時とは、まるっきり別人のようだった。だが真希にはその自覚は乏とぼしい。真希は今でも、冷れい酷こくな悪の魔法少女ダークネイビーのつもりでいた。

「よぉしっ、早さつ速そく里見君に会いに行こうかな。工作しないといけないしっ♪」

　しかし勢いよくドアを開けて部屋を飛び出していく真希の姿は、冷酷な悪の魔法少女というよりも、愛と幸せを運ぶ魔法少女のようだった。










　ゆりかが目を覚ますと、そこはホテルのベッドの上だった。彼女の最後の記憶は山の中で白い魔物の魔法を浴びた時のものだったので、この場所で目覚めた事は意外だった。

「藍華さん、藍華さん、ほらじゃんけん」

「えぇえっ!?　里見君、私に買いに行かせるつもりなんですかっ!?　松まつ平だいら君は―――」

「俺おれはマッケンジーのように、四六時中女の子に甘あまい顔かおをするような、たわけた軟なん弱じやく者ではないぞ」

「んもー、そういう所を改めないから、毎年チョコレート貰えないんですよ？」

「うるさい。ホレいくぞ。じゃーんけん」

『ぽいっ』

『あーいこーでしょっ』

　だがそれ以上に驚おどろいたのが、目の前にあるソファーで繰くり広ひろげられている呑気な光景だった。孝太郎と真希、この二人が仲良くじゃんけんをしている光景は、ゆりかの目には異様なものとして映った。

「だぁぁぁぁっ!!　負けたぁぁぁぁっ!!」

「やっぱりチョキでしたね。あいこになった時に、そんな気がしたんです」

「な、何やっているんですかぁ？　二人ともぉ………」

　孝太郎はチョキ。真希はグー。

　負けた孝太郎は頭を抱かかえて悔くやしがっている。勝った真希は目を細めて微ほほ笑えんでいる。そしてゆりかは二人を見て目を丸くしていた。

　―――ま、まさか、じゃんけんに見える呪じゆ詛そとか、そういう感じですかねぇ………？

　ゆりかは真希が孝太郎を殺そうとつけ狙っている事を知っている。だから真希が孝太郎に向けている笑顔には何か危険な裏があるように思える。同じ理由で、真希がゆりかの部屋にいる事も危険に思えた。

「おう、ゆりか、起きたか」

「さ、さとみさんっ、一体何があったんですかぁっ？」

　ゆりかは孝太郎と真希を交こう互ごに眺ながめながら、二人が一緒にいる理由を問う。

「ん？　お前がやられた後、藍華さんに手伝って貰ってあの変な化け物をやっつけてだな、それでお前を担かついで帰ってきた。概おおむね予定通りだ」

　孝太郎はかいつまんで事情を説明する。

　ゆりかの当初の予定では『孝太郎を眠ねむらせているうちに真希との対決を済ませる』筈だった。しかしそのゆりかが氷漬けになってしまったので、真希との対決自体が起こらず、結果的に孝太郎が思おもい描いていた『雪山で遭そう難なんしたクラスメイトを騒さわぎになる前に連れ帰ってくる』という結末に落ち着いた。孝太郎の言う予定通りとはそういう意味だった。

　しかし、ゆりかが知りたいのはそれではなかった。

「そっ、そうじゃなくってっ、どうして里見さんと真希ちゃんがそのっ………そんなに仲良しなんですかぁっ!?」

「どうしてって、そりゃあクラスメイトだからだろう？」

　孝太郎はポカンとした顔でゆりかの顔をまじまじと見る。孝太郎にとって真希はクラスメイト。これまではあまり縁えんがなかったが、別に嫌うような相手ではない。それに今回は色々と世話になっている。だからごく普通に真希の相手をしていた。それを何な故ぜと言われても、意味が分からなかった。

「あのあのっ、そうじゃなくってっ、真希ちゃんはそのっ、里見さんをですねっ!?」

　ゆりかは何とかこの状じよう況きようを孝太郎に上手く伝えたかった。真希が悪の魔法少女で、しばらく前からゆりかと敵対関係にある事。そして孝太郎を倒そうとしていた事。ゆりかはそれらを孝太郎に伝えたかったのだが、なかなか孝太郎が納得するような言葉が浮かんでこない。するとそんなゆりかよりも早く、真希が口を開いた。

「ふふふ、里見君っ、ゆりかさんも起きてすぐですし、気持ちや服装を整える時間をあげたらどうです？」

「おお、それもそうだな」

　真希の言葉に孝太郎は頷く。孝太郎は確かに真希の言う通りだと思った。

　氷漬けにされ、そこから初めて目覚めて混乱しない筈もない。その気持ちを落ち着ける時間が必要だったし、ゆりかも一応は女の子。身み支じ度たくをする時間をあげるべきだった。

「真希ちゃん………？」

　ゆりかは逆に困惑する。真希が何をしようとしているのか、何のつもりでこんな事を言ったのか、それが不安でならなかった。

「あと、私の為ためにお買い物に行って下さるんですよね？」

「藍華さんの為じゃないって。おい、ゆりか、昨日から何も食ってないから腹減ってるだろ？　何か買ってきてやるよ。何がいい？」

「あ、え、えと………」

「私、何か飲みものが良いです」

「藍華さんのは買ってこないぞ」

「えええぇぇぇっ!?」

　そしてゆりかの困惑を、二人の親密なやりとりが更さらに加速させる。

　―――い、一体何があったんでしょうかぁ………？

　この時の孝太郎と真希のやりとりは、ただの友達以上の領域に踏み込みつつあるように見えた。あるいは孝太郎とゆりかのそれと、同じぐらいに。

「どうしたゆりか？」

「あ、え………？」

「何が食いたい？」

「あ、そ、そうでした！　パンか何かがあったら、それで良いですぅ！」

「分かった。じゃあちょっと行ってくるから」

　ゆりかの戸と惑まどいに気付かないまま、孝太郎はソファーから立ち上がると、部屋の出口に向かってスタスタと歩いていく。

「里見君、迷子にならないようにね？」

「なるか！　アホゥ！」

「さ、里見さん!?」

　キィッ、バタンッ

　ゆりかは心細さから孝太郎の名前を呼ぶ。しかし孝太郎は一度も振ふり返らないまま、部屋を出ていってしまう。そして部屋には、ゆりかと真希だけが残った。










　孝太郎が部屋を出て行ってからしばらくの間、部屋では沈黙が続いていた。ゆりかは真希に聞きたい事が山ほどあったのだが、真希と二人きりで一つの部屋にいるという状況が不気味で、なかなか口を開く事が出来なかった。

　しかしそういう時間が続くうち、今度は薄く微笑んだままソファーに座すわっている真希自体が恐おそろしくなり、ゆりかは黙だまって座っている事ができなくなった。そこでようやくゆりかは口を開き、かねてからの疑問を口にした。喋る事で恐きよう怖ふを紛まぎらわせたかったのだ。

「あ、あの、真希ちゃん」

「うん？」

　呼よび掛かけられた真希は何気ない様子で顔を上げる。そして笑顔を崩さないまま、ゆりかを真っ直ぐに見つめる。それに多少気け圧おされながらも、ゆりかは懸けん命めいに話し続けた。

「一体どういうつもりなんですか？」

「どういうつもりって、どういう意味かしら？」

「里見さんの事ですっ！　真希ちゃんは里見さんに何をするつもりなんですかっ!?」

　ゆりかの最大の疑問。それは真希が孝太郎と親しげにしている理由だった。

　ゆりかは真希が孝太郎を敵視している事を知っている。だから真希が孝太郎と親しげにしている事には必ず裏がある。ゆりかでなくても、そう考えるのが自然だった。

　真希にもそれは分かっていたから、ゆりかを嘲あざける事も、からかう事もせず、素す直なおにその質問に答えた。

「そんなに怯える事はないわ、ゆりか。私が里見君と仲良くしたいのは、何もしたくないからなのよ」

「何もしたくないっ!?　どっ、どっ、それはどういう事ですかぁっ!?」

　ゆりかは混乱する。

　真希の言葉の意味が分からない。何もしたくないから仲良くする。それは孝太郎を敵視していた真希の口から語られると、額面通りには受け取れない。

　そしてそれ以上にゆりかを混乱させていたのは、目の前にいる真希の雰囲気だった。これまでのような鋭く尖とがった雰囲気がない。静かに安定した、まるで澄すみ切った水面を思わせる澄んだ瞳ひとみがゆりかを見つめている。ゆりかに対する攻こう撃げき的てきな意思も感じられない。

　―――なんだろう、これ………。怖こわくはないのに………勝てる気がしない………。

　ゆりかの感覚では、真希の攻撃性せいは大幅に減じている。しかしその反面、戦って勝てる気がしない。今の真希と戦うぐらいなら、昨日までの真希と戦う方がよっぽど勝てそうな気がするのだ。

　―――真希ちゃん、凄すごく強くなってる………昨日の今日なのに、一体何が………？

　それは真希の魔力が向上したとか、新たな能力を獲かく得とくしたとかいう事ではない。心の余よ裕ゆうと安定が、真希に備わっている本来の力を引き出しているだけだ。しかしそれが、ゆりかには圧あつ倒とう的てきな力の差に感じられていた。

「そうね、ゆりか。これまでの事からすると、あなたには理解しにくいでしょうけれど………我々ダークネスレインボゥは、里見君との対決を回避する事にしたのよ」

「里見さんと戦わない!?」

　ゆりかはそこでもう一度驚おどろかされる事となった。それはこれまでの戦いの構図を覆くつがえしかねない大だい転てん換かんだった。

「待って真希ちゃんっ、それってどういう事ですかぁっ!?」

「落ち着いて。あなたにも関かかわる事だから、ちゃんと説明するわ」

　焦あせりっぱなしのゆりか。落ち着いている真希。確かに現時点で戦えば、真希はあっさりとゆりかに勝つだろう。それほどに、二人の様子には開きがあった。

「昨日と今日、里見君と話をしていて分かったんだけど………ゆりか、あなたは彼に本当の意味では正体を明かしていないわね？」

「は、はいぃ………結果的に、そういう感じになっていますぅ………」

　当初は信じて貰えなかった。しかし最近はゆりか自身がこのままが良いと思うようになり、あえて孝太郎の勘かん違ちがいをそのままにしている。

「だからあなたと彼は、きちんとした協力関係にはない。そうなんでしょう？」

「………えっ!?」

　ゆりかはそこで愕がく然ぜんとなった。ゆりかの頭の中では孝太郎は完全に自分の味方という事になっていた。しかし真希がはっきりと言葉にした事で、必ずしもそうではない事に気付かされたのだ。

「そ、それは、そう、ですけど………」

「だからなのよ。里見君と我々ダークネスレインボゥは、厳密には敵対関係にない。だったら事を荒あら立だてて、わざわざ敵を増やす必要はない。そうでしょう？」

「あっ………」

　ゆりかはそこで真希達たちの考えを理解した。

　真希達はゆりかと孝太郎が仲間だと思っていたから、孝太郎を敵と認にん識しきしていた。しかし実際はそうではないと分かった。だったら孝太郎に攻撃を仕掛ける意味はない。むしろその反対を考え始めたのだ。

「そ、それで里見さんと仲良く!?」

「そうよゆりか。里見君は強いから、戦わずに済ませたいの」

　真希はゆりかに向かって静かに頷く。

「そしてできれば味方に引き込みたい。もしそれに失敗しても、里見君はああいう人だから、ちょっとでも仲良くなっておけば、戦いになってしまった場合に本気を出せなくなる。だから是ぜ非ひとも彼とは仲良くしておきたいのよ」

「真希ちゃん！」

　戦いの為に、孝太郎の好意を利用する。それはゆりかには到底許せない言葉だった。おかげでゆりかの目にいくらか力が戻ってくる。

「でもゆりか、この状況はあなたにも利用価値があるのよ」

「えっ？」

「あなたも知っての通り、里見君は優やさしい人よ。喧けん嘩かぐらいはするけれど、命の取り合いをするような人じゃない」

　真希は薄く微笑んだまま話し続ける。その笑顔からは、孝太郎に対する強い信頼が感じられる。それは孝太郎の好意を利用すると言い切った人間とは思えなかった。ゆりかはその事に戸惑いながら、続く真希の言葉を待った。

「ダークネスレインボゥの思おも惑わくはさっき言った通りよ。でも、私とあなたが上手く立ち回れば、里見君を私達の戦いに巻き込まずに済むかもしれない」

「そっ、それは………」

　それは確かに、ゆりかが望んでいる事だった。ゆりかは孝太郎に、自分の事をただのクラスメイトだと思っていて欲しいと願っている。そしてただのクラスメイトのまま、吉きつ祥しよう春はる風かぜ高校の卒業式を迎むかえられたらと思っている。その為には、孝太郎を戦いに巻き込まない必要がある。だから確かに、この状況を利用して孝太郎を戦いから遠ざけるのは、ゆりかにとっても価値がある行為だった。

　―――真希ちゃん今、『ダークネスレインボゥの思惑』って………。

　そしてゆりかにはもう一つ気になる事があった。今の真希の言葉は、ダークネスレインボゥの思惑とは別に、真希自身の思惑があるかのように聞こえた。だとしたら真希の思惑は何なのか。ゆりかはそれが気になっていた。

「………ダークネイビーがじゃなくて、真希ちゃんが里見さんを戦いに巻き込みたくない理由は何ですか？」

「ゆりか………」

　ゆりかが素直に質問をぶつけると、真希は軽く驚いて目を丸くした後、その目を細めて微笑んだ。そして笑顔のまま、真希は孝太郎が出ていったドアに目を向けた。

「昨日、あなたが氷漬けになったあと………私はあの魔物に襲おそわれて死にかけたの」

　真希はドアを見つめたまま、片手で自身の脇わき腹ばらを押さえる。昨日の夜、そこには大きな傷が刻まれていた。生きていられないほどの、大きな傷が。

「それを里見君が助けてくれた。私は彼にその借りを返したいの」

　しかし今、そこに傷は刻まれていない。孝太郎が『シグナルティン』の力で癒いやした。その代わり、真希の心には多くのものが刻まれた。それらが孝太郎に借りを返せと、真希を急せき立てていた。

「里見さんが真希ちゃんを助けた………それで真希ちゃんは………」

　これまで不可解な言動が多かった真希だが、裏にそういった事情が隠れているのなら、ゆりかにも十分納得のいく話だった。

　ダークネスレインボゥは孝太郎との戦いを回避したいと考えている。その方法は幾いくつか存在している。真希はその中から、孝太郎にとって最も安全な方法を選ぶ事で、救って貰った恩を返そうとしていたのだ。

「だから協力しなさい、ゆりか。私とあなたとで、あの人を戦いから遠ざけるのよ！」

「まっ、真希ちゃん!?」

　だがそういう事情を全すべて理解した上であっても、真希の協力要よう請せいはゆりかにとって意外過ぎるものだった。










　孝太郎が部屋に戻ってきたのは、そのすぐ後の事だった。おかげでゆりかはまだ真希の発言のショックから立ち直っておらず、呆ぼう然ぜんとベッドに座り込んだままだった。

「ただいまー。ゆりか、パン買ってきてやったぞ。お前の好物の焼きそばパンがあったから、それにしておいた」

「おかえりなさい里見君。私には何のパンを買ってきてくれたんですか？」

　そのため、孝太郎を出で迎むかえたのは真希一人だった。真希はソファーから立ちあがると、入ってきた孝太郎に近付いていった。

「そんなものはないぞ。なんでそこまでしなきゃいけないんだ」

「あら、今のうちにポイントを稼かせいでおけば、いずれ彼女になってあげますよ？」

「パンで釣つられる女の子は嫌だ」

「んもう、素直じゃないんですからっ」

　孝太郎と真希は軽口を叩き合う。それを見守るゆりかには、二人の関係は昨日今日芽生えたものには見えなかった。それは孝太郎と賢けん治じのように、幼おさな馴な染じみであるかのようだった。

　―――真希ちゃんは里見さんに命を助けて貰ったって言っていたけど………本当にそれだけですかねぇ………？

　ゆりかには、今の真希と孝太郎の関係は、命を助けた事で芽生えるものとは別のもののように感じられる。だから命を助ける以上の、二人の関係を劇的に変化させるような事が起きた筈。ゆりかはそう思うのだが、考えれば考えるほど、そんな事はありえないように思える。おかげでゆりかの悩なやみは深まる一方だった。

「でもまあ、昨日から散々世話になったんで、飲み物ぐらいはくれてやろう」

「いいんですか？」

「口止め料込みだ」

「あははっ、了りよう解かいですっ。それで何があるんですか？」

「ええとだな、身体に悪いコーラと、別の会社の身体に悪いコーラ、そしてゆりか用のダダ甘いちごオレがある」

「コーラを下さい。私、コーラが好きなんです」

「奇き遇ぐうだな。実は俺も好物なんだ。特に身体に悪いやつ」

　孝太郎は持っていたビニール袋ぶくろの中から二本の黒いボトルを取り出だすと、残りをゆりかの膝ひざの上に置いた。ビニール袋の中にはいちごオレと、焼きそばパンが残っていた。

「ホレ、これを飲め」

「私もそっちが良いです」

「贅ぜい沢たくを言うなよ」

「口止め料なら、贅沢を言っていいと思うんですけど」

「………しょうがないなぁ………」

　孝太郎は渋しぶ々しぶ、自分が愛飲している方のコーラを真希に差し出した。すると真希は両手でそれを受け取り、笑顔を作った。

「そういう所、ポイント高いですよ？」

「こっちも取られそうだから、さっさと飲んでおこう」

「取りませんよぉ、もぉ～～～」

　そしてゆりかが見守る中、二人は一緒にコーラを飲み始めた。時折言葉を交かわしながらコーラを飲む二人。笑顔が絶えず、たまにコーラを噴ふき出しそうになっていた。

　―――やっぱり、なんだか、こう………。極きよく端たんに相あい性しようが良い、というか………。

　ゆりかは孝太郎と真希が作り出す独特の空気に、特別なものを感じていた。それはこれまで、誰との間にも無かったものだった。

「さて、と」

「ごちそうさまは？」

「ごちそうさま、里見君」

　コーラを飲み終えると、真希はソファーから立ちあがった。そして両手を合わせ、孝太郎に笑いかける。

「ねぇ、里見君、この後一緒に滑すべりに行きませんか？」

「ああ、そうしようか。ゆりか、お前も行くだろ？」

「あっ、あのぉっ………」

「よしっ、決まりっ。用意して来ますね！」

　真希はゆりかがはっきりと答える前に、部屋の出口に向かって歩き始めていた。ゆりかには拒きよ絶ぜつさせないとでも言いたげに。

「着き替がえたらロビーに集合しましょう？」

「おう。………ゆりか、ボーっとしてないでさっさと食えよ。置いていくぞ？」

「は、はいっ！　行きます行きます！」

　未いまだ真希の言葉が半信半疑のゆりかだったから、それが苦手なスキーであろうとも、行くしかないのだった。

「ふふっ」

　真希は小さな笑顔を残して部屋を出た。そして廊ろう下かに出てドアを閉めた所で、真希は一度足を止めた。

「ふぅ………」

　真希はそこで安あん堵どの溜ため息いきをつく。孝太郎と二人だけならともかく、敵であるゆりかが一緒では、真希も多少緊きん張ちようしてしまうのだ。

　―――そういえば………。

　そしてその溜め息と共に、真希はポケットの中に入っている物の事を思い出した。

「………使って………みようかな………？」

　真希は小声でポツリと呟くと、スカートのポケットに手を入れた。すると指先に小さくて固い物が触れる。しかし真希にはまだ迷いがあって、それを取り出す事が出来ない。表情もこれまでとは打って変わって不安そうだった。

「でも、騙す事に………ならないかな………？」

　ポケットの中で、真希はその何かを握にぎり締しめる。しかしポケットから手を出す事が出来ない。その反対に、放す事も出来ない。真希の心はまだ迷っていた。しかし―――

「ううん、きっと大丈夫………こういうもので、気持ちが動くような安っぽい人じゃないし………」

　勇気を振り絞り、真希はポケットの中から手を引っ張り出した。

「だったら………だったらちょっとぐらい可愛くしたって………いいよね………？」

　そして真希はゆっくりとその手を開く。真希の胸はドキドキと高鳴り、頭の中は熱くなって真っ白。手の平は僅かに震ふるえていた。

「これくらいの事で、あの人が喜んでくれるなら………」

　そんな真希の手の上に乗っていたのは、これまで彼女が嫌い続けてきたもの。

「ちっ、ちがったっ！　そうじゃなくってっ、ダークネスレインボゥの為だからっ!!　そうよっ、うんっ!!　みんなの為にっ、苦手な事も頑がん張ばろうっ!!」

　それは貰ってすぐに投げ捨てた筈の、リキッドタイプの口紅だった。
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あとがき







　皆さん、お久しぶりです。著者の健速です。

　今回も前回と同じく三ヶ月という少し早目の出版となりました。おかげで主要な登場人物のお休みは半年で済みました。実はそういう事情です。




　この巻の内容は、七巻のラストから数日後のお話となっています。七巻での出来事を踏まえ、登場人物達は自らの望みを叶える為に新たな方向性を模も索さくし始めます。そしてそれらが次なる物語を運んで来る、といった感じのお話です。見所は再登場の真希と、パワーアップした（？）ゆりかとの対決。久しぶりに魔法少女しています。また、ゆりかを取り巻く環境が大きく変化するのも見所の一つです。

　次の巻は七・五巻のあとがきにも書いたとおり、八・五巻という事になります。内容はティアが書いた二冊目の台本に相当する部分です。旅をしていた一行は、目的地であるパルドムシーハ領に到着。そこで新生フォルトーゼ正規軍を結成、大臣マクスファーン率いるクーデター軍に戦いを挑みます。その顛てん末まつまで描ければいいな、という感じですが、相当頑がん張ばらないと入り切らない気がするので、今から頭を悩ませています。

　頭を悩ませているといえば、スケジュール的な部分でも悩みがあります。次も主要な登場人物が出てこない話なのでなるべく早く出したい訳ですが、震しん災さいの影響もあってスケジュールが乱れ気味です。夏の計画停電の状況によっては、いつものペースに戻るかもしれません。あまり頻ひん繁ぱんに電気が止まらないでくれると助かるのですが、こればかりは祈るしかないのが辛い所ですね。




　今回のお話では魔法というものが少々クローズアップされて語られておりますが、実はこの魔法というものは、極めて厄やつ介かいな事象ないし技術です。魔法というものは、我々が思う以上に、安易に複雑な力を扱っています。

　よくある創作作品では、魔法使いは火の玉を生み出し、電撃を放ち、磁気で引き寄せ、重力で押し潰つぶします。しかし実は、こういう魔法が現実に存在していた場合、今現在科学者たちが懸けん命めいになって証明しようとしている『統一理論』が実在する証拠になります。

　この『統一理論』というのは、アインシュタインが夢見て果たせなかった究極の理論。電気や磁気、重力といった、宇宙を動かしているエネルギーを同一の方程式で扱えるようにしようという試みです。ちなみに電気と磁力に関しては、大分昔に統一が果たされました。電気と磁気の相互関係を示す四つの方程式は大変有名です。しかしその他の、特に重力との関係を示す方程式は未だに謎のままです。一番有力とされている『ひも理論』ですら、バリエーションが五種類ある始末で、解明には程遠い状態にあります。

　ですが思い出して下さい。多くの魔法使いが、火の玉を生み出し、電気を放ち、磁気で引き寄せ、重力で押し潰します。彼らは魔力というエネルギーを介して、それら別々のエネルギーを相互に変換しています。つまり魔法使いは、科学者達が一番知りたいと思っている事を、至し極ごくあっさりとやってしまっているのです。逆の言い方をすると、統一理論がなければ、魔法使いは魔法を使えないという事でもあります。

　すると魔法使いは高い確率で、ひも理論が提てい唱しようする高次元の宇宙をある程度認識する事が出来る極きわめて特異な生物（？）という事になります。宇宙を超えて漂ただよう魔力を、感じ取れるわけですから。

　そこで困った私は、ある程度現実を無視する事にしました。やっぱり少々の素養があれば、修行して魔法を習得できる世界であってほしい。そうでないと面白味に欠けます。

　あれですね。ロボットアニメで巨大ロボットが居る事自体には突っ込んじゃいけないとか、ミステリーで探偵が事件に遭そう遇ぐうし過ぎる事には目をつぶれとか。物語の前提だから、考えるのをやめようね、というお約束。

　現実とは、意外につまらないものなのです（笑）




　それでは近況などを。

　最近、あまり仕事ばかりで家に引きこもっていてもまずいだろうと、自転車に乗るようになりました。映画館が自転車で三十分ほどの距離にあるので、最近は休みの日の度に映画を見に行くようになりました。するとちょっと寝付きが良くなったりして、やはり運動は大事なんだなと感じています。

　高校の頃は毎朝国道を四十分走って学校に通っていました。おかげでタイヤのゴムの摩ま耗もうが激しく、しばしば中の繊せん維い状じようの部分が見えたりして。今はあの頃ほどには走りませんが、定期的に運動はするようにしたいと思います。




　それと先日、初めてサインというものを書きました。ただ『健速』って書いただけですけど。とある書店さんがフェアを開いてくれるというお話でした。でも下書きを何度もやったので色紙の表面がケバ立って、字がにじみました。慣れない事はするものではないなぁとつくづくそう思いました。なんて事を思っていると、今度は別の書店さんがリニューアルするとかで、サイン本を三十冊用意してくれと仰いまして。急に字を書く練習を始めました。みなさんがこの本を手に取っている頃には、リニューアルオープン自体が終わってそうなので、今いま更さらな話なんですけども。これから書くんですけど、上手く書けると良いなぁ。いいなぁ。ゆりかふぁいおー。ゆりかふぁいおー。




　今回のあとがきは十数ページ書いていいそうなんですが、そんなに沢山も書けないので、そろそろ終わりにしようと思います。

　最後となりましたが、この本の出版に尽じん力りよくして下さった編集部の皆様、いつも遅れずにイラスト付けて下さるポコさん、疲れた時に一緒に飲みに行ってくれた友人一同、そしてこの本をお買い上げ下さった皆様に心より御おん礼れい申もうし上げます。




　それでは八・五巻のあとがきでまたお会いしましょう。





二〇一一年　六月

健速









◆ご意見、ご感想をお寄せください……ファンレターのあて先◆


〒１５１―００５３

東京都渋谷区代々木２―15―８



（株）ホビージャパン　ＨＪ文庫編集部


健速先生／ポコ先生
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